
II. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

本所の研究員は，それぞれ自己の属する尊門分野の進歩発逹のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする．これらは間姐によって関係のあるいくつかの専門分野の人

々で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる専門分野

を持つため，このような総合研究應誇をとりうることが容易であり，また常窃委員会の議

を経て決定するのでその機会が常に機動的に用意される．大型プロジェクト研究として前

年より開始された「都市における災害• 公害の防除に関する研究」 (3年計固， 区時事業

費）がその一例である．

韮礎研究の成呆が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から工業生産化

への可能性を立証するためにこれを別個の研究組織に移し，中間規模の試作または試験を

も行なっている． これら中間試険研究として行なう研究は，受託研究によって行なわれる

場合と，所内に設けられた特別研究容議委員会が，毎年特別にいくつかの研究課屈を，所

内各研究部から申請を受けて決定する方法とがある．後者は，悲礎的研究でその兄展が十

分期待される研究も同時に採り上げて特別の研究費を注ぎこむようになり，昭和 47年ま

でにその件数432を数え，その研究成呆は，工業界への寄与の動脈となっている．受託研

究は，本所の自主的計画をさまたげない範囲で行ない，また短期間に結果を求める目先の

ことばかりに力を注ぐことにならないよう注意されている．

2. 研究活動の経過

大学の研究が，研究室を単位とする各部における研究の方法で学問の韮礎研究を行なう

ことは，長い歴史に見られるとおりである．戦後は，科学の進歩に伴ない一つの問題をい

くつかの研究室が共同して総合研究的に行なうことが多くなったことも周知のとおりであ

るこのような研究傾向に対し一研究所に各専門分野があって総合研究の態勢をとりうる

ことが容易である機関は少ないこの点本所には特色があって，たとえば耐虞工学の研究

に土木建築工学と機械工学が協同し，最適設計システムの閲発研究に写真測凪と電子演算

工学，交通問題に自動車工学，交通路工学，電子工学がそれぞれ専門を分担したり，マト

リクス有限要素法の研究が共同研究によって成呆をあげている．

また，試験溶鉱炉の研究に自動制御やアイソトープ技術を投入したり， レーザの研究に

電気と光学の両面から開発を進めたり，ロケット製作に高張力鋼の研究から始まり，構造

力学と推薬エンジンおよび空気力学の諸分野が合体して作り上げるまで，問題に対して縦
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貫的にあるいは多面的に研究が行なわれてきているのである．総合研究態勢の実施には，

単にいろいろな専門分野があるというだけではなく，所内に常務委員会や各種運営委員会

があって，これらを結びつける機構が備わっていることによって，より特色的となる．

実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設立趣意書にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．韮虞可究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたの

で，本所ては，これを中間試険研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施

している．観測ロケット特別事業や試駿溶鉱炉の研究はこの例である．

近年は，晶礎研究が杞当進み，その完成が近く期待される段階にあるものを選定し，特

別研究とすることも行なっている．たとえば大型電子計邸機，大型振動台，写真測鼠図化

搬，近代的な分析諸設間をはじめ，多数の本研究所特有の設備が充実されている．

3. 研究の形態

本所ては上に述べた研究方針に従がって椙広い冠々の形態の研究が行なわれているが，

これを大別すれば特別研究I'同II'一般研究A・B,共同研究ならびに各部における研

究に分えされる．特別研究Iは文部省I臨時事業の 3カ年計圃第2年度として前年より開始

している「忍市における災害• 公害の防除に関する研究」で所内の広い分野の研究員が参

加している．特別研究IIは基礎研究が進み，その完成が近く期待される段階にある研究，

中間試誤あるいは試作研究を所内の特別研究審議委員会が毎年選定し，経常的研究費とは

別に研究費を支出しているもので，この中には 2年あるいは 3年以上継続して完成する研

究もある．一投研究A•B は文部省科学研究喪補助金による研究の内，一般研究A·B と

して行なわれたものである．

共同研完は前に述べた如く総合的な研究態勢が容易にでき得る本所の特色を生かした研

究で，さら1ここれらの研究を活発化するため共同計画推進制度を設け，研究連絡その他に

要する町究推進費を交付している．また文部省科学研究費補助金総合A・Bも含まれる．

各部におげる各研究室が設定する各個研究は本所の研究進展の核をなすものであり，各研

究者はその管想と開発！こ意を注ぎ，広汎，多稲な研究が採り上げられている．

4. 昭和47年度の研究の現状

A. 特別研究 I

都市における災害・公害の防除に関する研究

都市災害公害の防除に関する研究組織

(1) 都市構造物の耐霙強度の調査研究

(1-1) 埋設物の耐罠強度に関する研究
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教授久保度三郎・助教授田村囮四郎

(1-2) 構迄物の勁的強度に閃する研究

教授田中 尚・教授久保良三郎・教授柴田即

助教授佐店壽芳• 助教授岡田恒男・助教授高梨兄一

(1-3) 叛動減哀芸餃に関する研究

教授亘理厚・教授柴田恐• 助敦授川股重也・助教授佐藤奇芳

(IT) 都市交通公害対策の調査研究

(2-1) 都市内道路交近告lj御に閃する研完

助教授越正毅•助敦授高羽禎雄・助教授浜田呑

(2-2) 郎市における胚音扱勁の防除1こ閃する研完

教技亘理厚・教授石井翌光・

(2-3) 霞力供給システムの侶頴度に関する研究

教授河付己雄

(lIT) 都市廃棄物対策の開発研究

大野逆一

(3-1) プラスチック類の文唸焼，請分解による処理に閃する謁査研究

敦投山辺武郎・教授河添邦太朗・教投早野茂夫

助教授高辰浩• 助敦授鈴木韮之

(3-2) 光分解性喜分子の開発に閃する調査研究

教授（併）汲頑照三・教授故後藤伝行・助教授本多健一

助教授妹尾学・助数授白石振作

(3-3) プラスチック応菜物の処理体系確立のための閲査研究

教投（併）汲頑照三・教授野崎弘・教授武藤義一

昭可I46年度からi窮時事業として次に示すような研究組織をもって「都市における災害・

公古の防靡に閃する研完」が閲始されることになったが，これは (I)

強度の閏互研究， (II)部市交通公古対策の謁査研究，(][)都市廃哀物対策の閲発研究，

の三つの研定を向ぅ 3カ年間にわたって，同時に展開する大型プロジェクト研究である．

これらの研完諜題は現代都市が直而する間屈の中でも，抜本的対策の渇仰されている璽

要間図であり，昨年度：こ引続いて以下に述べるような研究活動が展閲された．

(I) 都市構造物の耐震強度の調査研究

本年度も昨年と同様，地下埋設物の耐四位度，構造物の動的強度および振動減衰機構の

開発研完が行なわれた．すなわち埋設物の耐震控度に関しては水道管，ガス管の迅去の地

震被害の謁査，解肝，沈埋トンネルの耐震性の把握，埋設管継手の耐震強度について行な

われ，また昨年度千葉実険所に建設された構造物の動的破壊試駿装四を用いて，繰返し荷

璽を受ける鋼構造部材や鉄筋コンクリート部材の動的強度についての実験的研究が進めら

れた．これと同時に構造物の振動減衰性を，積極的に高めるためのオイルダンパを試作

し， ヒンジ形式のフレームに組み込み，振動実験を行なってその有効性を検討した．

(II) 都市交通公害対策の調査研究

都市交通公害対策の調査研究においては

(1)都市交通による荘音，振動の防除， (2)都市内道路交通制御， (3)電力供給システ
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ムの信頼度の三つの研究が平行して推進された．騒音振動については地盤振動の測定技術

やその実態調査，車両走行状態と発生騒音の相関性の測定，市街地における交通騒音の実

態調査，交通騒音の伝搬に関する模型実険，交通竪音を受ける建物の騒音克策などの研究

が行なわれた．招市内道路交通制御に関しては，交通事故，交通渋帯，交通公害などの実

態調査，交通流シミュレータによる交通流解折と交通制御方式の評価， 5 

通制御システムの開発，新らしい交通制御の論理の開発等の研究が推進され，電力供給シ

ステムの信頼度に閃しては昭和 46年度の予備的研究をさらに進展させて電力供給システ

ムにおける絶縁破壊事故に及ぽす自然気象条件に関する資料の収集とこれに起因する事故

の解折について研究を行なった．

直） 都市廃棄物対策の調査研究

都市プラスチック廃棄物の有効な処理を進めるために必要な技術的問題を十分に謁査，

把握し，さらに基礎的な観点からの研究を通して，処理システム確立のための方策を提案

することを目的として，昨年度に引続き研究を進めた．研究組撤は大きく研究班と調査班

とに分かれ，研究班は熱分解研究グループと光分解研究グループに，調査班は廃棄物処理

実態調査を主とするものと，処理システム調査を主とするものに分れて，活動を続けてき

た．本年度行なわれた研究諜題は次の 7つであった．

(1)プラスチック中の金属成分の分折法の開発と処理後の璽金属による汚染の予測，

(2)プラスチック無機充坦剤系(3)プラスチックの光化学的酸化分解， (4)光分解性高分

子化合物の開発， (5)プラスチックの接触分解， (6)プラスチック廃棄物の有効利用，

(7)プラスチック廃棄物の処理システムの確立のための調査研究．

B. 特別研究 II

1. 波頭伝播の観察による動的弾性率の測定と動的応答に関する研究

助教授中桐 滋

軟い粘弾性体内の衝撃による波動伝播にともなうモアレ脇変化を高速度振影するため，

プリズム回転式カメラ HYMAC16 HD-40 MBを設備した数十ミリ秒の時間範囲の的

確な搬影を行なうため，光源および同期装置についての準備が終った段階である．

2. 0. 3-100 K における熱伝導による転位の研究

助教授鈴木敬愛

結晶転位の動的性質を調べるためには，極低温での熱伝迎度の測定が有効な実験手段で

ある． とくに，パチエルス応力や転位の釘付間隔を実険的に評価するために，液体ヘリウ

ム3を用いる熱伝尊度の測定装置を設計，製作した．予備実験をほぼ完了して，引張り変

形により転位を導入した単結品での測定を開始した．
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3. 超精密X線回折と光電子分光による表面構造の解析

助教授菊田裡志

X腺および光電子によって紘開表面の構造を研究するために，真空二結晶ディフラクト

メータを試作し，計測記録装置を整備した．現在，光電子のエネルギ分析器の製作を進め

ている．

4. 波浪計の実用化に関する研究

教授高橋幸伯• 助教授前田久明

助手小畑和彦・助手江口純弘

波浪中を航走している船舶からブイを投下して，テレメータ方式によって航走海而の正

確な波浪情報を求めるための，投稟て方式の設浪計の開発研究を行なった．

（一部選定研究費）

5. 工作機械の振動防止と精度向上に関する研究

助教授佐藤認芳

搬械構造の剛性と切削機構とが関連しあって生ずる自励振励と，電動機・ベルト歯車列

等の駆動系や立軸・被削材等運動部分などの内部の振動源，あるいは外部の振動源が原因

となる強制振動は，何れも切削能率の低下，表而粗さ，加工された形状などの緒度の劣下

を招く原因となる．本研究では，機械構造の振動特性が表而粗さ• 形状梢度に与える影菩

の定菫的な評価，複合材料を利用したバイト・シャンリの使用による安定な切削可能域の

増大と振動振幅の抑制・ 自励振動が生じた際に振幅がきまる搬構などについて研究をすす

め，特に振動との関連において加工緒度と切削性能の向上をはかるべく研究をすすめてい

る．このため，大隈鉄工製 LS450x550高速旋聾をあらたに悶入した．

6. 生物体における熱的物性値の測定

助教授棚沢一郎

生物体（とくに人体）の熱的な諸物性餡を invivoの状態（すなわち，生きたままの

状態）で迅速に知るための計測法の閲発を目指し，その第一段階として接触非定常法を試

みた． この方法により，生物体表面の熱伝遅率・温度伝郡率・温度浸透率などについてい

くつかのデータを得た．

7. 突発型 AEによる構造物試験の計測および情報処理の研究

教授山口楠雄・教授尾上守夫

アコーステイック・エミッション (AE)による構造物の欠陥位四標定の有効］よシステム

の開発を目的として是本的な情報処理システム，すなわち 9チャンネル AE信号到逹時間

10 



差測定装置，センサ，フィルタおよび増屈器，インタフェース装直ならびに小形辻邸機を

製作あるいは購入して研究を行なった． これらを用いてまず模擬AE信号発生装置につい

て実険を行ない，好結果を得たので実際に使用できる有効なシステムを聞発するために研

究を進めている．

8. 擬似ランダム順序入替えによるファクシミリの

帯域圧縮多重伝送方式に関する研究

助敦長安田靖彦・大学院学生小川真佐志

ファクシミリ信号は統計的にみて黒信号発生確率が白信号のそれより著しく小さい・ こ

の注質を利用し，数台のファクシミリ送信機からの出力信号をそれぞれ異った規闊に従が

って，擬似ランダムに順序を入替えた後，単に論理和をとることにより璽ねて多重伝送

し，受信側では送信側に対応する逆の入替えを行なって元に戻すと，他チャネルからの妨

害はランダムに分散した黒点となり了解度は保てる． この方式は符号化，孤立点除去ある

いは予測符号変換等の信号処理方式を導入することにより酉質が著しく向上する．本研完

では上記の方式の提案と理論的検討を行なうと同時に選定研完費で購入したデイスクメモ

リーによって，機能を増強したミニコンビュータを用いてシミュレーション実験を行い所

期の成果を得た．

9. 四塩化ケイ素と芳香族ヒドロキシル化合物との反応

敦授故後藤信行・研究員中島利誡

助手（特別研究員）小川昭二郎・技官李章縞

四塩化ケイ素とフェノー）レ類との反応を行ない，新しい耐熟性材料用プリカーサの合成

ならびにそれらの反応性を検討し，シロキサン結合を含む新材料の開発を目的としてい

る．

現在，フェノー）レ類としてはフェノー）レ，ハイドロキノン，ジオキシナフタレン，テト

ラオキシナフタレン，キニザリン等を取り上げ四塩化ケイ素，ジクロルジメチルシランな

どとの反応を検討している．

10. 相液における混合拡散の研究

助教授鈴木基之

液相においては分子拡散の寄与が小さいため，混合拡散の搬構を議論する際に混合のミ

クロな構造が全体の挙動に大きく影轡を与える．本年度は特に徴小粒子充旗間隙を流れる

液体の混合拡散について総括的な挙動を実験的に研究し，特に粒子径に比して大きい単位

の流路の存在とその混合拡散との関連について検討した．
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11. 現場における遮音度計測法の改善に関する研究

教授石井聖光・助手橘 秀臼

部屋と部屋の間，あるいは屋外と室内の遮音祠定法について， (1)定常音， (2)インパ

Jレス， (3)外来騒音を音源として二乗時間積分値から求める研完を行なった．

12. 粉体系材料の高次構造解析装置

助敦授高橋浩• 助手（特別研究員）堤臼男

生産技術研究奨励会技師西付 己一

触媒，触媒坦体，吸許剤，七ラミックス，建材，な 接召によ

って形成される諸材料の表面構造，細孔構造を明らかにするための装置であり，水匁圧入

ポロシメータと比表百積解折装慨から成る．前者は 35A-177/tの祠孔測定が可能であ

り，後者は吸脱着曲線の解t斤によって，網孔の形，大きさ， o-300A の紐孔分布，比表

面積などの測定ができる．

13. 精密ミクロフォトメーター

助数授小倉磐夫

近年写真圃像の情報処理にミクロフォトメターないしこれiこ煩似した光学系がしばしば

用いられるが， 記録あるいは表示すること

は容易ではない これは主として測定中の微小範囲に正確に合致した照明が行なわれ菜い

ため，測定範囲に比校して大面賃の周辺部透過光が光学系の内面叉射を介して辻光 (mech-

anical flare)となるため，特に測定部分の濃度が高い場合には莫大な誤差を生ずることに

なる． この誤差はシュヴァルッシルド・ヴィリガ効呆と呼ぽれるが，本装四では照明系が

領と長さの微調可能なスリットを試料上に縮小投影し，この誤差を避けている．またダブ

｝レビーム系による光学平衡法をとり安定した動作を確保した．また乳剤塁度と光虻の対応

あるいは濃度積分値の冥出など従来カム等により機械的に処理されていたものをすべてデ

ィジタル的に処理出来る点も測定緒度の確保に役立っている．

14. 自記X線回折装置

助教授本間禎ー・助教授菊田恨志

昭和 33年度に設置された旧型機種を更新するものとして，昭和 47年度申誌研究Bによ

って交付を受けた 880万円により回転対陰極形X線発生装置および計数記録装四を設四し

た新機種は安定度の高いX線源と回転緒度の高いゴニオメータおよび低ノイズレベルの

検出装置からなり，とくにゴニオメータは特殊な設計のもので，真空中にも設置可能にな

っており， X線回折とともに，光電子分光実険にも使用できる．
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15. 回転鍛造による高密度圧粉体の連続成形

システムの研究（継続）

助教授中川威雄・助手天野宮男

前年度に開始したロータリースウェージングによる長尺高密度圧粉棒の連続成形システ

ム開発の本格的な実険が行なわれた．アルミ粉，鉄粉，高速度鋼粉，超硬粉について，各

利の被覆管を用い，冷間および熱間での試険を行ない，有用なるデータを得ることができ

た．さらに管材や異形断面材の成形の研究も開始した．

c. 一般研究 A,B 

1. 材料の不連続境界における疲労破壊の進行に

関する破壊力学的研究（継続）

教授北川英夫

複合材料・溶接構造物・表而処理材・介在物含有材料などの強度と破壊過程を明らかに

するため，悲本モデルとして異材境界におけるクラックの破壊力学的解折とK関数制御シ

ミュレーション疲れ試験を行なう趣旨のもとに， K関数制御疲れ試険機の製作費が交付さ

れ，昨年度径喪 1,220万円を受け closedloop systemの破壊力学専用機を開発したが，

本年度ほその継続分として， 1,220万円を受け K関数制御装置を開発した．デイジタ）レコ

ンピュータとの連結によるかかる前類の試険機としては最初のものとなるはずである．ぁ

わせて，異材境界，変原境界について，甚礎的実険などを行なった．

2. 多重計算機方式によるオンラインシステムの研究

教授渡辺勝・助教授浜田呑•講師藤田長子

大形計算搬を用いて遠隔計鍔や実験データ処理などのいわゆるオンライン利用を行なう

際に，端末に小形計算機を設け，これと大形機を接続した多重計算機方式によりオンライ

ンジステムを構成し，その研究を行なうものである． このシステムによれば端末の制御や

データ変換などほ端末の小形計算機で行ない，大形機は主たる計算処理のみ行なえばよ

く，能率的なオンライン処理が行なえる本年度は小形計罪機ならびにインタフェースの

設備を整え，また小形計罫機側のオンライン用フ゜ログラムの開発を進めている．

3. 光学的方法による急しゅん波衝撃電圧の

発生ならびに測定に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授高羽禎雄・助教授蘇井陽一

助手北条準ー・技官森田和実

Qスイッチレーザ光を放電ギャップに照射し，ナノ秒の桁の波頭長を有する急しゅん波
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衝撃電圧を発生させる方法について基礎的検討を行ない，最適の電圧波形を得るための条

件につき検討を行なったまた発光ダイオードを利用して， 5ナノ秒以下の応答時間を有

し， 1000kVの波高値まで測定し得る高性能分圧器を試作し，その性能向上のための研究

を行なうとともに，この方式を各種の高電圧測定に適用して，有効性の検証を行なった．

4. 新しい分離剤による無機物質の分離の研究（継続）

教授山辺武郎

本研究は新しい有機分離剤による海水溶存成分，菫金属などの分離の研究として昭和

46年度から始まり，当該年度の交付金により高周波プラズマスペクト）レ分折装置，原子吸

光分折装骰，膜法試険装骰 (2基）を設置した．昭和47年度も引続き液体クロマトグラ

フィでは陽陰混合イオン交換樹脂， ビニル系ボーラスボリマーを用い，膜法では圧透折膜

として両性イオン交換膜，逆浸透膜としてはナイロン膜を用い，種々の元索の分離の研究

を行なった．

5. 固体表面上における直接重合被覆法の研究

教授早野茂夫・教授武藤義ー・教授（併）浅原照三

助教授本多健一・教授故後藤信行・助教授白石振作

教授今岡 稔・教授西川精一

固体表面上で肛接高分子化反応を行なわせることにより有機被膜を形成させることを目

的とする．このためにいろいろな方式が考えられるが，そのうち，金属板上に電解重合を

施こす方法は本所においてすでにその可能性を実険的に明らかにした． この方法をさらに

発展させるとともに，非金属固体に対しても，また粉末状固体に対しても適用できる新し

い方式を開発する．

6. オリゴマー領域化合物の合成と物性に関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・教授早野茂夫・助教技本多健一

助教授妹尾 学・助教授白石振作

助手（特別研究員）田中 貞良

主としてビニ）レ化合物から誘等される種々の官能拮をもつオリゴマー領域化合物を対象

として，その合成法の開発，分子星規制手段の解明，分離定饂法の確立，化学的手段によ

る改質，構造と物性の関連の解明を通して，オリゴマー領域化合物の甚本的な化学的特性

を明らかにし，用途開発のための基礎的知見を確立した．

7. 金属の凝固微細組織と材料の諸性質に関する研究

教授一色貞文•助教授本間禎ー・助手片岡邦郎

凝固微細組織が金属材料の諸性質に及ぼす影轡について明らかにする目的で，微細組織

に関するトポロジカルな情報を非破壊的に得る手法の開発のための研究を行なっている．
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初年度経費として600万円の交付を受け，微小焦点X線装闘およびX線回折顕微カメラを

設置し，長隙ラウエ法を併用して，凝固条件を制御して専入されたりニエジ組織について

観察，評価するための茄礎研究が行なわれた．

8. 光ヘテロダイン法による液体中の UHF

超音波に関する研究

助教授根岸勝雄・教授鳥飼安生・助手高木堅志郎

液体中における超音波の音速と吸収の測定法としてこれまで用いられてきたパルス法で

は 200MHz以上になると吸収が増大して測定不能となり，またプリュアン散乱法では

2GHz以下で分解能不足のため測定不能となる． この間隙を埋めるため，蒸習膜音源か

ら出た減衰の大きい音波による回折光を光ヘテロダイン法によって検出し，その角度依存

性から音速と吸収を求めるための装四を試作している．

9. 自動車用機関の燃焼改善のための燃焼室内の

ガス流動に関する研究

教授平尾収• 助手古谷国賞・研究員徐錫洪

研究員五味努・研究員松岡信

自動車用様関 (4サイクル， 2サイクルガソリン， 4サイク］レディゼル檬関）の排気ガ

ス浄化のため内燃機関燃焼室内の非定常ガス流動特性（渦流，スキッシュ，乱れ等），そ

れに伴なう燃焼反応，機関性能，排気ガスにわたる一貫した系統的研究をめざし進めてい

る．直接噴射式に関しては燃焼室内の非定常ガス流動をメタアルデヒドによる高速度写真

撮影法，火花放電法と併せ用いることによりシリンダ内全般にわたり三次元的に計測し，

その特性を解明しつつある．これら非定常ガス流動と燃焼との関連性を，①mixing, 

② formation, ③ ignition, ④ flame propagationの各観点から詳細に追求し，またこれ

らの相関性が機関性能排気ガスにどのように影轡を及ぽすかについても研究を進めてい

る．

1 o. 工作機適応制御の研究
教授大島康次郎・研究嘱託植松哲太郎

フライス盤を対象として加工中の機械 工作物系の状況変化に適応して送り速度，主軸

速度の操作醤を最適加工条件に制御する適応制御方式について開発研究を行なっている．

現在，主軸トルク，工具たわみ，加工仕上面，空切削などの加工に影署する菫要な因子に

ついて，これらをオンラインで適確に検出する検出器を開発している．今後，これら検出

器出力をオンライン計冥器にインプットし上記操作屈を最適に制御する適応制御ア］レゴリ

ズムを実機による切削実験によって検討し，実用化できるオンライン適応制御システムを

開発することを目的に研究を実施する．
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11. 図面読取•立体図形創成のための自動システム

に関する研究（継続）

教授柴田恐•大学院学生出沢正徳・助教授和田英一（工学部）

各部における研究の項 2・ "立体図形の自動読取と剖成に関する研究”の項に詳しく

述べてある．このうちとくに TOSBAC40によるデータ・リダクションならびに図形自

動読取装置について主として研究している．

12. 固液共存状態における金属の変形挙動と塑性加工に関する研究

助教授木内学・教授鈴木弘・助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態における金属の塑性挙勁を解明する目的で，単純な圧縮試険ならびに種々の

押し出し加工を行ない，固液共存状態における金属の変形抵抗や流動特性を明らかにしつ

つある. 47年度は，ガス炉• 温度制御装置・記録装置などの設備補強も合わせて行なった．

13. 半導体電桓を用いる光電桓反応の研究（継続）

助教授本多健一・研究嘱託藤島 昭• 助手（特別研究員）鋤柄光則

大学院学生木原哲昭•大学院学生渡辺 正

半郡体電極あるいは屯極反応物質にその固有吸収域の光を照射し，励起状態として電極

反応をおこなわせる． これにより励起電極および励起分子の電極反応という新しい分野の

究明を目的とする．本年はさらに電極反応による励起分子の生成，およびこれにもとづく

発光に関する研究を開始した．すなわちアンスラセン誘迎体その他の芳香族多環化合物の

非水溶媒溶液を交流電解するとき電極近傍における発生を認め，その機構を追求するとと

もに新らしい発生素子としての応用の可能性を検討した．

14. 精密電量法による微量連続分析法の研究

教授武藤義一

(7桁表示，最小測定紐 10-6クーロン， ドリフト 0.05%以下）の試作

を行ない，その性能を検討したまたイオニメータを用い各種のイオン電極と組合せて特

性を測定し，連続分析の検出端としての性能を検討した．
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D. 共同研究

1. モアレ法によるひずみ測定精度向上に関する研究

教授山田嘉昭• 助教授小倉磐夫

請師横内康人・助手輪竹千三郎

従来のモアレ法では，弾性範囲 (lQ-3のオーダ）のひずみを測定することは困難であ

る．本研究はレーザ光千渉を用い，モアレ法の測定猜度をあげることを目的とするもの

で， Mach-Zehnder法による感度拡大の装置を完成した．読取り投影器と新しい計算方式

によって，データ処理を自動化するシステムについても研究している．

（文部省試験研究費）

2. ロールフォーミングに関する研究（継続）

教授鈴木 弘• 助教授木内 学

広幅断面のロールフォーミング加工に関して成形条件因子と素材の変形形態の関係およ

び製品形状決定のメカニズム等に関して基礎的な面から実験的研究を進めている．この

他素材の変形径路と製品形状の関係についての解析的研究，特殊管の成形技術に関する

研究，基本断面形状の成形に対する各種成形条件因子の複合効果に関する研究等を併せて

行なっている．

3. 化学プラント構造物系実大模型の自然地震に

対する応答の測定解析に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授久保度三郎・教授柴田 碧

教授川井忠彦・助教授佐藤壽芳・大学院学生曽我部潔

化学プラント構造物系および液体貯糟の実大模型について，地震応答を計測し，そのデ

ータを解析することにより，これらプラントの挙動を知り，在来の応答計算の手法を検討

しようとするものである． とくに長周期系・非対称系の応答について重点を置いており，

長周期波の常時計測，高感度ねじり地震計などに特徴がある．

4. 不規則振動系に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴田 碧・助教授佐藤壽芳

助教授大野進ー・講師鈴木浩平・研究員原 文雄

研究瞑託清水信行

自動車走行中の各部振動，地震動記録ならびにこれに対する機械構造物系の応答，工作

機械系の振動等にみられる不規則振動自身の特性，これを入出力とする系の特性の推定に

ついて理論•実験の両面から研究をすすめている．非定常特性のみならず非線型特性もこ
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れらの問題に深い関連を有している．本研究には，高速 AD変換器が頻繁に使用されて

いる．これは本所電子計算恨室の FACOM270-30にも接続され， on吟lineでも使用さ

れるようになっている．

容器，機器およ

5. 大型機械構造物の耐震に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴田 碧

助教授佐藤壽芳• 助教授大野進一

陥準地震力の決定，

構造物の振動応答特性の解折ならびに動的な観点からする設計法の確立などを目標とした

研究である．なおこれに関連して不規則振動を受ける機械系の振勁解折ならびにその統計

的処理法の研究をも行なっている．

6. 弾性系と流体との連成による振動に関する研究（継続）

教投亘理 厚・教授石原智男・教授柴田 碧

助敦授佐麻 • 助教授大野進ー・助教授小林敏雄

研究員原 文雄

本研究は容器・配管の内部あるいは外部に流体が存在することによって発生する振動に

ついて，プラント設計に際してどのようなプロセスで処理すべきかを検吋しようというも

のである．流体柱共振・ 自励振動・乱流振動・ニ相流振動• 相変化振動などがこの種振勁

の主なものであり，その機構もかなり明らかになってきている． しかしながらプラント設

計に際し，それを予測し防止対策をほどこすことは，対象とする系が複雑なため意外にむ

ずかしい．本研究の最終目的は設計時にチェックリスト的に流体振動を検討する方法を確

立しようとするものである．本年度は配管内部の二相流振動の起振力特性を理論的に解明

しようとする研究および流体中の管詳の振動に関する問題点の検討を行なっている．

7. 非定常確率過程に関する研究（継続）

敦授亘理 厚・教授柴田 碧•助教授佐藤

講師鈴木浩平・研究員原文雄・研究嘱託泊水信行

く経険される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクト）レ

の時間的変動を求める叶仰法，それらに対する機械系の応答の解折などの研究を行なって

いる．

8. 工作機械の要素構造と全体構造の動剛性に関する研究（継続）

教授（併）竹中規雄・敦授亘理 厚・教只川井忠彦

助敦授佐藤壽芳• 助敦扱大野進一

工作機械構造は，ベッド，コラムなどの要素構造から栂成されているとみなせるが，全

体構造の動岡H士を把握するために，各要素構造の勁渭性を推定した上でこれをくみあげ，
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全体構造の特性を知ろうとすることを意図している．まず旋盤を対象に，実系ならびに模

型の振動実験をおこない，あわせて板構造あるいは梁構造としての動剛性計算法に関する

研究をすすめ実験の結果と比絞しよい一致をみている． （一部文部省試験研究費）

9. 大震時における都市機能の過渡性状とその回復に関する研究

教授柴田 碧・教投川井忠彦・教授河村逹雄

助教授佐蔚芯芳• 助教授片山恒雄・教授藤井澄二（工学部）

研究員原文雄・大学院学生蔚田隆史

都市機能を面や網で構成されたモデルで表わし，大地震による擬乱が加えられた際の過

渡性状および，その回復に関する研究を，確率過程論的手法を達入して行なっている．本

年度はその応用例であり，かつ都市にとってもっとも重要な電力網をとりあげている．

（一部文部省科学試験研究費）

10. レーザ・ビーム伝送実用化試験研究（継続）

教授斎応成文・教授浜1l裔裏ニ・助教扱藤井陽一

千葉実験所に設薗されているレーザ・ミリ波伝送実験設価を利用して， レーザ光伝送実

用化，およびその応用に関する研究に使用する装置の試作研究を行なう．

本年度においては，上記設備内に，赤外レーザ・ビームのレンズ伝送装骰を設置し，こ

れにより， CO2レーザ光 10.6μmのヘテロダイン通信方式の実険を行なった．

（試験研究費）

11. 多次元情報の伝送および処理に関する研究（継続）

教授斎藤成文・教技渡辺 勝・教授安述芳夫

教授尾上守夫・教授浜崎裏ニ・教授河村達雄

教授山口楠雄・助教授高羽禎雄・助教授安田靖彦

助教授藤井悶ー・助教授高木幹雄・助教授生駒俊明

助教授浜田 喬• ほか所外7名

写真のように静止した 2次元回像，テレビジョン，ファクシミリのように時間軸が加わ

った両像，ホログラムのように空間軸が3次元となったもの，あるいは，カラーのように

色度座標軸が加わったものなど多次元情報の伝送および処理に関する研究を行なう，とく

に焔礎となる符号理論，信号論理，伝送理論，パタン認識理論に関する研究，テレビジョ

ン，ファクシミリ等の情報の符号変換による得域圧縮伝送方式の研究，衛星または航空機

によるマルチスペクトル画像の計算搬処理，医学，非破壊検査などで得られる画像の電子

計算機による自動計測，パタン認識，あるいは， レーザを媒体とする多次元情報の伝送，

ホログラフィによる三次元映像の形成と惜報圧縮に関する研究などを総合的に発展させる
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ことを目的とし，大体隔月に研究会を開他し，活発な討論を行なっている．

12. アコーステック・エミッション (AE)とその応用

教授尾上守夫・教投鳥飼安生・教授北川英夫

教授川井忠彦・数授山口楠雄・助敦授佐藤壽芳

助教授高木幹雄・助教授鈴木敬愛・所外2名

AEとは固休が塑性変形， もしくは破壊する時に解放されるエネルギが弾性波として競

測される現象であって，材料の破壊力学的研究に新しい測定手段を与えるとともに，高圧

タンク，原子炉容器，タンカー等の巨大構造物の安全性確保のための有力な監視手段にな

りつつある． この共同研究では AEの発生様構に関する彗礎的研究および多チャンネJレ

自由な討談と協力が行なわれてい

る

13. 高結合圧電材料とその応用

代表者教扱尾上守夫•分担者助教授高木幹雄・所外 11名

最近電気機械結合係数が非常に大きい圧電材料が出現してきて，フィルタ，遅延回路，

光偏向器などのエレクトロ・メカニカル部品の性能を飛躍的に向上させることが可能にな

ってきた．本研究はこのような材料の特性を明かにすると共に部品の機能に応じて材料，

切断方位，振動モードの選定等の最適化が行なえるように総合的研究を行なっている．

（文部省総合研究）

14. 高密度データ伝送系の全ディジタル化

受信方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・助教授高木幹雄・助教辰浜田 喬

技官山田文彦・大学院学生小川真佐志・大学院学生長谷川睛朗

本研究は与えられた伝送路に，従来より高密度の情報を印加し，その結呆複雑な変形を

受けた受信波形に特殊ディジタル演邸処理装附によって適切な処理を加え，正しい信号判

定を行なうことによって，高価な伝送路の経済性を高めようとするものである．本年度は

伝送すべきデータ信号としてファクシミリ信号をとりあげ，従前から開発を行なっていた

擬似ランダム入替えによる闊域圧縮多璽伝送方式の送受信搬に HITAC-10を中心とする

特殊ディジタル演冥処理装四を適用し，阿々の処理を行なって極めて良好な結呆を得た．
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15. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究（継続）

教授一色貞文・教授（工学部）吾妻 潔・教授加藤正夫

教授井口昌平・教授（工学部）松下幸雄・教授河添邦太朗

教授餡 充・教授（工学部）祖馬胤和・教授山口楠雄

助教授棚沢一郎・研究員中根千宮

高炉製鉄プロセスの自動化の砧焚的諸問題，すなわち炉内のガスおよび温度分布，鉱石

の co,正ならびに Cによる還元，高温域における諸反応に関する総合的調査を行なっ

た．

16. オリゴマー領域化合物の合成と物性に関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・教授早野茂夫・助教授本多健一

助教授妹尾 学・ 助教授白石振作・助手（特別研究員）田中貞良

主としてビニル化合物から誘迎される種々の官能却をもつオリゴマー領域化合物を対象

として，その合成法の開発，分子批規制手段の解明，分離定絨法の確立，化学的手段によ

る改質，構造と物性の関連の解明を通して，オリゴマー領域化合物の悲本的な化学的特性

を明らかにし，用途開発のための某礎的知見を確立した．

17. 界面活性剤による水質汚濁の処理対策（継続）

代表者教授（併）汲原照三・教授中村亦夫

教授早野茂夫・所外研究分担者8名

石油化学工業の発逹にともない，酸化エチレンを原料とする非イオン界面活性剤が大羅

に生産され，陰イオン活性剤が主成分であった合成洗剤の原料の一部として，また染色助

剤，農薬の乳化剤として消費屈が大幅に増加した． このような非イオン界面活性剤の生分

解性についてはいまだ諸外国でもはっきりしたきめ手がない．そこで種々の方法により非

イオン界面活性剤の生分解実険を試み，予期したよりも分解が早く進むことを見出した．

現在，引きつづきこの検討をつづけている． （文部省科研費総合研究）

18. 光と電磁波を利用する化学反応の研究

教授（併）浅原照三・教授野崎 弘・教授中村亦夫

教授河添邦太朗・教授小瀬輝次・教授故後藤信行

教授早野茂夫・助教授本多健一・助教授高橋 （ヽ‘且ロ

助教授妹尾 学・助教授小倉碧夫・助教授白石振作

化学反応のうち，電磁波，特に光の共鳴吸収により生成する物質の電子励起状態を利用

する化学反応について，化学系および光学系研究者の共同により，研究方法，応用の可能

性について検討をおこなった．

具体的応用としては，特別研究あるいは各部における研究の一環として，光崩壊性高分
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子の研究，有機感光材料の研究，画像形成材料の研究等がおこなはれた．

19. 有機金属複合体結晶の構造と生成機構

助教授高橋 浩ほか所外12名

上記研究の一環として粘土有機複合体結晶の生成機構を熱屈測定によってエネルギ的立

場から研究を進めている．今年度はモンモリロナイトとア）レコール類の複合体生成機構を

とりあげ，またガス吸許熱測定用試料セルの試作を行なって予備的実験を行なった．

20. 耐熱性弾性材料に関する研究

教授故後藤信行・助教授早野茂夫・助教授妹尾 学

研究員中局利誠•技官李 章鏑・大学院学生鯨島俊一

本研究はシリコンゴムの主構造であるポリシロキサン系ボリマーと，耐熱性高分子の単

位構造であるベンズイミダゾール類似の芳香族化合物の組合せにより，耐熱性弾性材料を

得ようとするものである．本年度はまずフタルイミド，ナフタルイミドなどに続きヒ°ロメ

リット酸ジイミドとクロルメチルシロキサン類を反応させつぎのようなポリシロキサンオ

リゴマーの合成について研究を行ない，二，三の新しい誘遅体を得た．また四塩化ケイ素

との反応についても研究を閲始した．

CH, CH, 
ーoc" I I /CO-
—oc/N—予i-(-o―舟―)~N"co—

CH'CH, 

21. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

敦授加藤正夫・敦授松永正久・教授一色貞文

教授安逹芳夫・教授山辺武郎・教授西川梢一

教授河添邦太朗・教授館 充•助教授明石和夫

助教授石田洋ー・講師井野 • 助手井上 健

助手佐藤乙丸

本年度行なった研究は次のとおりである．

1. 拡散現象研究への RI の応用（西川・明石• 佐藤）

2. 小型溶鉱炉への RI の応用（継続）（餡•佐藤）

3. アイソトープ発電器に関する研究（加藤• 明石• 佐藤）

4. オージェ電子オートラジオグラフィの研究（継続）（佐藤• 井上）

5. イオン交換操作研究への RIの応用（継続）（河添）

6. 放射化トレーサ法ないし放射化分折法による金属の腐食の研究（継続）（加藤• 井

上）

7. 活性炭吸許法による放射性廃稟物の処理（継続）（河添）

8. RI利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（継続）（河添）
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9. イオン交換膜透過機構の研究（継続）（山辺）

10. メスバウア効果の金属への応用（継続）（加藤•石田• 井野• 佐藤）

11. 後方多重散乱ガンマ線を利用する厚さ測定に関する研究（継続）（加藤•佐藤）

12. トレーサ実険における放射能測定に関する研究（継続）（加藤•佐藤•井上）

22. アイソトープをエネルギ源とした発電器の開発研究（継続）

教授加藤正夫・教授松永正久・教授安逹芳夫

教授河添邦太朗• 助教授明石和夫・教授河村逹雄

助教授棚沢一郎・助教授石田洋ー・助手佐藤乙丸

アイソトープを熱源とする発電器の設計に伴なう諸問題を解決する目的で始めた．今年

度はひきつづき熱電変換素子 Pb-Te合金の製造に関する研究をとりあげ，不純物をドー

プして熱電素子を製造し， P形とN形をつくってその特性試験を行なったまた， 1251を

用いて素子製造工程におけるゾーンメルテンプ効果を，オートラジオグラフィにより調べ

た．

23. 耐霊構造学研究センター（継続）

名管教授坪井善勝・名巻教授岡本舜三・教授

教授久保疫三郎・教授田中 尚・教授

教授川井忠彦・助教授田村重四郎・助教授

助教授川股重也・助教授岡田恒男・ 助教授

助教授片山恒雄・講師鈴木浩平・助手

亘理 厚

柴田 碧

佐藤壽芳

高梨晃一

佐藤暢彦

助手森地重暉・研究員田治見宏• ほか所外4名

本年度は，計 9回の研究会を持ち，土木，建築，機絨構造物の耐震工学上の研究成果や

諸問題を提供して，各専門分野の研究者によってさまざまな観点から検討を加え，研究の

促進を計ると共にさらに大きなプロジェクトを推進するために，耐震工学の研究設備の充

実に努力している．また都市構造物の耐震強度の研究の進め方についても討議した，“生

研公開”に際しては共同展示を行ない，本センターの活動状況を一室において理解できる

ように努めた．

また，例年のごとく， 3月に Bulletinof E. R. S. No. 6を印刷発行し，広く海外の耐

霞工学専攻の研究者に送付した．

24. 地中筒状構造物の地震時挙動と耐霙設計に関する研究

代表者教授久保襄三郎・助教授田村重四郎・助教授片山恒雄・所外 11名

地下鉄，沈埋トンネル，地下埋設管などの地中筒状構造物の耐震設計法を確立すること

を目的とした研究である．対象とする構造物は線的に長い構造物であり，これが力学的特

性の異なる地盤を貫通して建設されているので，相対変位を含めた地震入力の問題，土の

動力学的性質の問題に関する検討が行なわれ，これらを韮1こして地下構造物（沈埋トンネ
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ルなど）の地震時挙励および耐戻設計に関する研究が行なわれている．

25. 生産施設の地震時入力と地霙時応答に関する研究

代表者教授久保良三郎・教授柴田 碧・教技田中 尚

助教授佐藤壽芳・助教授田村重四郎・助教授川股重也

助教授高梨晃ー・助教授岡田恒男・助教授片山恒雄

諮師鈴木浩平

生産施設は多種多様であり，その耐震性を一般的に究明する事は極めて困筵である．本

研究は，当所内の専門分野の異なる研究者の協力によって，生産施設の地雲時挙動を明ら

かにし，その耐震性の向上を計ることを目的としている．研究は大別して，水平動以外の

地震入力に関する研究，土と構造物の相互作用に関する研究，鉄骨および鉄筋コンクリー

ト部材の動的耐力に関する研究，各種構造物の地雲時挙動に関する研究よりなり，おのお

のの研究成果を総合して今後の耐震設計法の確立への方向付けが得られるよう検討を続け

ている．

26. 水資源の存在状態に及ぼす人的影響に関する研究

教授（代表者）井口昌平・研究担当高柘 裕・外 15名

この研究は，文部省科学研究費による《水資源》のひとつとして昭和 45年度から 3年

間の予定で行なわれるものである．昭和 47年度は，流況，河道状態，河口付近の状態，

地下水の状態および水質の状態などに及ぼす人的影密に関する研究を行なった．
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E. 各部における研究

第 1 部

1・1 体積力のある流れの研究（継続）

教授成瀬文雄・助手金子幸臣・技官西島勝一

成層流体，回転流体，電磁流体は体積力としてそれぞれ浮力，コリオリの力，ローレン

ツカをもつ．このような体積力が影菩をおよぽす，物体のまわりの流れを特異摂動法で研

究している．本年度は成層流体中の 3次元任意物体のおそい運動を解折し，これら任意物

体に働く力の一般式を専いた．また成層回転流体中の任意の軸対象物体のおそい運動（回

転軸方向）も解折している．

1・2 Navier-Stokes方程式の数値解法の研究（継続）

教授成瀬文雄・助手金子幸臣

非圧縮・粘性流体の一様流中に静止物体のあるときの定常流を，無限遠領域の問題と非

線形性の問題を中心に調べている．また解の局所的なベキ級数展開の急速な収束性を用い

ることと，それによる局所一般解の未定係数は Schwartzの反復法により決定可能なこと

を用いると，容易に高い梢度が得られることがわかった．

1・3 ホログラフィの研究（継続）

教授小瀬輝次•助教授小倉磐夫

助手（特別研究員） 芳野俊彦・助手久保田敏弘

情報の光学的処理法の研究の一環としてホログラフィの研究を行なっている．ホログラ

フィの収差の研究，二波長の光を用いる物体形状測定の研究，超解像ホログラフィの研究

を行なっている．

1・4 情報理論の光学への応用（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・助手久保田敏弘

光学系を空間周波数フィルタと考える観点に立って光学系の性能評価の研究，多重スリ

ット法による OTF測定の研究を行なっている．

1・5 気体レーザ装置の研究（継続）

教授小瀬輝次•助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・技官千原正男

(1)気体レーザの性能に支配的影轡を及ぽす反射鏡面の多阿蒸着膜の透過率，反射率，
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吸収率および散乱率等の測定評価を行ないこれと蒸舒膜製作過程の諸条件との関係を研究

し最終的には気体レーザ自体の性能向上をはかる．

(2)現在開発中のカドミウム，セレン，テルル等の金属イオンレーザについて最適な方

式を求めるため管球構造および放電形式について基礎的な実験を行なっている．

1・6 気体レーザにおける励起および輻射過程の研究（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・技官千原正男

各種稀ガスおよび金属蒸気レーザについて，

(1)実験的あるいは理論的に求められた電子一原子（イオン）あるいは原子（イオン）

相互の衝突断面積を用いて逆転分布にまで励起される過程を砿的に解明する．

(2)実験的あるいは理論的に求められた忍移確率を用いてコヒーレントおよびインコヒ

ーレントな輻射過程を定紐的に捉える．

(1), (2)を通して気体レーザの動作特性を原子的パラメタによって組立てる．

1・7 超音波音場に関する研究（継続）

教授鳥飼安生

前年度に引き続き，フーリエ変換による音場計鉢法を進め，液体中および固体中の音場

に関する詳しい数値計邸を行なったまた環状音波の呈する音場についての詳しい報告も

行なった．

1・8 金屈の塑性変形に及ぼす超音波の作用に関する研究（継続）

教授鳥飼安生・助手藤森聰雄

金属材料に超音波振動を加えながら塑性変形させるとその変形抵抗が著しく減少する効

果 (BlahaEffect)における超音波の某本的作用（転位への作用，工具と被加工材との接

触面における摩擦の減少，材料の温度上昇など）に関する基礎的研究を行なった． さら

に，この効呆の応用として，銅，タンタルの線引きにおける超音波の作用の研究を前年度

に引続き行なった．本研究は，山田研究室との共同研究である．

1・9 超音波計測に関する研究（継続）

教授鳥飼安生・技官李 孝雄

技官小久保旭ほか1名

前年度に引き続き，超音波を用いた応力解折ならびに圧延による焼結金属の異方性の解

析に関する研究，および金属材料の疲労試険時の超音波伝播特性の変化に関する研究を行

なった．
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1・10 ブリュアン散乱による超高周波超音波に関する研究（継続）

助教授根岸勝雄・助手高木堅志郎

He-Neレーザと気圧掃引型ファプリ・ペロ干渉計を用いて 2-7GHz領域における液

体の音速と吸収の測定を進めている．本年度は測定精度を上げるため光電検出系の改良を

続けるとともに，測定値の計邸搬処理を行なう準備を進めた．

1・11 超音波の映像に閃する研究

助教授根岸勝雄・大学院学生高木 茂

一次元走査超音波ホログラフィの研究を進めた．実験は空気中で行ない， 40kHzの超

音波を用いて，点物体と平面板についてガボール型とリース型のホログラムを作り， レー

ザ党によって再生した像を計鰐結果と比咬した．これにより理論的限界に近い解像力が得

られていることがわかり， リース型の有用性が確かめられたまたこれとは別に前年度に

見出した液面レリーフによる超音波音場の測定法についても検討を続けた．

1・12 二次霞子エネルギ分祈による表面の研究（継続）

敦授辻 泰• 助手三浦忠男・大学院学生水野元

原子的清浄モリプデン (110)表面の酸化過程を，オージエ富子分析により研究した．

MNNオージエ遣子のエネルギと電流値の酸化にともなう変化を桁密に観測するため，

M殻イオン化損失スペクトルも同時に詞定している．

また，シリコン (111)面について， LVVオージエ電子および L殻イオン化損失スペ

クトルの一次電子エネルギ依存性を調べた．

1・13 における活性気体の圧力測定

敦授辻 泰•技官金 文沢

10-8 Torr以下の圧力における活性気体の圧力測定には，低温型熱陰極を持つ電離真空

計が有用であるため， トリア被覆陰極，バリウム酸化物陰極等につき真空工学的特性を研

究した．特に化学的気体吸収作用，気体の分解等につき調べた．

1・14 極低圧における混合気体の物理吸着（継続）

敦授辻 泰•技官浅尾 薫

10ー10-10-6Torrの圧力範囲において，窒素，クリプトン～一酸化炭索，クリプトン～

キセノン，の混合気体を， 77.4°Kにたもったパイレックスガラス表面に吸着させると，

時間の経過とともに，一酸化炭素とキセノンの吸舒最が増加し，窒素，クリプトンの吸着

量が減少する．この過程をマスフィルタによって詳細に観測したまた混合気体における

吸着等温線も求めた．
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1・15 X線およびX線励起電子の表面近傍結晶楊における回折現象（継続）

助教授菊田恨志・教授辻 泰

技官浅尾 煎•大学院学生高橋敏男

単結晶でのX線 (0.5-lOA)の回折現象，およびその回折過程で結晶から放出される

光電子やオージェ電子のエネルギ分折，結晶方位依存性などをしらべることにより，結晶

表面付近の格子の乱れや不純物原子の配四などに関する情報が得られるので，その準備を

進めている．

1・16 X線ホログラフィの研究

助教授菊田憫志・大学院学生青木貞雄

X線ホログラフィを利用したX恨頸散泣を作るための脳泥実険をおこなった．高分解能

の再生像を得るために極微小焦点をもっX線元生装置を製作した．それを用いて CKa線，

AIKa線によるグラスファイパなどの役小物体のホログラムを最影した．

1・17 よる

助設長閲田性志• 技官塚本和明

京海村の原子炉 JRR-2を利用して，完全に近い単結晶における中性子の動力学的回折

現象の研究をおこなっている．高梢度ゴニオメータを設計• 製作し，計測装置やスリッ

ト・システムなども整備した．

1・18 一方向凝固による の研究

教授一色貞文・助手片岡邦郎

助手山沢宮雄・ほか2名

凝固条件を制御した一方向凝固を行ない，母結晶，サプグレイン・晶出相等の凝固組緞

が一方向に並列して伸びた合金材料を製造することについて，続いて研究している．その

一環として， Al-Cu合金の帯状試片を一方向凝固させ，柱状晶の成長過程における競合

排除と，凝固条件，結晶方位，熱流との関係について検討し，報告したまた晶出相分布

の凝固進行に伴なう変化を定最的に測定し，その理論的説明を行ない，穀告した．

1・19 X線回折法を応用した金属凝固組絨の研究

教授一色貞文・研完生高 正植

長隙ラウエ法（透過，反射）を応用して，金属単結品の凝固組織について研究した． こ

の方法によると，ストリエーションの潜伏期間の測定，サブグレインの方位の測定，凝固

歪の測定などを比校的短時間で行ないうることが明らかとなった．現在，ブリッジマン法

によって育成した Al合金の単結晶について，ストリェーションとデンドライト構造を長

隙ラウエ法で観察し，それらが隧固過程と如何なる関係で生じるかを研究している．
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1・20 加圧炭酸ガスによる軟鋼の酸化に関する研究（継続）

教授一色貞文・助教授本間禎一

助手山沢宮雄・技官細井祥子

耐酸化性の劣化をもたらすプレイク・アウエイ現象の発生を予知するための研究が続け

られている．酸化速度曲線において直線則へ移行することを事前に探知し，その移行を予

告するために，ブレイク・アウエイ前後の組織の変化を調査した．統計解折法を用いて，

酸化屈中の炭素の析出挙動の変化と異常成長物の発逹の程度との間の相関関係など二三の

知見がえられた．

1・21 金属表而微細構造の研究（継続）

教授一色貞文•助教授本間禎ー・大学院学生中島紘一郎

金属の結晶表面に形成される形態的微細構造が表面現象に及ぽす影密について明らかに

する目的で研究を継続している．本年度は，特定方位をもっ Cu表面上に規則的な縞状

Thermal Facetを尋入する方法を検討し，形成に際して Facet形成に際して表面からの

正味の蒸発速度が一つの重要な因子であることを確認し，合わせて形成機構に関する実験

的な二三の知見をえた．

1・22 酸化物のエピタキシャル成長に閃する研究

助教授本間禎ー・技官米岡俊明

金属の高温酸化に関する抽礎研究のひとつとして，金屈単結晶面上に形成する酸化物の

核形成•成長挙動についてエピタキシャル成長の側面から研究を行なった. (001) Cu結

晶面上における Cu20のエピタキシー関係について，従来から知られている方位関係が

成立する前段階として遷移段階があることを見出した．遷移段階の詳細な観察とこれに影

菩を及ぽす因子について研究を進めている．

1・23 モアレ法によるひずみ測定に関する研究（継続）

教授山田嘉昭•講師横内康人・助手輪竹千三郎

格子線を試料表而に焼付けてモアレをつくる方法を採用し， さらにエッチングにより，

熱ひずみの測定についても研究しているなお，別途，文部省試験研究費により，レーザ

光源干渉法によるしま数の拡大，およびデータ処理の問題の研究が進んだ．

1・24 金属板材の成形性に関する研究（継続）

教授山田嘉昭•講師横内康人

試作した各種の薄板試験機を用い，材料の特性ならびに潤滑の条件が成形性に及ぽす影

薯を研究している．理論的研究では，ひずみ増分理論により板および殻の軸対称大変形を
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一般的に取り扱う方法を定式化し，円板，ついで円筒殻について，弾塑性変形および大た

わみ問題を解いている．

1• 25 有限要素法による非線形問題の研究（継続）

教授山田嘉昭•講師横内康人

大学院学生高塚公郎・大学院学生岩田耕司

マトリックス有限要素法を応用して，連続体，骨組ならびに板殻構造の非線形挙動を統

ー的に解析する方法を確立しようとする一連の研究である．弾塑性応カーひずみ関係の簡

単なマトリックス表示を見いだすことから始まり，現在では，組合せ負荷を受ける構造要

また幾何学的非線形の問題では，板および殻の増分理論による一般的な

取扱いに重点をおいている．

1・26 材料の非線形挙動の実験および数値解析法の研究

教授山田嘉昭•助手輸竹千三郎・技官山本昌孝

技官高橋治道・研究員小林雅隆・大学院学生高畑秀行

材料の力学的特性を一般化 Voigtあるいは Maxwellモデルで表示することにより，

材料減衰 (materialdamping)の問題を統一的に取り扱うことを目的としている．理論で

は，有限要素法による周波数応答の解析を行ない，これに併行して，横振動・ 縦振動それ

ぞれ自励おび他励方式の内部期擦測定装置を設備充実した．実験データからは，複合材料

を含む力学特性モデル定数の決定を試みている．

1・27 有限要素法による定常流れの研究

教授山田嘉昭• 講師耕；内康人
研究生李 澤淳•大学院学生伊藤邦憲

非圧縮粘性流を支配する Stokesおよび Navier-Stokes方程式を有限要索法によって

解く研究である．元の方程式のまま，流線関数を用いることなく，問題を取り扱う方法を

定式化し，基礎的な例題について，数値解を得ることに成功を収めた．

1・28 曲面板の挫屈に関する研究（継続）

助教授中桐 浩

挫屈におよぼす初期撓みの影菩に関する研究の 1つであって，圧縮負荷方向と同垂直方

向とに初期曲率がある場合の飛移挫屈の様相について有限要素法により解析を行なってお

り，飛移りの動的過程を把握するための実険にも着手した．

1・29 円筒殻の応力解析に関する研究（継続）

助教授中桐 滋

円筒殻の挫屈には挫屈前の変形，初期撓みが影管することが知られている．マトリック
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ス有限要素法を用いてこれ等の影轡を調べた．挫屈及び挫屈後の挙動を知るには有限変形

理論に依らねばならないので，今後は円筒殻の大変形問題を中心にして研究を行なう予定

である．

1・30 粘弾性体の動的挙動に関する研究（継続）

助教授中桐 滋• 技官福嶋 博

衝撃荷重に対する粘弾性体の応答を謁ぺるため，ストロボ・フラッシュ法を用い，エボ

キシ樹脂の試験片でモアレ紹扱影を行ない，ひずみ解折の結果から，一次元と二次元の波

頭の伝揺を謁べた．軟い枯弾性体の引張り衝撃による大変形に関して，高速度カメラによ

るモアレ縞搬影を試みていろ．

1・31 破壊力学の研究

教授北川英夫・研究旦石田 減• 助手松本年男

技官大平壽昭• 技官上里和美・大学院学生山田正治

大学院学生結城良治・大学院学生簿一平・研究生崖鎗混

研究嘱託三角正明・団究嘱託福田収ー・受託研究員飯田厚

所外 6名

き裂の連続体力学とそれに甚づき材料・構造物の強度と破壊の解折をする1政壊力学の研

究を行なっている．昭和 47年度研究の主なる内容は次のとおりである．

(1) 疲れき裂成長速度の法則性と材料依存性

(2) 疲れき裂成長の下限界条件

(3) 疲れき裂成長の上限界条件

(4) 疲れき裂成長速度の影管因子の多元的統計的考察と実険計圃法の適用の検討

(5) エレクトロンマイクログラフィによる疲れき裂の微視的成長速度の研究

(6) 疲れき裂成長に及ぼす平均応力と残留応力の影害

(7) 環境破壊力学による化学機械強度の解折

(8) 異材境界における疲れ破壊

(9) き裂間干渉と分布疲れき裂の成長

(10) 高強度材料の圧縮による破壊と圧延機械への適用

(11) 無切欠き平滑試険片の腐食疲れ強度の破壊力学による解折

(12) K関数制御破壊力学専用試険機の開発（科学研究費）

(13) 応力拡大係数の実険的誓定法の研究

(14) 有限要累法によるKの解折

1・32 はくひずみゲージの新しいパタンに関する研究（継続）

教授大井光四郎・助手小倉公逹

当研究室で開発した力学的助走区間を持つはくひずみゲージは力学的特性が良く，広い
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応用面がある．椋点距雄の短いゲージやプラスチックス用のゲージ等を試作して，その評

徊を行なったまた 250℃までの高温においてクリープ特性にすぐれた性能を持つゲージ

が得られた．これに関連して試険研究費の授助を得てゲージの評価法に関する研究を行な

」、一
つ k•

1・33 設合材料のクリープ特性に関する研究

教授大井光四郎・技官平野八州男•技官鈴木敬子

DAPをガラスせんいで強化した複合材料について，有限要素法により，その力学的特

性を考察し，合わせて実敦を行なった． この結果上のような材料では応力集中係数が時間

の登過とともに増大することなど開味ある桔菜が得られた．

1・34 

助敦長鈴木散愛• 技官中付和夫

ることによって，転位の加益的性質を研究している．

今年度は本所忍定研究費を得て，従来の測定を 1°K以下まで拡張する姻備を行なった．

（特定研究(B)参照）

1・35 因体の位度の物性論的研究

助敦授鈴木敦愛・研究生金 絃奎

団体の搬械的性質について，転位論およびその応用的殴点から研究を行なっている．今

年度は特に LiF単紘屈における crackの元生，進行と転位の関係について表面腐触法を

用いた実険的研究を行ない，へき聞の淑と誓1性変形の時との芯只や点欠陥の効呆等につい

て潤べた．

1・36 （条廿；ィ~u

助敦投田村重四郎・助敦長岡田恒男

吋口を目的とする振勁工学の内，地雲入力の検吋を目的とした各前地聟の地震時の挙

勁，地虞勁に対する土木建策構造均の応答挙勁及び構造物の勁的破壊領域における性状に

関して研究を行なっている．

1・37 沈埋トンネルの地震時学動に［長lする研究（継続）

助紋扱田付菫四郎・助手加娯 J餘行・助手森地爪暉

水底でしかも軟弱地盤内に建設される沈埋トンネルについて，地震観測を行なって地震

時の加辿度， トンネル側壁のひずみ等を謁べる一方ゼラチン及びゴム材料を使用して校型

を製作し，振劫実険を実施し，地塁沈埋トンネル及びそれ等の相互の勁的挙勁を調査

し，地震四測とあわせて軟弱地聾内での管道の地こ時の挙勁の研究を行ない，耐こ設註方

法の確定をはかっている．
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1• 38 フィルダムの耐震性に関する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行

大型振動台上にフィルダムの模型を築造して，振動実験を行ない，振動による滑り破

壊，堤体内での発生応力等，耐震性の解明に必要な研究を進めている．

1・39 動力学的研究に対する光弾性実験方法の応用（継続）

助教授田村重四郎・助手森地重暉

ゲル状材料の低弾性率を利用し，光弾性材料として 2次元応力解析にはゼラチンゲル

を， 3次元的解析にはアクリ Jレアマイドゲルとゼラチンゲルを併用してサンドウィッチ方

法により動的応力解析についての基本的研究並びに応用研究を行なっている．

1・40 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行

実在のアースダムについて，耐震研究のため地震計を設置して地震時での性状を観測し

固有振動数，振動モードならびに減衰定数などの基礎資料を求め，また大きな地震におけ

る振動性状についての資料を得ている．

1・41 鉄筋コンクリート構造物の耐震性に関する研究（継続）

助教授岡田恒男・助手関松太郎・技官伊藤秀夫

鉄筋コンクリート造建築物の地霞時の特性を明らかにする目的で，臨時事業「都市にお

ける災害•公害の防除に関する研究」の一蝶として千葉実険所に新設された構造物動的破

壊装置を用いて，多数回交番繰返し偏心圧招力をうける部材の塑性域における強度と変形

との関係を実験および解折により研究している．

1・42 鉄筋コンクリート各種床構造に関する研究（継続）

助教授岡田恒男・大学院学生李 利衡

デッキプレートおよび溶接金網を用いた鉄筋コンクリート床構造の強度と変形，特に地

霞時の床構造の梁に関する協力効果について研究している．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員杉本隆尚・研究員前田照行

機械振動系において非線型復原力および非線型減衰力などが作用する場合の理論および

実験的解祈を行なっており，主として摩擦振動，工作機械のびびり振動，油圧回路の自励
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振動などの研完を行なっている．

2・2 吸扱ならびに防振の研究

教授亘理 厚•助手立石泰三

工場に発生する振励問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解析を行

なっている．このため現場における振動問題の謁査診断のほか，対策としての搬械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解祈ならびに設計を行なっている．

2・3 自勁車の高速における安定性および振動騒音問題の研究

教授亘理 厚・研究員黒田道雄

研究員岩元貞雄・助手西山正一

自動車の高追化にともなって発生する走行安定性および高次振動の問題の解折を行なっ

ており，これに関連して騒音の屏折および対策の研究，乗心地向上のための操舵機構およ

び懸架機構の制仰方法の研究などを行なっている．

2・4 ばねの設計および理論の研究（継続）

敦授亘理 厚・研究員小林節夫

璽ね板ばねやコイルばねなどの静的および勁的特性とそれらに対する非線型性の影唇を

解折し，とくに自勁車用サスペンションばねの設計資料を求めるとともに， 自動車の乗心

地によい影曹を与えるばねの設計法ならびに制御搬構の研究を行なっている．

2・5 耐震機械構造の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員小林節夫

目的として，地虞に対する搬械構造の動的応答などの解折，耐

震および防振のための減衰あるいは吸扱法などの研究を行なっている．

2・6 騒音阪勁の防除に関する研究（継続）

敦授亘理 厚• 助教授大野進一

都市における災害•公害の防涼に関する研究の一環として，都市交通・建設工事などに

伴なう騒音振勁の防除に関する研究を行なっている．これまでに，緊音については，自動

車の走行状態と発生騒音との関係を調査し，授勁については，公害振動の測定方法の検

討，振勁遮断に対する堀の効果の検討などを行なった．

2・7 する研完

助設授大野巡ー・助手訂i汀伸晃

工作機械構造の固有振勁数とそれに対応する摂励モードの計邸を行なっている．旋盤を

骨組構造とみなして計算し，良い結果を得ていろ．また工作搬械構造の減衰能に関する実
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験的研究を行なっている．

2・8 工作機械の自励振動の研究

助教投大野進ー・技官荒井紀博

工作機械の自励振動は再生理論によって説明されているが，まだ実験的に解明すべき点

が多いし，理論的にも検討の余地がある．そこで再生理論の妥当性を確かめ，かつ理論的

るため，自励振動中の加工物の回転速度と振動数との変動を測定する

装置を作成し，実険的研究を行なっている．

2・9 ヘッドアクセス用高速梢密位置決めサーボ殷構の研究（継続）

敦技大島康次郎・大学院学生恩田 昌彦

滋気ディスクのヘッドアクセス機構には，アクセス時間を短縮することとトラック密度

を増大するため，できるだけ高速でしかも桁密な位置決めサーボを必要とする．この要求

に応えるため，最短時I廿J応答を実現するバングバング制御と特殊光電検出悟による粕密ア

ナログ位四決めとを特徴とする電気油圧サーボ搬構を開発中である． （一般研究C)

2・10 環境制御のため システム

数授大島康次郎・助手小林幹夫

大気汚染を対象として調和のとれた適切な環境制御方式を確立することを目椋に，大気

拡散の数式モデルおよび有限個の観測点の観測値から任意の地点の汚染物質濃度を予測す

るデータ処理方式について検討を行なっている．

今後ば汚染源を推定して，経済的社会的ならびに医学的（安全，保健）要因を合む評価

関数，拘東条件から汚染源を最適に制徊するア）レゴリズムの確立およびその数値解法なら

びに最適制御のオンラインモデル実険を行なう． （特定研究）

2・11 純流休索子に閃する研究（継続）

教授大島康次郎・研究嘱託松本義雄

可動部分のない流体増幅器である純流体素子について屈礎研究ならびに応用研究を実施

している．悲礎研究としては，側璧付舒形索子について切換機構を解明すべく解析的なら

びに実険的研究を行ない，特にベントの切換特性に及ぽす影菩を明らかにした．また動作

流休に水を用いた液体フ）レイディクスについても実験的研究を行なった．応用研究として

は海洋開発への応用を目椋として液体フルイディクスのスラスタ弁の研究を実施してい

る．

2・12 マイクロパターン位置決め装骰に関する研究（継続）

敦授大島康次郎・受託研究員飯田一雄

トランジスタや ICの自動組立に必要なマイクロパターン位四決め装置について開発研
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している． トランジスタ用については特殊光電顕微鏡を利用した位置決め装置の

開発研究を完了しており， IC用についてはレーザホログラフィを利用してパタン認識を

行なう位四決め方式について聞発研究を行なっている．

2・13 マスク合わせの自動化に国する研完

教長大閏康次郎・研完鵡詑松本義雄・又託研究員岡本啓一

集門回路 (IC)の製作においては，フォトエッチング技厨を応用するため， IC回路パ

クーンをフォトマスクによって露光しエッチングする手法を何回も繰り返さなければなら

ない．そのため，幾遥りものフォトマスクを正確に位置合わせする必要がある． この作業

を自動化する目的で，特殊光霞頸徴鐙による位四検出とパルスモータによる徽小駆動台と

に特徴を有する粕密光電位岡決め装置を聞兒中である．

2・14 NC用検出堺にI見する研究（継続）

敦長大畠山次郎・大学院学生吉田利夫

ディジタル・アナログ結合方式の NCにIJ廿兌したネジ検出帯は累積ピッチ誤羞憎il正に

より長いストロークで高紡度を容易に実現できる特徴を有するので，この特徴を生かし，

しかも閉ループ NCサーボに一般に用いられている位相変調方式の位四検出に応用でき

るようにしたネジ利用 NC検出堺を闊兒中である．

2・15 最短時間制御間題の数値解法に閾する研究

助手小林幹夫

常微分方屁式系における最短時間制卯間四をとり上げ，勾配法を中心とした数値解法の

ためのアルゴリズムのI屑発を行なっている. ;I贔本的な例1こついて，収東の辿さおよび紡度

をディジタル計冥機により検ふIしている．

2・16 における贔適制御l閏題にl支lする研究

助手小林幹夫

集中定数系および分布定改系の最近制細問題を閃数空間で定式化し，最適解に対する必

要十分条件の蔚,'IL近似解列の収東平［および近似解列に対応した評価閃数の列の収東性に

閃するぢ察を行なっている．

2・17 ロボットの研究

教技（併）森 政弘

工場現場の非人間的な作業の自動化を目ざして，とくに工場内の汎用マテリアルズハン

ドリングを対象として工業月jロボットの研究を進めている． とくに人工触鎚を工業用ロボ

トッに尊入してハンドリング機能の向上をはかる研究を行なった．
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2・18 放電加工の極間複合制御

助教授増沢隆久

放電加工の極間制御について，加工くず等の加工生成物の作用を考慮し，電極送り制御

および超音波振勁制御などの多パラメータ同時制御1こよる方法の研究を行なっている．

2・19 する研究

助教授棚沢一郎・助手永田真一• 技官藤森隆司

技官佐藤政俊・大学院学生落合淳一・大学院学生宇高義郎

滴状凝縮過程はきわめて高い熱伝逹率を示す過程であるが，そのi幾構を解明するための

研究を次のような諸方向から行なっている. (1)初期の微小液滴の発生現象の電子顕微鏡

による観測， (2)液滴の合体をともなう成長過程の高速顕微鏡写真による追跡， (3)液滴

の成長にともなう凝縮面温度の局所変動の赤外線温度測定器による検出， (4)凝溶面上で

の滴径分布とその変化の測定， (5)液滴の離脱機構の解折， (6)滴状凝縮熱伝逹率の各種

条件下での高梢度測定， (7)滴状凝招過租全体（あるいは一部）のディジタル計邸機によ

るシミュレーション．

2・20 高性能凝縮器の開発に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・研究員塩冶震太郎

現在実用されている各種凝笥装置の高効率化と小型軽鼠化を目標とした研究である．と

くに滴状凝縮が実現されるような特殊な凝粕面を用いた凝縮器や，回転式凝縮器の開発に

関する基礎研究を行なっている．

2・21 血液の流体力学的物性値の測定に関する研究

助教授棚沢一郎・技官佐藤政俊

励物の血液の流体力学的物性値（とくに粘性係数）の諸条件による変化を invivo (生

きたまま）あるいは invitro (体外へ取り出して）の状態で，迅速かつ精度よく測定する

方法の開発を行なっている．

2・22 電解炉における磁気流体力学的問題に閲する研究

助教授棚沢一郎・大学院学生小石川秋三

大電流を使用する電解炉においては，電流と滋場との相互作用による力が，炉の効率を

低下させるように働くことがある．本研究では，炉内に作用する力の分布とそれに基づく

炉内物質の流動・変形を磁気流体力学的に解折し，炉の高効率化のための方策を検討して

いる．
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2・23 2サイクルガソリ の燃焼改善の研究（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪

研究生徐 判道・研究員五味 努

2サイクル機関のガス交換，シリンダ内ガス流動をトレイサとしてメタアJレデハイドを

用いて測定し，燃焼改善に役立てる. 2サイクルガソリン機関はアイドリング時の不燃焼

が多く，排気中に CO,HCなどの未呂成分が多いまた，不斉燃焼のために不快な車体

振勁を起こすが，燃焼改善によりこれらが防止できる．この研究では掃気にともなうガス

流動，屈状給気等燃焼に影轡する諸因子を解折し，最良燃焼条件を求める．

2・24 内燃槻閃の排出ガス 化の研究（継続）

敦授平尾 収・大学院学生鶴賀孝広

研究員徐 錫洪・研究生金 栄吉

内燃槻関の排出ガスで問題となる主たるものは CO,CnHm, NOxである． これらの排

出ガスの点で改善すべき点として，燃料，恨関および排気系の三つがある．特に燃料につ

いては非炭化水素系の燃料を用いることの検吋を始めている．また機関の改善については

広い意味での成屈給気すなわちシリンダ内のガス流動の利用による燃焼の最適化について

基礎的な研究を行なっている．

2・25 人動車（人間ー自動車系）の特性と安全（継続）

教授平尾 収•生産技術研究奨励会技師稲葉正太郎

研究員小口泰平

自動車を連転する場合の人間の特性と自勁車の特性との整合の問題を研究するもので，

人勁車特性の最適化のための条件を明らかにしようとするものである．特に自動車事故に

対する予防安全の見地から緊急時における人動車特性の改善に童点をおいている．

2・26 ディーゼ叫炭閃シリンダ内ガス流動が燃焼に及ぼす

ついて（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪・大学院学生井元浩二

排気清浄化のために，内燃機関（直噴式 4サイクルディーゼ）レ搬関）燃焼室内の非定常

ガス流動特性（スワー）レ，スキッシュ，乱れなど）と，それに伴なう燃焼反応，機関，性

能，排気ガス（特に NOェ排気煙など）との関連性を詳細に把掘する． とくに，従来その

測定が困熊視され，未解決のままであった燃焼室内の非定常ガス流勁特性を， トレーサガ

スによる高速度写真撮影法ならびに，火花放電法を併せて用いて，実験的，理論的に解明

し，燃焼との関連性を，①mixing ② formation ③ ignition ④ flame propagationの

各観点から詳細に追求している．

38 



2・27 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪

ディーゼル扱関では大気状態が出力におよぼす影告は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，椋準状態における性能を求める楊合にいろいろの問閻が生ずる．最大負荷と排気

煙芯i度燃料消費率の関係，またこれにおよぽす大気状態の影害なども統一的な立楊から議

論することも困熊な状態である． これらの間題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係に

あるはずのものであるから，この方面から検討を加えていく必要がある． ことに副室を有

する燃焼室においてガス流動と関連して燃焼の問屈はなお解明しなければならないものが

たくさんある．特に排出ガス中の CO,Cぶ m および NOェのよく制の立場から副完付燃

焼室内のガス流動を合めた燃焼の間題の研究を行なっている．

2・28 大型気球に関する研究（継続）

教授平尾 収• 助手岡本 智

ロクーンの悲礎研究として，高性能大型気球用の皮膜材料と放球方法についての韮礎的

諸問題を研究している．

前者については低温二軸延伸性能について従来の国崖フィルム，輸入フィルムを淡腐す

る高圧ポリエチレン・フィルムを閲発し得た．今後，膜厚，形状，ウエルド・ライン等の

一様化と勁荷重試験法についても宇宙航空研究所気球材料相談会に提起する予定．後者は

具体的には岩手県三陸町の放球砧地での放球対策がある．

2・29 人動車（人間ー自動車系）の研究

教授平尾 収• 助手古谷国貴

人動車が実際路上で走行する状態を研究室内でシミュレートして操縦性能，安定性能，

保舵性能など，人励車の走行時の韮犀的な資料を得るための実験を行なっている．人間ー

機械系としての人動車の応答特性試験，また微分ハンドルを用いる場合の最適条件をきめ

るための実険，制御しやすさについての運転者の評価と馴れ，人間ー自動車系における連

転者の学習過程の研究，人間ー自動車系の動特性の統計的解祈のこころみ，およびそのと

きの運転者の心身反応の叶測を行なっている．

2・30 自動車用ガソリン機関の研究（継続）

教授平尾 収•助手古谷国貴・研究生金 栄吉

自動車用機関の排気の清浄性を高め，無公害機関を開発するためにシリンダ内燃焼改善

に関する悲礎的解折の研究を行なっている．サイクルごとおよびシリンダごとの燃焼のば

らつきについての統計的な研究，広範囲の燃焼諸条件についての火炎伝揺およびガス流動

に関する実険的研究，これらの実験的調査研究をもとに，シリンダ内燃焼が定容器内燃焼

と韮本的に異なる燃焼の時間的経過を示すという特質に閃して，局所燃焼ガス温度，燃焼
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速度の面からの熱力学的な解折，などをおこない，サイクル変勁機構および火花点火搬関

におけるシリンダ内の燃焼機構の解明を進めている．

2・31 自動車の空調と快適性の研究

助手古谷国毀

自動車の快適な空謁装置は，それを使用する人胄］側からの要求を満足させるものでなく

てはならない．人間が快適とぷじている状想とは，身体各部の皮府温がどのような状態

で，その時の車室内の温度，湿度，風辿等はどのような状態かを知る必要がある．氾度に

関しては，実走行によってデータの集収はできたので，次に湿度，風辿等が人間の体惑温

度にどのように影轡するかを瞬檄実験宝を使用して研完していく予定である．また空濁装

闘のヒートバランスの閃係を実験的に研究していく．

2・32 ラジアルタービン用高膨弧比ノズルの研究

教長水町長生・助手近藤敏彦・技官樫木幸夫

ラジアルガスタービンに用いられる円闊ノズル内の泣勁状況を明らかにし，ノズルの縦

横比， ビッチ，買型などが，ノズルからのガス流の1月向角や損失などにおよぽす影唇を明

らかにするものであって，比校的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行ない，その

成呆は発表したので，引き続き高膨張比の均合について目下研究中である．

2・33 ターボ過給機の研究（継続）

教授水町長生・助手述応敏彦・技官樫木幸夫

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに拠する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機に

ついて，その設叶方式を確立すべく研究中である．

2・34 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）

教授水町長生・助手遠応敏彦・技官樫木幸夫

内燃機関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，

排気タービン用のラジアルタービンの設叶資料を求めつつある．

2・35 ラジアルガスタービンの研究

教長水町長生・助手遠応敏彦・技官棺木幸夫

ラジアルタービンのノズJレおよび動買の流体力学的特性を各往の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために，実険用ラジアルタービンを試作し，主として実験的に研究中

である．
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2・36 車両用ガスタービンの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官樫木幸夫

自動車その他の車両用にガスタービンを用いる場合について，車両特性とガスタービン

特性のマッチング，制御法，緊励裟買，材料および製作法等について研究中である．

2・37 腿蝙流の研究（継続）

教授水町長皇・助手遠藤敏彦・技官樫木幸夫

ターボ機械の予忍端すきま流れが翼の注能に及ぽす影署を明らかにする．

2・38 賀の非定常特性の研究

助教授吉識睛夫•技官小池典夫

流体機械の性能向上等のために，買1こ碕く流体力の動特性を求める必要がある．そこで

周期的に流速が変動する中におかれた閃の特性について，実験および解祈の両面から研究

を進めており，現在は変動する餃小圧力の測定に関する拡礎実険を基にして，粟面静圧分

布の測定を行ない，斑まわりの流れの状態を解明しようとしている．

2・39 流体伝動装置の研究（継続）

敦授石原智男・ 助手古屋七郎

ト）レクコンバータおよび流体継手の性能向上に関する資料をうるため，内部流動状態の

実険解折を行ない多くの資料をまとめている．また， 卜）レクコンバータまたは流体継手を

含む自動変速機の変速段切替時における卜）レク変勁に関する理論解祈を進め，実車試険結

果との対比を行ない，理論解折の妥当性を確かめている．

2・40 乳h圧模器の研究

教授石原智男・研究員小嶋英ー・大学院学生田中裕久

油圧バルブの動特性に関する実険を行ない，その結果を非線形性を考慮した理論解析に

よって整理し，この種の問題の解明に役立つ資料をまとめつつある．また，油圧用の静圧

軸受の静特性と動特性について理論解折と実険を行ない，その実用性を検討している．

2・41 液体用純流体索子の研究（継続）

教授石原智男・受託研究員鬼頭幸三

璧付着形純流体素子を制御系の操作部にまで適用することの可否を明らかにするため，

液体用の素子について実険と理論解祈を行なっている．素子としての機能を示すレイノル

ズ数の範囲，索子の静特性におよぽす負荷の影誓，流れの切換えに必要な制御流醤の大き

さなどに関する資料をまとめつつあろ．
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2・42 流体力の非定常特性の研究

教授石原智男・助教授小林敏雄

助手古屋七郎・助手佐賀徹雄

一様流中を運動する物体および変動流中の物体に作用する流体力の非定常特性を理論的

および実険的に解析し，流体機械の性能向上，構造物や車両の安全性•安定性の基礎資料

を得る研究を行なっている．本年度は変動流体力の測定方法の確立および一様流中を回転

する物体に作用する流体力に及ぼす回転数や物体形状の影菩の把担に重点をおいた・

2・43 流れの中の近接 2物体の相互干渉の研究

教投石原智男・助教授小林敏雄

助手古屋七郎・助手佐賀徹雄

一様流中の近接2物体に作用する流体力の特性およびその評価方法を確立するための基

礎的な研究を行なっている．本年度は正方形柱に伍らく流体力の特性の研究および回転円

柱の近傍にある円柱に働らく流体力の研究に霊点をおき，流体力の特性と流れの模様との

関係を明らかにした．

2• 44 円柱群をよぎる流れの研究（継続）

助教狡小林敏雄・助手佐賀徹雄

熱交換器などに使用される円管群の振動現象の要因を明確にするため，円柱群をよぎる

流れの模様ならびに各円柱に作用する流体力の特性について研究を進めている．円柱群の

配置と流速に対応して数種の独特な流れの模様が生じるが，それぞれの流れの模様と円柱

に作用する流体力との関連性および円管群の振動現象との関連註の解明に努めている＊

2・45 旋臀におけるびびり振動に関する研究（継続）

助敦授佐藤壽芳• 講師鈴木浩平

技官駒綺正洋• 技官大掘真敬

各種材料の切削中に生ずるびびり振動を記録解折し，その機械各部におよぼす影密，材

料の表面仕上げに対する影管，工具寿命との関係，振幅特性防振法等について実験的に研

究している． さらに機械の振動特性との関連註についても研究を行なっている．

2・46 工作機械の振動に関する研究

助教投佐藤壽芳

切削中に生ずる自励振動・機械の内部あるいは外部より加えられる強制力によって生ず

る振動等はエ作機械の加工精度•生産能率の向上を著しく阻害する． これらは機械構造の

振動特性・切削機構•主軸系•主軸駆動系等の振動特性が密接に関連している． これらの

振動特性を実験的・解析的に求め機械の性能の向上をはかることについて総合的に研究を
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すすめている．

2・47 工作機械の動的特性と精度の関係に閃する研究（継続）

助教授佐籐壽芳

無負荷連転時のエ作機械各部の徴小振勁をスペクト）レ解析することにより，その固有振

勁数を求められることを明らかにしてきたが，切削時におけるその変化・回転栢度や表面

粗さなどの関係についてさらにクロス・スペクト）レ法を適用すること，徽小振動の解折か

ら搬械の振動モードを求めること，位相特f生から自動的に減衰定数を求めること，インパ

）レス応答に FFT法を応用し高次円有摂勁にたいする減衰定数を求めること，インピーダ

ンス法による動的特性の測定等についても研究をすすめている．

2・48 工作機械構造の板勁特性に関する実験的研究（継続）

助教授佐藤芯芳• 講師鈴木浩平

技官詢崎正洋・技官大堀真敬

主として旋聾を対象とし，機械構造の振動特性を明らかにするために，テー）レ・ストッ

ク，匁物台， ::t軸系等を取外し可能な捕機を除いた撃本構造の振動特性，さらにこれを，
ベッド，脚の構造要素に分解したうえ，それぞれのl胄造要素の振動特性を求める加振実験

をすすめていろ．

2・49 工作懐械構造の振勁特性計冥法に閃する研究（継続）

助敦扱佐藤壽芳・大学院学生相良 誡

前年度校型を対象に工作機械を構成する悲本的な要菜構造，これらを等価な梁で考えた

全体構造の振動特性の計罫法を開発したが，引きつづいて，実際の旋盤構造にこの計算法

を適用することを試みている．あわせて計算時間の節約をはかる叶罪法を用いることも検

討している．

2・50 機械系の地震応答に関する研究（継続）

助教授佐葺；；熊芳• 講師鈴木浩平

機械系の耐虞設計法を確立するため：こ，校擬地虞にたいする応答特性を，統計的手法を

もちいて闊ぺ地震記録にたいする応答特性と比較検討している．特に入力が多数となった

場合の多自由度系の応答，設計地虞力を推定する際に考応すべき信頓幅，地盤に複数の卓

越困麗を考える時の構築物・模械系の応答，構築物一機械系で弾塑性非線型特性が許され

る時の系の応答等の問題に関して研究をすすめている．

2・51 非定常性を考応した地震応答に関する研究（継続）

助教授佐蔚壽芳・請師鈴木浩平・大学院学生池田 稔

これまでに発表されている応答曲線とそれにたいする入力の地震波形を整理することに
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より，地震規模と地震継続時間，応答倍率との閃係等，構造物の応答と地震動の非定常性

の関係について研究をすすめている．また，地震動の非定常性を記述する分散の時間的変

勁と応答に関する分散の時間的変動との閃係，さらに，これらと応答曲線との関係につい

て解折をおこなっている．

2・52 多入力をうける る研究

助敦校佐蔚高芳．謁師鈴木浩平

多数個の入力端を行する授械椙辿物系の地虞応答鱈祈をおこなうさいに爪要な，系の伝

逹特t主と入力波のi反動特性の把握について重点的に解祈した．多次元スペクトル解祈の手

法を応用し一般多入力系の伝迄閃敗の推定をおこなっている．また構内多地点に地震時擬

動測定芸四を似jえ，その記録設形を用いて応答解祈をすすめている．

2・53 月：．延板材の形状伽l仰に応する研完

敦長鈴木 弘・助手（特別研究旦）阿砧i松男・ほか 1名

圧廷阪材特に汎攻材の圧延中に元！じするしわを防止することは，圧延技術の最菫要諜図

の一つである ロールに札りげモーメントを加えることにより“しわ”を測廊する方法に関

して，解祈的手法と実険との両而からの研完を行なっている．

2・54 に関する研完

敦校鈴木 弘・講師荒木怯一郎

び寸法変化との閃係を解折と実験との両而から求め，焙正

に閃する技術体系を打立てようとするものである．

2・55 ロー）レフォーミングに閃する実験的研究

教授鈴木 弘• 助教投木内 学

技官祈谷 賢・ほか 1名

ロー）レフォーミング加工における各前成形条件因子および素材の変形径路と製品形状・

成形荷菫• 成形卜）レクとの閃係を解明し，最適なパススケジュー）レ，パスライン等の設叶

ならびに実際生度のための学間的・技術的砧銚を求めるための悲磁的研究であり， 5スタ

ンドおよび3スタンドの試験用成形機を用い，円弧形.v形・台形断而などの砧本祈面形
状および広幅断而• 特殊祈面などの成形実険を行なっている．

2・56 密度変化を伴なう塑性変形に閲する研究（継続）

敦投鈴木 弘• ほか2名

焼結金属等の塑性変形に際して密度変化を伴う材料について，塑性変形時の応力とひず

みとの一般則を求める実険的研究と，そのような材料の塑性加工時の応力とひずみとの解

析を行なっている．
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2・57 合せ板材の圧延に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・講師荒木甚一郎・ほか 1名

材料力学的特f三の異なる 2種類の板材を菫ね圧延する場合の，あらかじめ与える圧延条

件と圧延荷重等の圧延結果との関係を，解析と実験との両而から研究を行なっている．

2・58 テンションレベラーに関する研究（継続）

教授鈴木 弘・講師荒木甚一郎・ほか2名

板材の 3次元歪を短正するテンションレベラーについて，張力と曲げとの最適条件を求

め，設計方式を確立することを目的として，解折と実験との両面から研究を行なってい

る．

2・59 半溶融金属の塑性流動に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・助教授木内 学

助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態にある金属の変形挙動や変形抵抗，またそのような状態での変形が材料の質

的変化に与える影密などについて，幽礎的な面から実険的に究明する．

2・60 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

教授鈴木 弘• 助手（特別研究員）阿高松男・ほか1名

タンデム圧延搬について，各スタンドの圧廷条件とモータの勁特性とを組み合わせた総

合問題として一般解を求め，さらにロールのたわみにもとづく材料の幅方向の肉厚変化，

増減速時の過渡特性等の迎入，さらに目的に応じて最適圧延条件を求める方法を確立する

ことなどを目的としている．研究手法としては理論解祈とシミュレータとを併用してい

る．

2・61 半溶融状態での金厨の塑性加工に関する研究（継続）

助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態における金属の塑性挙動を解明する基礎的研究に並行して，半溶融状態での

押出し加工を実際に行なうことにより，この状態での塑性加工の某礎を確立しようとする

ものである．

2・62 ロー）レフォーミングに関する解析的研究（継続）

助教授木内 学

ローJレフォーミング加工を受ける素材に，成形過程において生じる各種のひずみの分布

形態とその推移およびこれに対応する素材内部の応力状態を明らかにすることを通じて，

各種成形条件因子と製品形状•成形荷重•成形トルクとの関係を解折的に求めるための基
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礎的研究であり，素材の受ける変形形態の類別化とそれに対する解析手法の確立などを進

めつつある．

2• 63 加工面の変質闇に関する研究（継続）

教授松永正久

加工面（ラッビング面・電解研摩面・放電加工面・バレ）レ研摩面・摩耗面など）に生ず

る物理的・化学的変質層を微小かたさ•電子回折・電子顕微鏡・接触電気抵抗・クラーマ

効果・質星分折などの方法を用い実験的に検討し，仕上機構・摩耗機構などを研究してい

る．さらに加工面のみでなく，その他の表面処理面についても検討し，上の検査法以外の

表面物性値の測定法も研究している．

2・64 高真空中の摩擦• 摩耗および潤滑の研究（継続）

教授松永正久

高真空中における摩擦•摩耗および潤滑の機構を研究するため，高真空摩擦装四を試作

した．ボンプは 20I/minのイオンポンプを用い，真空度は試険時において 10-9Torrを

目椋にしている． これによってまず屈状固体潤滑剤の真空中の摩擦特性および雰囲気の影

菩を検討している．

2・65 潤滑機構の研究（継続）

教授松永正久• 助手萩生田善明

各種の極圧添加剤・陪状固体などの潤滑性・極圧性におよぼす影唇を腐食試験機・摩擦

試験機などによって検討するとともに，表面生成物と極圧性との関連を電子顕微鏡•電子

回折法などを月いて研究している． これによって各種条件における最適潤滑油・潤滑条件

を見いだそうとするものである．

2・66 薄膜とその応用に関する研究（継続）

教授松永正久• 助手萩生田善明

現在，・無電解折出および蒸着によるエビタクシャル生長した銅について，その機械的性

質およびき裂の発生と伝ぱについて実険を進めている．将来，磁性合金薄膜，半迎体薄膜

について検討する予定である．

2・67 精密せん断法に関する研究（継続）

助教授中川威雄・技官鈴木 清

ベーナイト焼入れ帯鋼の梢密機械部品への利用をはかるため，精密打抜き試験を行な

い，せん断切口面精度および型寿命の限界を明らかにした． この実険でせん断後の板端面

に母材硬度の 2倍にも達する硬くて耐摩耗性の高い陪が生じていることもわかった．

また前々年度に試険的に行なった管材の浮動に心金法による楕密せん断の実用化に取

46 



組み，プロトタイプの型2台を試作し試険を行なっている．

2・68 精密曲げの研究

（一部委託研究費）

助教授中川威雄・技官鈴木 清

逆圧付加の新らしい猜密曲げ法を考案し， V曲げについて詳細な研究を行なった． この

方法は焼入れ鋼や焼結材のような硬脆材もき裂を生ずることがなく曲げることができ，形

状精度も良好で，スプリングバックの制御も容易である等の数々の優れた点をもつことが

あきらかとなったまた曲げ機構に関しては本学工学部宮本研究室の協力を得て有限要素

法による解祈も行なった． さらに引続きU曲げへの適用の可能性も検討している．

2・69 圧縮伸びフランジ成形の研究

助教授中川威雄・ 研究嘱託町田輝史

伸びフランジ成形でせん断緑から破祈するのを防止するため，圧縮付加の伸びフランジ

成形を試みた．成形中や成形前に圧沼力を加えることにより， 2-3倍もの伸びが得られ

た． さらにこの方法は逆伸びフランジ成形法の閲発および曲げ破所防止への応用等に発展

しつつある．

2・70 粉末鍛造の研究

助教授中川威雄・助手天野富男•技官長瀬正雄

粉末焼結体の冷間鍛造における高密度化模構を明らかにすべく研究を進めた．途中で必

ずしも塑性流動を伴なわなくても高密度化することがわかり，高密度コイニングの研究に

も力をそそいだ．また新らしくサイジングの精度向上と焼結体の異方性の研究も開始し

た．

この他未焼結体の冷間鍛造も可能であることを見出し，純アルミ粉からは粉末が互いに

圧着して十分高い強度をもつ製品が得られた．

2・71 変断而曲り梁理論の基礎的研究（継続）

教授川井忠彦・助手慕谷義信

技官惟名章二

変断面曲り梁の有限要素解析の基礎となる両端面上の任意の点を節点とする一様断面直

線梁の剛性マトリックスを尋出した．次いでこの梁要素を用いた変断面曲り梁の有限要素

解折法を展開し，コンテナ船の振り解折や悛退腐構造の変形解析に応用して良好な実験値

との一致を確認したまたこの理論をその振動および座屈解祈にまで拡張し，その実険的

検証を試みている．
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2・72 梁の剪断変形の有限要索解折に関する研究（継続）

教授川井忠彦・助手藤谷義信

St. Venantの半逆法 (Semi-inversemethod)による剪断変形理論をエネルギ原理の

立場から再考し，梁の剪断応力分布の決定，剪断遅れ (shearlag)問題の解祈や剪断によ

る撓み変形の増加などに閃す し，従来から行なわれている剪断流理論

による解との比絞を二三の簡単な問題について行なった．

次いで構造物の理想化に関するある原理を見出し，その応用として剪断変形と断面変形

の影冒をとり入れた梁理論の研完を行なっている．

2・73 __,__プ
9 Q 

敦授川井忠彦・助手蔚谷羨信• 技官椎名 平一与!.一

有隕要素法の流体力学の分野への応用として船体仮勁における仮性質泣 (Virtualmass) 

問題の二次元，三次元有隈要素厚刊斤プログラムを開氾二三の解折解と比絞し，良好な一

致を確認した．また物理，工学の多くの分野に現われる拡散方租式の有限要素解折プログ

ラム開発の鱗驚的研究を行ない，霞気化学への応用を試みている．

2・74 

敦最高栢幸伯• 助手小訓和彦• 技官詣勢義昭

しによる，造船用釘材および構造要索の低サイク）レ疲労強

度の研究を行なっている．丸棒の回転曲げ夜労における累訊被害の検討，斜交隅肉溶接継

手の両振り平酉曲げ疲労試険などを行なった． （一部文部省科学研究費）

2・75 する研究

教授高橋幸伯• 助手小畑和彦・技官能勢義昭

る荷璽と海象気象その他の外界条件および船体応答との関係，短期

および長期の荷璽頻度などの計測および解折を行なっている．

（一部日本造船研究憶会研完費）

2・76 

教授高厨幸伯• 助手小畑和彦・技官指勢義昭

航走中の船舶から海洋波を計測する投込式の波浪計， レーザ光線を応用した励的の船舶

たわみ計，長期間無人計測のできる自励計測記録装置などの開発研究を行なっている．

日本造船研究協会研究費，一部日
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2• 77 締切堤の越波に関する試験研究（継続）

教授（併）田宮 真・助教授前田久明

助手江口純弘•技官鈴木文博

締切堤の越波に関して，越波量，越波圧に対する，締切堤の形状の影轡に関する研究を

行なった．

2・78 船体に加わる波浪圧力に関する研究（継続）

助教授前田久明・助手江口純弘

船体全体を構造解折する際には，波浪外力の算定が必要不可欠である．本年は，特に船

首フレアー部に生ずる波浪衝撃圧力の機構の解明に関する実験的研究を行なった．

2• 79 特殊な断面に働く変動圧に関する研究

助教授前田久明・助手江口純弘•技官鈴木文博

船体運動の計算は，通常ストリップ法を用いかつ断面はJレイス断面によって近似され

る．この方法はO.S.M.と略称されるものであって，実験とは良い一致を示している．と

ころで，船首部，船尾部における， Jレイス断面とはかけ離れている断面にあっても， O.S.M.

による変動圧が適用可能であるか否かについて検討を加え，このような特殊な断面に働く

変動圧の実用的な計算法を示した．

2・80 フ゜ラントの安全性と信頼度向上を目的とした設計法に関する研究

（継続）

教授柴田 碧・研究員原 文雄

研究嘱託清水信行・大学院学生山田幸雄

化学プラントなどの災害の原因の一つに，それを構成する機械要素の破損がある．これ

らには地震応カ・熱応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破損するのであ

る． したがって全体の設計にあたって系の信頼度を高めるには，どのような不規則荷重を

扱い，変動応答を求め，許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考えるこ

とが必要となる．本研究でこの点を採り上げて，基本的な考え方を検討し，かつ関係諸規；

程間の調整をはかろうとするものである．

2・81 多自由度系および連続系の不規則振動に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也・研究員原 文雄

研究嘱託清水信行・大学院学生曽我部潔

多自由度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行なってい

る．このため複雑な系（流体の関与する系を含む）の振動解析法，各自由度応答の合成・

加重法などの詳細について理論模型実験およびアナログ計算の各面から検討しているが，
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とくに応答のゆらぎについては重点課題としている．また地震入力波形を上述の応答性状

やそのゆらぎに関連させて類型化することを検討している．本研究と次項の研究は前項の

研究の膝礎となるものである．

2・82 不規則分布定数系の動特性の統計的取り扱い法に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究担当伯野元彦

研究員原 文雄・研究嘱託清水信行

係数が不規則に場所によって変動する媒体中の波動の伝播および振勁特性を研究してい

る．係数の分布状況が統計的にのみ知られている場合，その系の応答，振動特性は統計的

にのみ予測できる．地震波の特性を予測すること，および構造物の振動特性が設計時にお

いて求めた値から，施工誤差によってどの程度偏俺するか検討することなどに関連して行

なわれているのがその一応用である．理論面では，モーダル・アナリシス法を応答解折の

みならず統計1直解折，最適値解折へ拡張することに菫点がおかれている．

2・83 配管および殻体の振動に関する実験的研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也

研究員原 文雄・大学院学生曽我部潔

配管および殻体（原子炉格納容器など）の模型を使用して，付加系の連続系への影轡，

共振時の応力分布，実地震応答などを測定し，在来の数値計罪結果と比較するためのデー

タを得ることを目的としている．本年度は主として流体の入った薄肉容器について，実地

震応答計測，プログラム開発その他の研究を行なっている．

2・84 地震時におけるプラント系の振動性状に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助手重田達也

技官千年啓介・大学院学生曽我部潔

地震時における記管の挙動を推定するため，自然地震による配管模型の応答計測，配管

系の振動特性の解析法，応答推定計算法，減衰要素効果の推定法，貯槽モデ）レの長周期波

応答などについて研究している．千葉実険所内の化学プラントモデルは本年度さらに拡充

した．

2・85 配管設計用総合計邸コードの開発（継続）

教授柴田 碧・受託研究員稲葉 忠

配管設計に際し必要な各腫応力を統ーに計•卵し，合鰐して所定の設壮抽準と参照するこ

とを目的とした総合プログラムを開発することを研究している．エネルギ法による箇易叶

算コード作成をすすめている．
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2・86 プラント内配管の最適配置の自動設計に関する研究

教授柴田 碧

化学工学などにおける配管群の配置を設計する際に必要な諸条件を検討し，経済性を含

めた最適配置を電子計算檄により自動的に決定し表示することを研究している．

2・87 化学プラント耐震設計是準に関する研究

教授柴田 碧・受託研究員池田雅俊

化学プラントの耐震性をいかに確保するか，耐震設計法について基本的な考察を行なっ

ている．またそれを具体的に諮準とする手法について研究を行なっている．

2・88 立体図形の自動読取と創成に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助教授和田英一（工学部）

大学院学生出沢正徳・研究生和田宣夫

平面上に描かれた三面図などを自励的に課取り，立体図形として認識する方法について

の研究である．第一段は平面上の線図形を読取る装置と，それに付随するプログラムの作

成である．第二段はこれらの平面図形より立体図形を形成するプログラムの作成である．

本年度は立体図形形成プログラムとその韮本構成についての研究を行ない，前年度に引続

き読取装筐の特性試駿を行ない TOSBAC40に直結したデータ処理の問題を研究してい

る． （一部文部省科学研究費一般研究）

2・89 原子炉のシステム工学的研究（継続）

教授柴田 碧・研究旦原 文雄・大学院学生福田敏男

第 1は原子炉最適設計に関する研究であって，従来一般に行なわれてきた一点炉モデ｝レ

でなく，空間炉モデルを用いて，最適炉パラメータの設定法を明らかにすることを目的と

している．転換炉を含めた炉の最適化，モード最適化法，位相平面法などについて新たな

手法を確立した．また，炉内パラメータおよび中性子発生のゆらぎと炉内中性子束分布の

関係を確率論的に定式化し，中性子束，出力分布の確実度を考慮に入れた最適設計法を新

たに案出した．第2は異常診断法に関する研究であって，雑音の含まれた限られた個数の

信号から，異常の有無，異常個所を診断することを目的としている．時系列として得られ

た信号を解折して，中性子京分布を高次項を含めて推定し，その異常個所を推定すること，

また中性子東以外の変数も合せて総合的に評価するため多変絨解折の手法を尋入したこと

などが本研究の特徽である•

2・90 デルの過渡特性に関する研究

教授柴田 碧・研究員原 文雄・大学院学生藤田隆史

面頴モデルとは，網（電力網・道路）や面（地域的広がり）の動特性とくに過渡特性を

51 



大地虞をうけた際の都市搬能の問題について研完するためのモデルである．本研究室では

確率過程論を等入した一手法について研究を行なっている．本年度は火災と避熊をその応

用例として取り上げている． （一部文部省科学試験研究費）

3 部

3・1 セルラー・アレー る研究

助教授高羽禎雄・大学院学生玉本英夫

大規模集私回路として多くのすぐれた性質をもつセルラー・アレーについて，一般的な

セルを一次元あるいは二次元に配列した場合を対象として，構成法を検討した・ 故障検査

時には異なる入力が同一の出力を発生することのないようにセルの搬能を制御する手法を

用いることにより，単一故間に対する検査入力系列を，容易にかつ系統的に求めることが

でき， しかもアレーの規校により入力系列の数をふやさずにすむような構成法を見出し

た．

3・2 における ための交通制御 る研究

助敦投高羽禎雄・大学院学生上村 務

緑状道路および面状道路桐を対象として，交差点の交遥処理能力を越えた車両の流入が

ある場合に，渋滞の波及を平均化することによって，網の閉塞に至る時間を最大にする制

御手法の検討を行なった，信号歳のスプリット，オフセットなどのパラメータの制御，右

左折の数止などを行なう手法について理論的に検討し，シミュレーションによってその妥

当往を験証した．

3・3 交通流シミュレーション・システムの開発

助教長高羽栢雄・助数長浜田 訪・助手田代文之助

技官谷口忠膀• 技官柴野義ー・技官雌子 隆

技宜応田一彦

既設の交通流シミュレーション・システム TRN於SIMIについて，線状道路網の信号

椀制御に関する各種のシミュレーションを実行し，椋準的なシミュレーション・プログラ

ム，システム・テスト用プログラムなどの充実をはかった．また，特別研究 1で計固した

最大交差点数 64の規校を有する新らしいシステム TRN*SIMTIの開発をすすめるた

めに，道路網・車両の表現および車両走行モデルに関する検討，ハードウェアおよびソフ

トウニア梢成の検，，出演邸手法およびデーク転送の手法の聞発などを行なった．

現在ハードウェアがほぼ完成し，引続いてプログラムの開発を行なっている，
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3.4 交通流のモデル化に関する研究（継続）

助教授高羽禎雄・助教授浜田 喬・ 技官兼子 隆

技官藤田一彦・大学院学生上村 務

都市の街路網における自動車交通流のシミュレーションを可能にするための交通流モデ

Jレの検討を目的として，都内の道路・交差点における自動車群の発進・停止・右左折とそ

れに翡づく待行列の消長を高阿ビルからの連続写真撮影およびビデオ・テープ・レコーデ

ィングによって観測し，これらの現象を記述するパラメータを抽出するとともに，先に考

案した微視的モデルを用いた予備的なシミュレーションの結果と照合して，妥当性のある

シミュレーションパラメータ設定の手法について検討を行なった．

3・5 道路ー自動車間の情報交換方式の研究

助教授高羽禎雄・助教授原島文雄

技官谷口忠勝・大学院学生今村 元

道路上の自動車と地上のシステムとの間の情報交換を行なうための通信方式について研

究している．本年度は誘遅ケープルにそって走行する自動車の車辿制御を行なうための速

度指令方式を検討し，送受信装罰を試作し，実車走行実険によってその実用性を確かめ

た． （一部受託研究費）

3・6 超高圧送電線の雷害に関する研究（継続）

教授河村逹雄・助手北条準一

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって，その事故が影曹する範囲は大きい．雷

撃による対地放電数の分布による雷害危険度の節定，落雷による雷電流の進入と伝搬，特

に雷電流波高値と波頭しゅん度の影鴨有効なしゃへいを逹成するための方式などについ

て研究を行なった． （一部科学研究費）

3・7 統計的手法による電力系統の絶縁信頼度に関する研究

教授河村逹雄・大学院学生石井 勝

統計的手法による電力系統の絶縁信頼度の評価を行なうための研究を行なった．本年度

は，台風などによって，絶縁物の表面が汚損された系統の信頼度を明らかにするため，汚

損がいしのフラッシオーバの統計的性質を明らかにし，さらに系統の事故率の算定につい

て研究を進めた．さらに汚損条件下におけるフラッシオーバ確率とがいしに流れる罰れ電

流の関連を明らかにした．

3・8 雷放電カウンタの研究（継続）

教授河村達雄・助手北条準ー・技官森田和実

送電線における耐雷設計の基本的資料を得る目的で雷放電カウンタによる測定を各国で
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行ない，従来の統計資料の再検討を行なうことが国際電力技術会議 (CIGRE)で提案され

ている．当研究室では昭和47年夏期に本所千葉実験所，栃木県の塩原および豊田の 3カ所

で実測を行なったまた対地—雲間放電分離カウンタならびにトランジスタ化した雷放電

カウンタにより諮費的資料をもとめ，さらに計数値と雷害事故件数との相関を明らかにし

た． （一部科学研究費）

3・9 汚損がいし面のフラッシオーバ現象および監視の研究（継続）

教授河村逹杷•技官森田和実・大学院学生石井 勝

高電圧設備の外部絶縁の塩塵埃による汚損フラッシオーバ危険度の一検定法として間欧

的諜軍の際の河れ電流による汚損監視方式の閲発を行ない，人工および自然汚損がいしに

ついてその実月性の検証を行なった．また，汚損がいしのフラッシオーバ電圧に影菩を及

ぼす気象因子として，がいし表而温度と周囲気温との間の温度差に舒目し，長期実測を行

なうとともに，その実験的解折をすすめた．

3・10 急しゅん波測定系の応答時間に関する研究（継続）

教授河村逹雄

ナノ秒の立上りを有する高霞圧パルスを測定する際には，電圧発生装骰と分圧器との寸

法の相異により，この両者を均一の伝送線路で結合することは困難である．かかる場合に

等線の不均一性により波形にひずみを生じ，これが分圧器の応答時間の測定誤差となる．

測定系の構成を変化させた場合の応答時間，誤差を理論的に計卵し，分圧器の応答時間の

校正法につき研究を行なった． （一部科学研究費）

3・11 レーザ光を利用する放冨のトリガ特性に関する研究（継続）

教授河村逹雄・助手北条準一

技官森田和実・大学院学生池田久利

Qスイッチレーザから発する強力なレーザ光を放電間隙に照射すると低い電圧できわめ

て安定なトリガが実現できる．電圧を印加した球間隙にレーザ光を照射した場合のレーザ

出力，照射位置，照射方向，ギャップ長などと遅れ時間との関係をもとめ， さらに光電子

増倍管を用いて一次ストリーマ，電離波，二次ストリーマの進展状況を測定して，その放

電機構を明らかにするための研究を行なった． （一部科学研究費）

3・12 モデルによる送電線の雷特性の解析

教授河村逹雄・大学院学生石井 勝

超高圧送電線における雷特性の模擬実険を行なうために，超高圧送電線の縮尺モデルを

試作して雷撃時における鉄塔電位上昇，逆フラッシオーバ現象の解折を行ない，従来の耐

雷設計との比較検討を行なった．
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3・13 誤り訂正ないし検出能力のある循環検出N進符号（継続）

助教授安田靖彦

電力，ガス，水道等のメータの読みを電気的に検出し，述方へ伝送して集計する自動検

針において，伝送妨害による誤りを極力少なくするために誤り検出能力のある循環検出

10進符号を検討した．その結果検出ヘッドを集中的に配列する場合，ヘッド数5において

は符号間の最小距離が2となる 10進系列は唯一しかないことを見出した．またこれを一

般の 2進符号に拡張すると上記以外に種々の有益な応用が考えられ，目下検討を行なって

いる．

3・14 フェーデングを伴なう熊線伝送路における高能率データ伝送方式

に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・技官山田文彦

短決帯においてデータ伝送を行なう場合，フェーディング現象による極端な・SNR劣化

による誤り率増加を避けるために何等かのダイバーシティ技術を等入する必要があ声．本

研究はタイムダイバーシティ方式を採用し，ダイバーシティによる情報伝送速度の低下を

8相 PSKによって補伯する高能率データ伝送方式を提案し，実験装置を構成してその実

現可能性を確めたまた復号方式として装翫が比較的箇単な多数決論理方式の適用とその

検討，位相変調波の復調に必要な娯準搬送波の抽出に判定帰辺方式を適用し，その詳細な

検討を行なった．

3・15 8相位相変調波の判定婦遠復調方式に閲する研究

助教授安田靖彦・技官山田文彦

位相変調設の復調には受信側で韮準搬送波を到来する受信彼から抽出することが必要で

ある．判定帰遥方式は非判定帰遠方式に比べ，より短かい推定時間で基準搬送設を抽出で

きる点においてすぐれているが，一般に 1ビット分のアナログ遅延線を要し，低速度デー

夕伝送では回路構成が困謡となる．本研究ではアナログ遅延緑を必要とした新たな判定婦

這方式を提案，実験を行なってこれが所期の動作をすることを確めた。

3・16 マルチプル FSKによる周波数拡散ランダムアクセス

通信方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・大学院学生田坂修二

局彼数拡散衛旦通信方式は，周波数分割あるいは時分割術足通信方式に比べ，伝送路帯

域を各チャネルが平等に，いっぱいに使用できること，収容可能チャネル数が大きいこ

と，送信装四が箇単になる等の点で優れているが，チャネル相互間の干渉のためパフォー

マンスが他方式に劣るのが欠点である．本研究は一次変潟にマルチプJレFSKを適用し，

その復調時の広帯域利得によって耐干渉性を持たせた新しい方式の提案を行ない，解祈に
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よってその特性が優れていることを明らかにしたものであるが，なお詳紐な桧討を続行中

である．

3・17 残留側波帯多重通信嬉局の全ディジタル化構成に閃する研究

助敦投安田靖彦・大学院学生小川真佐志

データ，ファクシミリ等の波形伝送における狭帯域伝送に用いられる残留側波滞(VSB)

多重通信端局を全ディジタル的に構成することにより，端局コストの低減と安定化をはか

ることが出来る．本研究では VSBデイジタルフィルタの設計法と多重迂信送系のディジ

タル化構成の具体的構成を明らかにした．

3・18 パルス周被数変調 (PFM)を用い

レメータ

し、

助教授安田靖彦・技官山田文彦・教授尾上守夫

PFM方式はガウス性雑音に対して良好な特性を有する通信方式として知られている

が，新たにこの方式がインパルス性雑音にも強い耐性を有する点に恙目し， この方式を応

用して徴弱霞波を用いる超音設探侶データの罰続テレメータを構成し，所期の結果を得

た．

自動化に関する

教授山口楠雄・助数授原閏文雄

技官 I喜田淑男•技官南綺義輝

受託研究員山本徳幸・受託研究員多田年光

• 高品質・低コストの鰈業を目的とした自動化のため，調壺・解

析・設計および必要な検出端•制御機器の改良および開発を含め，従来行なった研究によ

るシステムよりさらに高度の計装の開発を目的とした研究を行なっている． この結果，フ

エイル・セイフ方式のシャットダウン，オペレータ・ガイド方式の計算制御などを含んだ

計装方式の開発が進行中である．

3• 19 

3・20 省力化計装の研究

教授山口楠紐・助教授原島文雄・研究員野坂康雄

技官 I葛田淑男・技官南綺羨輝・受託研究員富沢 武

プラントの操業において，高度の省力化と高能率，高品質および低コストを両立させる

ための計装の開発のための悲礎的研究を目的としている．このため，必要な制御用搬諮，

システムの解折• 合成，計罫制御，ハンドリングの

の研究を行なっている．

らノ
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3・21 プロジェクト・マネジメント

教授山口楠雄・大学院学生芥川 伸

大規模なプラント建設の中で，とくに自動化のためのエンジニアリング，計装の設計，調

遮製作，工事などのプロジェクトを円滑に進歩せしめることを目的として研究を行なっ

ている． このため計装プロジェクトの中でもとくに時間のかかる設計を中心として調査・

解折を行なっており，実際のプロジェクトに適用してその適合性およびマネジメントの効

果などを検討し，マネジメントの改良を行なうとともに，できれば設計などの頭悩的工程

の改善を研究する予定である．

3・22 液体着色率連続測定装骰の開発

教授山口楠雄・技官南崎義輝・受託研究員多田年光

糖液，油などの溶液あるいは液体の着色率を工程中で連続的に計測できる有効な装殴を

開発することを目的としている． この装置は，舒色率を一定濃度，単位長の液体中の特定

波長の光の減衰率として表示するもので，サーボ概構，チョッパなどの機構部分のない固

体演算回路方式のものを開発し試験を行なっている． （一部受託研究費）

3・23 流最の予測制御シミュレーション（継続）

教授山口楠雄・技官嶋田淑男

パルス的な消費流鼠パタンを持つ回分式プロセス群と応答の遅い連続的な流励発生のエ

程を有限容批のバッフアで接続するとき，消喪流拡の予測にもとずき連続工程の供給流砿

の未来値を決定する方法とその評価についてシミュレーションによる検討を行なったこ

のシミュレーションはプラント設計に役立つが，さらにプラント運転時のオペレータ・ガ

イドのための計節制御の一つの有効な手段として使用できるのでこの面について研究を行

なっている．

3・24 マン—マシン・インタフェースを含む計算制御

教授山口楠雄・助教授原島文雄・技官鳩田淑男

プラント等の計卵制御において，人間を除外した自動化でなく，人間のもつ高度の認識

能力，判断力を計算檄の情報処理能力と組合せてより有効な計算制御システムを開発する

ことを目的としている． このため，データ収集，シミュレーション，モデル計算，予測な

どの有効なア）レゴリズムとディスプレイなどについて研究中で，翡礎的な研究とともに，

さしあたり実際に使用できるオペレータ・ガイド方式の開発を進めている．

3・25 自動化試験システム（継続）

教授山口楠雄・技官南崎義輝

工業用制御機器などの梢度および信頼性について，異なる環境における試険を自動的に
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長期間行ないデータを収集・整理して表示することを目的とした自動試験システムの開発

および改善を行ない，制御用タイマ等の試験に用いている．

3・26 AE標定システムの研究

教授尾上守夫・教授山口楠雄・助手市川初男

技官焙田淑男・大学院学生野口跡見

荷直された構造物の材料中の微細なわれの進行にともない発生するアコースティック・

エミッション (AE)により欠陥位四を標定する有効なシステムを開発することを目的とし

て研究を行なっている．

3・27 サイリスタ無整流子電動機の研究

助教投原島文雄・助手稲葉 博

技官小山孝男・大学院学生江原 実

逆起電力転流形無整流子電動機の動作特性の詳細な解折を，離散値制御系の理論を用い

て行なっている．またその結果に韮づいて直流リアクト）レ，ダンパ巻線の設計幽準を明確

にすることを目的としている． （科学研究買）

3• 28 SMDを用いたトランジスタ式サーボモータの研究

助教授原島文雄・研究生鈴木英雄

本研究は，無整流子電動槻をサーボモータとして使用することを目的としたものであ

り， SMDにより小形同期電動機の回転子位四を正弦波信号として検出し， この信号をト

ランジスタ線形増幅器を通して電機子に電力を供給する形の無整流子電動機の開発を行な

っている．本サーボモータにおいて特性の解折，設計基準の明確化および，検出部の温度

補償などを進めている．

3・29 サイリスタ回路綱の解析（継続）

助教授原島文雄

本研究は，サイリスタを含む回路網を，サイリスタのスイッチ作用による離散的動作

と，回路を規定する微分方程式の組合せしとてとらえ，最近の制御理論において用いられ

ている状態空間法によって，時間領域における統一的解析法を確立することを目的しとて

いる． （受託研究費）

3・30 サイリスタインバータによって駆動される誘濁電動機の特性

改善（継続）

助教授原島文雄・技官小山孝男

サイリスタインバータによって駆動される誘郡電動機の卜）レクの振動，電流の脈動を低

減することを目的として，多重式および複数パルス式インバータによって駆動される誘導
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電動機の特性の詳細な解析を行ない，その結果に基づいて，最適な転流角の決定および制

御装箇の開発を行なっている．｀ （試険研究費）

3・31 自動車自

助教投•原島文雄・助手稲葉 博

自動車の各前の走行試険の自動化および高速道路における無人運転を目的しとて，全電

気式の自動操縦装四の開発を行なっている．本年度は，主として操舵系の開発を行ない，

所定の成果を得た．

3・32 自動車の自 する研完

助敦投原島文雄・大学院学生坪井邦夫

胃来の新交通システムにおけるデュア）レモード制御方式および自動車の各種走行試険の

自勁化等に使用する操縦装置には，人間自勁車系に匹敵する性能が要求される しかし現

在のところ理論的な悲屁付は不十分である，本研究では，これらの要求を満たす操縦特性

を得るために自動享のダイナミクスの解祈，ノイズを含む信号に対すろ最適フィルタの設

計等を行ない，操縦装置全体の最適設計を行なう．

3・33 タレソトパンチプレス に関する研究

助教授原島文雄・助手『屑葉 博

精度とスピードが要求される．従来，高速位置ぎ

めの操作搬は主として油圧が用いられているが，本研究においては電勁機による高速位置

ぎめを行なうことを目的しとて，その制徊方式および実際の装置の開発を行なっている．

（委任経理金）

3・34 エレクトロニクスの自 （継続）

助教授原畠文雄

エレクトロニクスの技術により自勁車に新しい機能を付加することを目的しとて研究を

行なっている．具体的には，各稲電装品へのエレクトロニクスの導入， 自動車製造工程に

対するエレクトロニクス技術の応用，電気自動車の駆動方式に関する研究を行なってい

る．

3・35 

敦授尾上守夫•技官小林洋一•技官山岸一郎

軍気炭械結合係数の非常に大きい圧霞振動子は広帯域の機械振動系機能部品をつくる上

で重要であるのみならず，その圧電振動が純弾性振動といちじるしく異なるので理論的に

も興味がある． とくに圧電セラミックの平行電界励振 LiNb03,LiTa03など新しい圧電

結晶の特性を検討している．
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3・36 

敦授尾上守夫

各種の多重モード振勁子の検，＇けをすすめてきた． とくにエネルギとじこめモー

な解折を進めている．

3・37 VHF 

敦長尾上守夫

VHF幣で広儒域の水晶フィルタをうるためには，ホーバートーンではなく

る．特殊な貼合せ構造により研磨と保持間四を同時に解決する

ことを試みて，悲本波で 80MHzのものがえられた．

3・38 
E
.

，
t
 

絆じ

投尾上守夫

水畠発振匹の昌皮補貨を従来のような恒晶i翡やサーミスタを使わないで，ほう物線状温

る振効子3箇を並列に完振回路1こい礼るのみで逹成する方法を案出し， BT

板(10MHz近辺）および DT板 (100MHz近辺）を用いた実険でよい結呆がえられる

ことを確かめた．

3・39 

敦授尾上守夫•技官大楊一彦

高安定水晶発振器の 1ms-10 s恒度の観測時間に対する安定度を周波数領域，時間領

域の両方で 10-12の梢度で測定し種々の要因との関連を分折中である．非常に多くのデー

タの統計的処理を行なうため測定を自勁化し，紙テープを介して叶冥搬1こ肛接入力できる

ようにしている．

3・40 超音波探偽法の研究

敦授尾上守夫・ 助手山田博章

数 mm以上の厚閂板に対する探臼法しとて低周波板波を使う方法と 2分割探触子を使

う方法を検討中である．

3・41 

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・助手市川初男

渦流を利用した金属管および線材の検査法を研究している． とくに自励探傷に関連して

コイル系，検出系の設計を検討している．また傷の分類，判定を計算搬で行なうために，

探偽データの自動しゅう集解祈装囮を試作し，データの蓄積につとめている．
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3・42 画像情報処理の非破壊検査への応用（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

助手山田博章•技官浜野亘男

非破壊検査において画像は熔接部のX線写真，超音波による断雇写真，超音波ホログラ

フィ，シュリーレン写真，光学的方法による表面欠陥の検査，鋼材中の介在物の検査など

の手段として用いられているが，その処理はすぺて人間に頼っており，自動化が望まれて

いる．そこで熔接部のX線写真による判定の自動化，グラフィック・ディスプレイの超音

波探傷への応用などを試みている．

3・43 差信号 ITVによる交通流計測

教授尾上守夫・助教授高羽禎雄

技官浜野亘男•技官大場一彦

より精密な交通流制御の実現のためには従来の点的感知器では得られない車線変更，方

向変換などをふくむ詳細な交通流の特性を知ることが必要である， ITVに1フレームの

画像記憶装骰を組合せて適当な時間間隔で画像の差信号をとることにより変化分すなわち

移動する車輌のみを抽出し，計算機により自動計測するシステムを開発している．

3・44 コヒーレント光による空間フィルタリング

教授尾上守夫

顕微鏡試料の中から分裂中の染色体のように細部構造をもつもの，中性子飛跡のように

直線構造をもつものなどの有無を迅速に検出することを目的として， レンズのフーリエ変

換機能を利用したコヒーレント光による空間フィルタの悲礎的実験を行った．

3・45 ログラフィ

教授尾上守夫・大学院学生石川俊行

走査型超音波ホログラムの計廓機による波面再生に関する研究を行なっている．水中に

ある簡単な物体の像を得ることに成功し，計罫機による画像情報処理技術との組合せによ

り画質を飛躍的に向上できることを見出した．

3・46 合成開口側視ソナー

教授尾上守夫・大学院学生石川俊行

海底探査等に Syntheticaperture side-looking sonarの将来性が注目されているの

で，模擬水槽による基礎実験を行なっている．信号処理を通常の光学方式によらず計算機

で行なうことにより，同期検波における周波数推移をはぶくことができ，また画像処理技

術との組合せにより画質の向上がはかれることが判かった．

61 



3・47 多次元酉像情報処理

教授尾上守夫・助教長高木幹雄

払淡のある面像を電子計算模により処理し，画質の向上，帯域圧笥，計測，パタン認識

を行なう圃像情報処理について研究を行なっている．画像•情報処理を行なう際の誌本的な

手法，例えば陪謁処理，空間フィルタ処理，輪腐の抽出などの検討を行ない，医学，

壊検査交通流調査などへの応用を開発している．特にパタン認識的な処理については，

人間を合めた対話型システムの閲発の検討を行なっている．また，ハードウェアの面では

現在開発の遅れている入出力装置の開発と実用性を考慰してミニコンピュータを用いるシ

ステムの実現を目指して研究を行なっている．

2・48 圃像入出力装置

教授尼上守夫・助数投高木幹雄

技官浜野亘男

う際に，回像の入出力装置に適当なものが得態いことが研究を行な

う上で大きな障害となっている．この点に位；みて安価な入出力装置の開発を行なってい

る．すなわち入力装置としては，ファクシミリを改造し，位置決めにパルスモータを用い

た高分解能の装四を，また出力装置としては，オッシロスコープを用いて階調の表現を行

なう装置を試作した．

さらに

可能にした．

ィスプレイにおいて輝点密度をかえ

3・49 濃淡のある圃像情報処理に閲する研究

うことも

教授尾上守夫・助数投高木幹雄・医学部助手淵原成充

今年度はミニコンを中心とする圃像処理施設に磁気ディスクを付加してメモリーの増強

をはかるとともに，染色体のカリオタイプを試みた． （文部省特定研究）

3・50 ミニコンピュータの計測への応用（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

技官浜野亘男

ミニコンビュータを用いて計測の自動化，省力化を行なうことを目的として研究を行な

っている．種々の計測に必要なソフトウニアの開発，記録罪，測定罪とのインターフェー

スの製作を行ない， ミニコンピュータ向きの入出力装置（ディスプレイ， AD,DA変換

器）の開発を行なっている．すでに渦流検査，発振岩の短期安定度，アコースティック・

エミッションの測定などに利用している．
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3・51 ITVを用いた圃像情報処理用入力装置

助教授高木幹雄・大学院学生小野文孝

画像情報処理により，両質の向上，計測，分類を行なう際に，画像を計冥機に入力する

入力装置が現在のところ入手し楚く，研究を行なう上の障害となっている． ここでは，

ITVが画像関係に広く用いられていることを考慰し， ITVで取扱われている画像に対し

て画像情報処理技術を応用するために， ITVを用いた画像情報処理用入力装箇を開発し

ている．

3・52 医学的圃像↑責報処理（継続）

助教長高木幹雄

医学ではX線写真，シンチグラム，頸微泣写真などの圃像により診断，検査が行なわれ

ているが，その処理はすべて人間に委ねられており，自動化が望まれている．医学的固像

情報処理の目的として画質の向上， 自動叶測，パタンi忍識を採りあげ， X線像の画質の向

上，シンチグラムの処理と自勁計測，染色佐の自動叶測，白血球のパタン認識などの研究

を行なっている．

3・53 ミニコンビュータによる染色体の自勁分類

教授尾上守夫・助敦授高木幹雄・大学院学生行松健一

染色体の検査は先天性異常を調べるために用いられているが，最近は放射線，業品，公

害などによって生ずる後天的な異常の検査にも用いられ，この方面の重要な検査となって

きた．現在のところ，その検査は人手によっており，多くの労力と時間を要し，省力化が

望まれている．計卵機による画像情報処理によりこれを自動化するために，実用性を考慮

して， ミニコンピュータを用いて分類を行なうことを試み，比校的に画質がよい場合には

分類が行なえることを確めた．

3・54 ファクシミリの帯域圧縮（継続）

助教授高木幹雄・大学院学生津田俊隆

2次元予測により従来の方式よりも圧縮率を大きくできる方式を考案すると共に，符号

化方式についても種々の新しい方式について検討を行なっている．画像情報処理に関する

研究の一環として，原画を計算機に読込み，種々の万式についてシミュレーションを行な

しヽ， 必要なバッフアの容蟄，誤りの伝搬などの検討を行なった．

3・55 超音波探触子の研究（継続）

助手山田博章

超音波探傷器の感度規正を合理的に行なうために標準探触子の開発を行ない，その特性

の経年変化を測定している．また2周波で共用できる探触子を開発し，さらに AE観測
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用探触子の絞正法， も行なっている．

3・56 レーザ光を用いた情報処理の研究（継続）

教授斎藤成文・教授浜崎襄二

永田洋ー・大学院学生前田惟裕

レーザ光のコヒーレンシイを活用すると極めて多鼠の情報を処理，蓄積することができ

る．本年度は昨年度に引き続き，二直反射ホログラフィ， レンズ板によるホログラフィ情

報畠削減法，空間変謁による断屈写真の信号対雑音比の改善，乾板等の発生する空間雑音

の整理を行なって，また空間変謁法と体積走査法を用いて三次元テレビジョンの実時間伝

送の実険を行なって，この方法が極めて打力なことを確めた． さらにレンズ様媒体を通し

て並列伝送し得る面像情報鼠に関して理論的並びに実険的な検討を行ない，媒体の光学的

および幾何学的定政と情報容梵• 分解能・視野特性との関係を明らかにし，また，従来測

定困建であっ とし，像の位相歪のホログラフィによる補

正方法が適用可能であることを示した．

3・57 レーザレーダの研究

敦長斎応成文・助教授芸井陽一

昨年度に引続き目椋体にとりつける叉射体のリトロ・レフレクタの反射能率および反射

指向性の理論的ならびに実険的研究を行なうと共に，わが国の科学術星に適用する場合の

システム解折を行なった．

3・58 レーザ光用ガラスファイバー に良lする研究

教授斎藤成文・敦長浜崎襄ニ・大学院学生桑原秀夫

光学ガラス・ファイバー (Opticalglass fibre)線路はレーザ光の伝送線路として極め

て有望なものの一つである．本年度は各阿ガラスファイバーの損失に関し理論的並びに実

険的検討を行なった・

3・59 磁性薄膜のレーザ応用に閃する研究（継続）

敦授斎蔚成文• 助手横山幸嗣

るとレーザ反射光の偏波面が回転する現象ならびにその温度効果

を利用するレーザ光変調器，磁界（従って霞流）測定器ならびに光表示装四などへの応用

が考えられる． これら刊々の応用

への陥本資料を得た．
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3・60 レーザを用いた霞力線 CT(継続）

教授斎応成文• 助敦投藤井悶一

助手横山幸閉・技官滝本英之

500kVのような超汀圧送電電流における霞流の

る． レーザ光と雷流によるファラデ回転を利用すれば，電気的に無接触なので絶緑の困甦

がないこのようなレーザ CTシステム，たとえば，小型レーザ CT, 回転補償型の瞑

流用 CT, Iこついて研究を行なってきたが，本年度は， さらにガラス集東伝送線路 (SEL-

FOC)を用いたレーザ CTシステムを実険的に検討している．また，気中管路形電カケ

プル用のレーザ電圧測定罪（レーザ PT)を設叶した．

3・61 レーザ変調用結晶 LiIOsの育成とその応用に閃する研究

教授斎応成文・助教授藤井因―

山梨大学工学部助手ばi村 攻

LiIOsは六方晶の a相，正方晶の§ 相の多形でありレーザ変謁用，非緑形光学用材料

として有望な a-LiIOs結品の育成について検討した，蒸発法により， 70℃ 以上で育成す

る場合，雑晶として (3-LiI03が生成しやすいが，母液の PH値を低く 2-4に保つこと

によって， a-LiIOs結晶を有利に育成できるという知見が得られた．ついで， a-LiI03

結晶の一応用として Arイオンレーザの共振器内に o:-LiIOsを挿入し，同一結晶による

モード同期とパラメトリック発振を行なわせる時の結晶の最適カットと印加雷圧方位，電

圧印加時の位相整合角， thresholdpowerモード同期に要する power等について検討し，

これらの資料を得た．

3・62 インコヒーレント光の光ヘテロダイン検出の研究

助教授藤井傷一

高精度，高感度のスペクトル分祈装置に応用する目的で，通常のインコヒーレント光の

光ヘテロダインによる検出の研究を行なっている．本年度は理論的に光ヘテロダインの検

出感度について検討したのち，通常の光電子増倍管をもちいて，ほぼ鼠子限界に近い検出

感度をえた． さらに高速度の光電子増倍管，および広帯域帽約 1GHzの中間周波増幅岩

により，検出の高感度化を行なった．

3・63 断刑ホログラフィによる

助教授藤井陽ー・大学院学生松原俊郎

幅の狭いコヒーレントなパルス光をもちいると，物体のうち臭行のひとしい部分だけを

抜き出したホログラムいわゆる断屈ホログラムをつくることができる．ここでは， YAG

レーザの SHGモード同期パルスを用いて実験を行ない，臭行方向の分解能として， 1cm

以下の値をえたまたこのような断層ホログラムの情報量の解析を行ない， Burckhardt
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等のサンプルド・ホログラムに比し，大畠に情誡凪の削減が行なわれることをしめした．

3・64 レーザの研究

助政長応井

高分解能，高椅度のスペクトル分行を応用した図壌リモートセンシングに用いるための

可変汝長レーザの研究を行なっている．

3・65 フィルタの研究

助数扱蔚井四—

;.・:; いスペクト）レ分解能をもつ面位の旭理を行なうために通過波長を容易に昴引できる光

学フィルタの国究を行なっている．

3・66 レー

助紋紋麒井因ー• 技官滋本英之

レーザ共飯得を食む光学系において従本のぷ何）に学を拡張した“茂何”光学の筒単な関

係が成立することがわかった．また，これについて実測フィネスと，真のフィネスの関係

をあきらかにした・

さらに，電気光学効果紘応をふくむ共扱匹により，

し，実効フィネス約 30で， 100Vで 80%変謁がかかるようになった． さらにこれを

実用化した如叩こついてしらべる．

3・67 レーザビーム伝送

助敦長芯井四ー・技官大休周逸

レーザビームを遠くまで広がらずに伝えるための甚四として， くり返しレンズを配四す

る）j法の加此実険を行なった．本年度は，ポ外レーザピームのくりかえしレンズによる伝

送］こついて実喚を行なった．大聞口のゲルマニウム・レンズを用い， CO2 レーザビーム

(10. 6 pm)の伝送実険を行なった．伝送途中の空気のゆらぎによるレーザ伝送状況をヘ

テロダイン法により測定している．また，ビーム伝送系による圃像伝送の特性をしらベ

た．

3・68 YAG レーザ

助敦長臼井悶ー・大学院学生松原佼郎

スレッショルドの低い YAG (Yttrium Alminum Garnet)にN屈をドープしたい

わ亨る YAGレーザについて，その光通信への応用をはかるために， YAGレーザ装殴

を試作した．これにより，モード同鳳倍謁波兄生の実険を行ない一間の LiNb◎ 結晶

を用いパルス信 150ps, くりかえし 5ns, の 0.53μmの鍔色光パルスをえた． さら！ここ

れを駈）図パルスホログラフィに応用した．
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3• 69 CO2 レーザ（継続）

助教授藤井囮ー・技官大林周逸

中出力，単ーモードの CO2レーザを試作し，その基本的特性を調べている．

3・70 光ヘテロダインをもちいた両像処理（継続）

助教授藤井因ー・技官滝本英之

光ヘテロダインによる結像効果について理論的解折を行ない，実験によってこれをたし

かめた．

3・71 電子ビームの不安定現象（継続）

助教授藤井陽一• 技官大林周逸

高出力の進行波管等の電子ビームにおいて生じる低いくりかえし周波数の不安定現象に

ついて理論的，ならびに，実験的に解祈した．これにより，この不安定現象原因が，残留

気体の電子衝突電離によるイオンにあることをたしかめた，

3・72 レーダデータによる飛翔体運動解析プログラムの開発（継続）

教授浜崎裏ニ・技官松井正安

昨年度に引き続きレーダデータを用いて飛翔体の速度，加速度ベクト）レの罫定を行なう

ため，雑音成分の除去方法を検討し改良されたプログラムの開発を行なっている，簡単な

プログラムを開発した．

3・73 広帯域宇宙飛翔体アンテナの研究（継続）

教授浜崎襄ニ・請師長谷部望• 技官松井正安

宇宙飛翔体の使用周波数範囲の拡大に伴ない，複数の周波数の同時使用を可能とする広

帯域宇宙飛翔体アンテナの開発が必要となり，数種の対数周期型アンテナの実険を進めて

いる．

3・74 マイクロ波フ゜リント回路の研究（継続）

教授浜崎襄ニ・助手岡田三男・助手座間知之

マイクロ波回路の小型軽扇化を目的とし，プリント方式によるマイクロ波回路の研完を

続け， 5.6GHz将塔載用アンテナ自動切替装置の実用化の研究を進め，本年度飛翔実駿

でその性能を確認した．

3・75 薄膜を利用したレーザ光回路の研究（継続）

教授浜崎裏二

レーザ光の伝播路として薄膜構造を用いるならば，回路の小型軽最化，振動，熱に対す
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る安定性と共に容易に強い電界強度を得ることができる．本年度は昨年度に引続き金属外

被遅波線路の理論解折と実験結果の紐理を行なった．

3・76 無限可変移相回路とその応用に1長］する研究

教投浜i崎誕ニ・助手閻田三男・助手座間知之

電圧制御発板回路 (VCO)と位粗検波回路を利用した焦涙可変移相回路を，偏設面追尾

受信良に応用し，試作実険装四を用い人工衛星“たんせい”と“しんせい”からの電波の

又信文験とその偏波面解折を行なって理，裔と実験のかなりよい一致をみている．本年度は

偏泣面又信結果と軍離罰状態との対応の検討を行なった．

3・77 ロケット搭叔アンテナ（謎続）

講師長谷部 望

大型ロケット搭載用のアンテナ系を使用条件を考記して，これに適した特性を得るべく

検討を行なっている．現恥 Cバンド搭戟用として円偏波を用いることおよび VHF帯に

おけるアンテナ切挨回路の研究を進めている. Cバンド搭賊用アンテナは M-4S-4,L-

48C-2に搭載し，安定した通信を行なえた・

3・78 円偏放放射堺に閃する研究（継続）

請師長谷部望

主として，ロケットおよび術足追尼を目的としたいろいろの円偏設放射船の開発と実用

化の研究を行なっている．その一例として無給電素子を有する，新しい構成法の円偏波ア

ンテナを考案し，これを実川化してロケット追尼用，衛星追跡用にアレイアンテナとして

使用し，好結呆を得ている．また，クロススロットアンテナを用い

アンテナを試作してロケットの飛しょう角度記録を行なっている．

3・79 ミニコンにおける LISPと PLANNER

教授渡辺 勝・大学院学生鈴木則久

る研究に菫要な役割を果している言語1こLISPがあり，

また LISPを加こして特にロボットの研究などに聞発された PLANNER言語が注目さ

れているが，これらは従来かなり人きな叶邸械で実用されていたものである．最近ミニコ

ンが急追（こ普及して，研究生でも手怪に使えるようになったので，その応用の一つとして

ミニコン用の LISPを用いて， Wangによる定理の証明プログラムの確証を行ない，-

た LISPを加こした箇単な PLANNER言詔の作成とテストを行なった．

3・80 ダイナミック・マイクロプロセサ

教校渡辺 膀・大学院学生岸 促—

叶冥楓の制御方式の一つにマイクロプログラミングがあり，制御回路が箇明になること
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や，比校i'i勺小形の計邸搬でも複難な命令がハードウニア化できること，またユーザの希望

する命令の追加が比校的容易に行なえることなどの理由で，最近ひろく用いられる傾向に

なってきた．本研究は小形計算械1こマイクロプログラム搬能を追加して，ユーザに便利な

命令を追加できるよう試みたものである．マイクロプログラム用記位［として ICメモリを

使用して翡込可能とし，ユーザが使用したいマイクロプログラムをいわゆるダイナミック

に格納して利用できるようにしたことが特徴である．

3・81 ンラインシステム（継続）

敦授渡辺 勝•技官安迄冶又

本所の FACOM270-30中形井邸歳と班究室の阻lj糾J用小形叶邸機 FACOM270-10を

接続したシステムについては，数年ff」にわたって研究を行なってきており，インクフェ

スを主にしたハードウェアの構成，両叶賃叶幾に対すろオンラインモニタプログラムの閲兄

ならびに応用として会話形のコンパイラの作成を迎めてきた．本年度はリモートバッチ方

式の研究を行ない，その聞発を進めている．

3・82 グラフィック・デイスプレイシステムの研冗

改長渡辺 勝・蚊宜矢作佑一

グラフィックディスプレ装四は図形の表示や処理のための主要な装置として，ひろく利

用されつつある状況であるが，本所においても FACOM 270-30と接続した F-6232A

が設儲されている. ill燒搬時間のきびしい闊限などのため，まだ十分に利用されていると

はいい態いが，新叶邸機の稼動にともなって，利用が活兄になるものと予想される．その

支扱をするためのソフトウェア GSP270 Iこついて実用テストを行ない，また実用にとも

なう種々の間題の解決に努力している．

3・83 交通薗号機の計冥機制御方式に扱lする研完（継続）

助教授浜田 訪• 技官謀田一彦

大規校かつ複雑な部市道路網の信号搬群の集中的制御方式のソフトウェアの研究を行な

い，信号制御パラメータの一つであるオフセットの設定方法について，系統化の手法，勁

的詞卯方式，オフセットパタンの変更方式などの解折を行なっている．

3・84 交通流最適配分の数値解法

助教授浜田 喬• 技官謀田一彦

既存の道路網の効率を維持あるいは向上させる為の道路交通制御方式の一つに，怪路指

定制徊がある．この制御を行なう為には，与えられた各自動車の OD(出発地・目的地）

にしたがって，道路網における交道流鼠最適記分を叶鰐しなければならない．そこで，こ

の数値解法について，最適比の条件を直接解く方法と，逐次最適解に近づく方法との二種

頬の解法を与えた． とくに後者について，叶冥速度の高速化と，所要記憶容蟄の減少をは
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かり，実用的なア）レゴリズムを開兄した．

3・85 オンライン詞御用システムプログラムの研完

助敦投浜田 喬• 技官麻田一彦・技官佐藤和雄

上叶算帳によって制御されるオンラインシステムの端末として使用される小型計算概の

ソフトウェア，特に主叶冥械との通信閥詞］，種々のハードウェア端末との間のデータ転送

の紺ij餌］などを統括するオペレーティングシステムについての研究を行なった．

3・86 MIS トランジスタの （刹度充氾）

敦長安辻芳夫・助敦授生駒俊明

及宜宮川尚憲・大学院学生勝部昭明

MIS霞界効呆トランジスタの低！闘泣領域における雑音特性，および雑音と半尊体・絶

る絨子状態との関係を完鳳jするために， MIS トランジスタの発生する雑音

氾度依存性，電流依存性，バイアス電圧依存性，信

およびトランジスタの材貫、J法がおよぼす彩轡を晶べた．本年度は匝低

温領域 (4.2-77°K)における特『Kを重点的に謁べ， トンネル過程1こよる雑音の発生理論

を適用した実検結果をよく泣明する低/,',j設雑音理論を遅出した．

3・87 トランジスタ用 快lする研完（継続）

敦只玄込芳夫・助敦授生詢俊明・助手栗原由紀子

技官宮川尚慮・大学院学生勝部昭明・大学院学生長島 厚

MIS トランジスタや MISダイオードを用い，半尊体と絶緑膜の材質や半尊体表面の

氾界位度・温度などを変化して，半埒体と絶縁膜の界面にある SlowStatesや Fast

Statesがトランジスタ・ダイオードの屯氣的性買（例：表面移勁度，容箪，雑音）におよ

ぼす影告を，謁べた．なお，容鼠やコンダクタンスの周波数依存性温度依仔性から表面鼠子

状態の時定数や界面付近のトラップの比質を晶べる方法についても理論叶冥と実測を行な

ったまた，極低温においてpチャネル MOSFETが負抵杭を合む二三の特異な特注を

示すことを見出したが，詳細は目下，理論的，実険的に検,]寸中である．

3・88 MNOSデバイスの特性にi文lする研究

敦長安辻芳夫・助敦長生均俊明・ /j券音il f眉匪l

記応作用のある MNOSデバイスの Si02-Sis応界面に蓋積される霞府の吝軌過包とそ

のヒステリシス特性について実験的・理論的検討を行なったその結果，主として酸化膜

の厚さと窒化膜の物性によっていくつかの形式に類別できろことを知った．また，ダイオ

ード構造で C-V特性， G-V特比を， トランジスタ構造で静特性，低/;',]波雑音特↑度を測

定して界面蓄訊霞荷且と界面鼠子状店密度との相閃性を謁べた．
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3• 89 MOS構造を用いたトンネリング・スペクトロスコピー（継続）

教授安逹芳夫・助教授生詞俊明・助手市川勝男

技官• 宮川尚憲・大学院学生勝部昭明

シリコン上の均ーな薄い (10-50A)酸化膜中を流れるトンネル電流の性質を調べるこ
とによって，シリコン表面の物性を研究し，あわせてこのような薄い酸化膜の性質を調べ

ようとするもので， ピンホー）レのない薄い酸化膜を得るには，表面の洗浄，エッチング等

が特に璽要であり，電極をつけた後の熱処理も特性の改善に有効であることがわかった．

トンネル電流はシリコンのバンド構造を反映した特性を示すが，シリコン表面が逆バイ

アスとなるようなバイアスで電流に飽和現象の現われること，この飽和値の大きさや，電

流の立ち上るバイアス電圧の大きさに温度依存性のあること，およびこのような特性はシ

リコンの比抵抗の違いでかなり異なった様相を示すことなどが明らかとなった．

（一部科学研究費，一部受託研究費）

3・90 電子部品の信頼性（継続）

教授安逹芳夫・助手架原由紀子

一般に電子部品の信頼性・故障解析には故障率一定の指数分布やワイプル分布を仮定す

る場合が多いが，二重指数分布を仮定するとある前の電子部品の故障解析に極めて有用で

あることを解明したまた信頼性用語や電子部品の故障率試険法の JIS作成に協力した．

3・91 III-V族化合物半遅体のエピタキシア）レ成長に関する研究

助教授生駒俊明・教技安達芳夫・助手市川勝男

技官横溝 氾• 大学院学生堺 和夫

AsCb/Ga/圧系を用いて GaAs単結晶抵板上に， GaAsをエビタキシアルに成長させ

る実険を行なっている．現在 20-30/Jの成長屈を得，光学顕微鎧，二次電子走査型顕微

鐙を用いた表面観察，ホー）レ効果，ショットキ接合による電気的特性の解明を行なってい

る．またその他の化合物半郡体の液相成長の準俯を進めている．

3・92 半迎体中の深い不純物準位に関する研究

助教授生駒俊明・教投安逹芳夫

助手栗原由紀子・大学院学生媒 和夫

半迎体中に深いエネルギーレベルをもつ不純物原子，格子欠陥は，キャリアの再結合，

捕殴中心として働き，半母体デバイスの特性に影轡を及ぼす．アドミタンス・スペクトロ

スコビー法を用いて，これらの中心の電気的性質を解明する研究を進めている．理論的に

は，熱励起容鼠，電流および光励起容紐，電流の一般式を達出し，エネルギーレベル，密

度，捕筏断面積の測定法を明らかにし，実験的には， GaAs,Siの p-n採合， Schottky

接合を用いて測定を行なっている．
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3・93 ひ化ガリウムの表面安定化に閲する研究

助教授生駒俊明・技官構溝 氾• 大学院学生堺 和夫

GaAsの表面安定化の方法を見出すために，特殊な方法を用いて表面に酸化膜を作る研

究を進めている．酸化膜の製作方法，電気的性質，界面の性質を調ぺているが，現在，膜

作成の再現性を得ることに努力している．

3・94 マイクロ波半均体発振， i曽幅デバイスーBARITTーに関する研究

助教授生駒俊明・助手菜原由紀子・大学院学生原 和裕

少数キャリアの注入と走行時間効果を用いたマイクロ波闊で動作する発振，増幅デバイ

スーBARITT(Barrier Injection Transit Time Device)のマイクロ波特性，雑音特性の

研究を行なっている．現在 7GHzで 15mw程度の出力を得ているが，効率，周波数の

向上を目指して電子計邸機を用いて不純物分布の最適化を図るとともに，雑音特性の向上

を目指している．

9・95 搬能デバイスに関する研究

助教授生詢俊明

電子システムの巨大化にともなって，従来のトランジスタ・ダイオードという考え方の

デバイスでは，いたずらに集積化の規模の拡大を招き，＇情報量の増大に対処できなくなる

ものと考えられる．そこで，従来極めて複帷な回路をもって実現していたような機能，あ

るいはこれらの複合機能を，新たな物理現象を用いて箇単にデバイス化できるような，い

わゆる楓能デバイスに関して研究を行なっている．

第 4 部

4・1 イオン交換樹脂など分離剤の是礎的性質の研究

教投山辺武郎・助手高井信治

技官梅沢香代子・技官吉田章一郎

圧透折膜として用いる目的でl傷陰両交換悲を迎入して両比膜を合成し，その四陰イオン

交換容凪および膜電位を測定した．逆汲透膜に用いるアセチルセルロースとその誘蔚体お

よびナイロンに対し，その表面への水の配位状態を NMRにより測定した． ビニル系高

分子を基体とするポーラスポリマーを試作し， NMRにより溶媒の配位状態を検討し，

極性ボリマーでは錯体などの分配係数を測定した．水ージオキサン系1:J;;イオン

NMRの測定により，布機溶媒の分雌におよぼす効果を検討した．
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4・2 液体クロマトグラフィの研究（継続）

敦授山辺武郎・助手高井信治

技官悔沢香代子・技官吉田章一郎

新しく開発された充搬剤を用い五追汝沐クロマトグラフィの研究を行なった．表面にの

み交換某を持つイオン交換脂樹は分万¥ti.が悪くて成功しなかった. I、ロイオン交換樹脂と陰

イオン交換樹脂を混合あるいは単独iこHJいる方法では希土類元索，直金属元素に対し，オ

キシ酸を溶離剤として遥常の方法に対し極めて短時間の完全分腐mに成功した． ビニJレ系高

分子を悲体とするボーラスボリマーとくにスチレン系ポリマーを用い，アセチルアセトン

金属錯体，稲々の有搬化介物の分懐を行ない，好結果を得た．

4.3 膜法による塩水淡水化の研究（継続）

紋授山辺武郎・助手高井信治

改官悔沢香代子・技官吉田窄一郎

圧込折では市販のイオン交換股およびスチレン・プタジエン共重合（本のキャスティング

膜から圧透折膜としての性質を持つ両性膜をつくった．膜特性として 100気圧程度の加圧

のもとに食塩水の透過実険を行ない，；、農紹比を求め，また/j葵屯位を測定し，これらの性質

と製造条件との関係を検吋した．逆没透では種々のナイロンから逆没透膜をつくった．膜

特性として上記と同じく透過実険を行ない，排降率を求め，キャスト液組成，熱処理など

の製造条件との関係を検討した． さらに原設成分とくに重金属イオンの透過性について検

討した．イオン交換膜電気透折では引涜き罰々の金属イオンの透過性を検討した．

4・4 ガラス化箆囲の研完

敦長今岡 稔• 技官山崎改子

罰種ガラス1開発の鱗塁研完として，珪殴塩，硼酸塩，ゲルマネート，テJレライト系な

ど，広くガラス符間を謁べ，同時にガラス化条件，ガラス椙造との関係を追求するもので
..,,. 7 

のな),

4・5 ガラスの疲労現象と強度の研完（継続）

敦投今詞］ 稔• 助手長谷川 洋

ガラスの本質的強度と実際強度の間にあって大きな影苦をもつと考えられる疲労現象と

その他の強度劣化要因を検討し，ガラスの強度を高める対策を研完するもので，これまで

の一般研究Aの継続である．

4・6 ガラス

改授今岡 稔• 技官坂村博康

ガラスの応力綬和，内部序擦などの只和現象を謁べ，それら

73 

とそれに対応す



るガラス構造を明らかにしようとするものである．

4• 7 X線によるガラス

反今筐 稔・ 助手長谷川洋

回転対陰極による強力X悦芸置を用い， Pb,Sb, Teなどの塁元ぷを合むガラスの構造

解折を行なっている．

4・8 よるガラス

紋長今間 稔• 技官山綺敏子

ガラスの圧痕の様子を走査屯子顕微鯰によって霊］べ，ガラスの種類により，プラスチッ

クフローがどのように現れるかを知り，ガラスの構造と柊叶戎的性質の閃係を明かにした

ぃ． （一部科学研究費）

4・9 粉体結 る

助教長高栢 浩• 助手（特別研究員）炭 和男

生産技術研究奨励会技師 西村• 四一

各種の粉体結晶，とくに酸化物，硫化物，ケイ炭坦，カーボン知など iこついて， bulk

および表而の構造と諮物性たとえば表而エネルギー，表而官能邸などと表面活性との相閃

性について研究している． これによって粉体紡爪の表而活性を支配する要因を明らかにす

ることを目的としている．

4・10 メカノケミカル反応の研究

助教授高厨 浩

固体物質に楓械的ひずみ力が加えられる過程，たとえば扮砕，混練，術撃，圧延などの

過程において，固体の構造，物性，化学的性質は著しく変化する．金屈酸化物，炭酸塩な

どを対象として搬械的処理を行なったときの変化を構造および物性の両而からとらえて，

変化の一般的原則を確立することを目的として研究を行なっており， とくに現在，無機粉

体と有機物とのメカノケミカル反応の研究を行なっている．

4・11 ゼオライトの研究（継続）

助教授高栢 浩• 助手（特別研究員）堤 和男

生産技術研究奨励会技印西村囮一

ゼオライト類の中，主としてホージャサイト，モルデナイト，ゼオライト A,X,Y,L 

について， X線回折，赤外線吸収，熱的測定， ESR,吸許測定，酸性度・酸強度測定，細

孔構造測定によって構造，物性の測定を行ない，同時に各莉の反応に対して触媒活性との

相関性を求め多くの新らしい知見を得た．
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4・12 固体表面の改質に関する研究（継続）

助敦投高厨 浩・助手（特別研究員）堤 和男

各種の酸化物，ケイ酸塩，カーボンプラックなどをジアゾメタン，ア）レコール類などの

有機化合物と反応させることによって表面改質を行ない，没せき熱，吸習などの測定手法

によって官能韮の機能を解明するとともに表面のエネルギ状態を明らかにすろ．

4・13 触媒担体としてのアルミナの研究（継続）

助敦授高楕 浩• 生究技術研究奨励会技師西村陽一

洲究生中野裕司・研究生鶴 迄郎

脱硫填媒，排気ガス蝕媒その他触媒担体として極めて菫要なア）レミナのl愧造，物性をX

線回折，吸苔，昇温脱離，アミン訊i定法などの手法を用いて研究するとともに，併せて臭

庄化，不均化反応を用いて選択性，磨久性などとの関連性を明らかにしつつある．

4・14 に閃する研完（継続）

助教投高橋 浩・研究員萩野圭三

複合系，特に粉体ーポリマー複合系の疎伝遅度を測定する． これによって扮体ーボリマー

間の祖互作用を開らかにしていわゆる投合材料の熟特性研究の一助にするものである．

4・15 Ti02を用いる

敦授野崎 弘・助手（特別研究員）飯田武揚

画像形成に光の信号を用いる写真法は銀塩写真と富子写真とがある．前者は分解能，階

調度など圃質にすぐれ，電子写真は製造コストと作業性にすぐれている． この両者の特徽

をいっしょにした第3方式としての酸化物半埒体を感光材料とする写真方式の開発であ

る， Ti02を惑光材料とし，色素や＇遥子又容［生物質の添加による感度，光起電力に対する

影菩を求めた．またこれと同一系統の研究として， Ti02と色素との組合せにより，光で

なく通電による無現像両像形成方式を国費受託 47-3号でおこなった．

4・16 交流電解に関する研完（継続）

改授野崎 弘・大学院学生山崎匡毅

金属として Ti,Al, Taを用い，はじめ陽極処理をしてそれら金屈表面に酸化物を作

る．つぎにこれを適当な屯解液に入れて交流通電を行なうと，その電解液成分の特定成分

が前記酸化物中に複合体となって折出する． この複合酸化物被膜が着色，エレクトロニッ

クス索子用などいろいろの用途がある．本研究では Ba水溶液中で交流通電し含バリウ

ムチタン酸化物の被膜をえた．また Tiの交流前処理法は後の薄膜形成に効果的であるこ

とを見出した．
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4・17 逆没透法による脱塩の研究

従来おこなってき

敦長野崎 弘・研究員藤代光雄

の立場からバナジウム塩の脱塩に応用し

た．膜は酷酸セルローズ系でかなりの効呆を認めた． このとき膜の固定『『電はイオン排絵

の役のあることがわかった．

4・18 フ゜ラスチック廃棄物の熱分鯨生成物の研究

助手（特別研究員）飯田武楊

プラスチック廃棄物の利用の立場から，とくに本年はポリエチレンの熱分解生成物を赤

外，薄罰クロマトから詳細に研究し，炭素紋 C11~C40 の脂肪族炭化水素の構造を求め

た．

4・19 よ

助敦授本多健一・研究嘱正中村賢市郎

研究闊iE 須111 信弘•助手（特別研究員）鋤柄光則

打機感光材料への応用を目(;りとして，［夜アジド類の悲底および励起霞子状態の霞子構造

を明らかにし，また連鎮反応を伴なう増惑光分解反応の機構を明らかにした．一方アニ｝レ

構造を有する液晶物質についてその光電特性を研究し，表示装四への応用を検討した．

4・20 クロム (VI) （継続）

助敦扱本多健一• 技官佐々木政子

クロム (VI)酸素酸塩写真製版材料の忍光搬構の基礎的研究において，這元剖としてア

Jレコールを用いた系でのクロム (VI)塩の光遠元反応の化学鼠論反応式を決定した． さら

に上記塩類ーゼラチン感光膜の感光性の崖の前頬による差異および成膜性を検討した．

（一部科学研究費）

4・21 らびにその感光材料等への

応用に閃する研完（継続）

助敦授本多健一・助手（特別研究員）鋤柄光則

研究嘱託下田陽久・大学院学生会川義露

有機半瘍体を感光主体とする光•清報処理方式の開発を目的として，オーラミン結品の光

電尊特性， その符号および寿命について研究した．
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4・22 テロメリゼーションに閃する研究（継続）

投教（併）浅原照三・助敦校妹尼 学・助手（特別研究員）木瀬秀夫

技官佐蔚 砲・大学院学生井上陽平

一般にトリクロルメチJレ述を有する化合物と， a-オレフィンまたはビニル化合物のテロ

メリゼーションの開始剤に亜リン酸エステル；鉄塩系がすぐれた開始効果を有することを

見い出し，四塩化炭素とエチレンの系から効率良く生成する 1,1, 1, 3—テトラクロルプロ

パンをテローゲンとし，莉々の a—オレフィン， ビニル化合物との n-1テロマーを合成し

た．また，アミン；銅塩系を聞始剤とし，四塩化炭素とイソプチレンより 1,1, 1, 3—テト

ラクロルメチJレー3ープタンを収率良く合成し，これを加水分解することにより， (3./3-ジメ

チルアクリル酸を高収率で合成した． さらにパラジウム塩オスフイニ錯体によるジエン化

合物の配位低重合反応をアミン等の活性水素化合物の存在下で行ない，末端にアミノ某を

有するジェンオリゴマーを合成し，アミンおよび幼体の莉類，反応条件が生成物組成に与

える効果を研究した．

4・23 ビニ｝レ化合物のテロメリゼーションの研究（継続）

教長（併）没原照三・助教授妹尾 学

技官佐応 瑞・大学院学生大谷規隆

N, Nージクロルアミンアミン系によるトリクロルメチル姑を有する打機化合物とオレフ

ィンおよびビニル化合物とのテロメリゼーション反応が研究されているが，その機構はま

だ明らかでない上系の開始機構および連鎖移動機構の詳細について検討している．ま

た， N,N-ジクロルアミンとアルコールなどの活性水索をもつ有機化合物，あるいは銅な

どの金屈との反応を研究している．

4・24 アニオンテロメリゼーションに関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・助教校妹尾 学

助手（特別研究員）田中貞良・大学院学生和智進一

スチレン，アクリロニトリ JレビニJレビリジンなどのビニJレ化合物およびブタジエンなど

の共役二重結合をもつ化合物のアニオン菫合について研究し，アニオンテロメル化反応の

おこる条件を明らかにしたこの目的で，アニオン重合，とくにアニオンテロメリゼーシ

ョン反応を統一的に解釈できる理論またはモデルを設定し，これと実険結果とを比較検討

した．

4・25 界面活性剤存在下におけるビニ｝レモノマの重合（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学・助教授白石振作

研究生有田喜ー・大学院学生石原房雄

アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムの存在下の水媒体不均一重合で，通常のラジカ
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Jレ重合開始剤を用いることなく各種メタクリル酸エステルの重合を行なった．またこの系

に無機塩類を添加し，その効呆を検討したところ，亜ニチオン酸ナトリウムが顕著な効果

を示した．その宣合機構は各種ビニJレモノマーとの共重合による結果ならびにラジカル重

合禁止剤の添加効果があることなどからラジカル機構で進行すると推定した．

4・26 ジェンカーボネートの合成と反応（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学・大学院学生今井 猛

3,4ージヒドロキシー1ープテンからビニJレエチレンカーボネートを合成し，その単独重合

性およびスチレン，酢酸ビニJレ，無水マレイン酸との共重合特性を検討し，また生成ボリ

マーの特性を明らかにした．

4・27 溶媒和電子の反応性に関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学

助手（特別研究員）鳥羽山満・大学院学生伊吹忠之

ナトリウムの液体アンモニア溶液で見出された溶媒和電子は，ヘキサメチJレリン酸トリ

アミド中でアルカリ金属の溶解，あるいはハロゲン化アルカリを支持電解質とする電解に

より生成し，選択這元を起こし，また電解では，アルコールをプロトンドナーとして芳香

族化合物を送択辺元する． この這元反応の反応機構および溶媒和電子の性状をポーラログ

ラフィ，吸収スペクト Jレ，電子スビン共嗚吸収を用いて検討した．

4・28 不可逆過程の熱力学による化学反応の研究

助教校妹尾 学

活性化支配の化学反応は絞和現象として，拡散支配の化学反応は遅延現象として，また

準安定状態は内部力学変数の絞和として，不可逆過程の熱力学の立場から理解できること

を示した． さらに化学反応の現象論的な解折および活性化パラメータの熱力学的解析を進

めている．

4・29 おける溶媒効果の研究（継続）

助教授妹尾 学

比較的箇単な有楓液相反応における溶媒の役割について理論的な検討を加え，また溶媒

和エネルギの測定，核班気共嗚法などを用いて実険的検討を進め，また過酸による共役ジ

エンのエポキシ化反応における溶媒効呆を，とくに分子内水素結合形成の立場から赤外線

吸収スペクト）レ，核茫気共嗚などを用いて検討した． さらに活媒固定にもとずく活性化工

ントロピーの評価を行ない，活性化パラメータと反応機構との関連について検討した．
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4• 30 gemージハロアジリジンの合成と反応（継続）

助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三

助教授白石振作・大学院学生鈴木幸男

シッフ塩基とジクロルカルベンを反応させて， gemージクロ Jレアジリジンを合成し，こ

れの分子内フリーデルクラフッ反応による（オキシインドール）誘郡体の合成について検

討を加えた．

4・31 光分解性高分子組成物に関する研究（継続）

助教授妹尾 学・授教（併）浅原照三・助教授白石振作

研究員伊保内賢・大学院学生石井正雄

スチレンとベンザルアセトンならびにベンザJレアセトフェノンとの共重合を行ない，そ

れぞれその共重合反応性比を求めるとともに，生成重合体の光分解性について検討を加え

たまた，既存のボリオレフィン中に種々の光増感剤を加えて，その光分解挙動を検討し

た．

4・32 白金ーオレフィン錯体の熱的性質に関する研究

助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三

助手（特別研究員）鳥羽山満・大学院学生岩元和敏

各種白金オレフィン冗ー錯体を合成し，窒索ふんい気中での熱分解反応を，重量変化，

元索分折， GCマスの手段を使って明らかにするとともに，さらに分解熱を DSCで測

定する．また，熱羅測定法として，水溶液中の反応熱の測定，平衝定数の測定をつかって

求め，これらの値の比餃検討を行ない，これらの値から，白金ーオレフィン結合に対する

知見を得た．

4・33 オレフィンメタセシスに関する研究（継続）

助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三・助手（特別研究員）鳥羽山満

大学院学生佐藤道人・大学院学生田中栄司

六塩化タングステンなど遷移金属化合物と有機典型金属化合物を組み合わせた，液相均

一系触媒を用いて二重結合の開裂を伴なう反応であるオレフィン類の不均化反応を行な

い，種々の反応条件と生成物との関係，反応機構の解折などを研究し，さらに触媒である

有機金属錯体について検討している．

4・34 光電子分光法による有機金属化合物の研究

助教授妹尾 学・大学院学生土屋伸次

X線励起による光電子分光法 (ESCA)を構造解析に応用し，とくに結合状態について

の知見をうることを目的として，白金オレフィン錯体，アリールニッケル錯体，フェロセ

79 



ン誘迎体などについて測定を行ない，電荷分布などについて知見を得た．

4・35 1, 3—双極化合物の反応

助教授白石振作・助教授妹尾 学・教校（併）浅原照三

技官時田那珂子・大学院学生池内 党・大学院学生重本匡史

ニトリ Jレオキシドの光異性化反応によるイソシアナートの生成機構を明らかにするとと

もに，その応用について検討を加えてきた．また，ニトリ Jレオキシドとキノン類との反応

ならびにその反応に対する光化学的影署についても検討を加えてきた． さらにニトリ Jレオ

キシドと各種異常原子価化合物との反応について検討を加えている．

4・36 する研完

助教授白石振作

1,3—双極成扇付加反応は，一応イオン的協奏反応で説明されているが，それでは説明し

きれない点が非常に多い．その点を明らかにするために，その反応を統一的に解釈できる

理論またはモデルを設定し，それと実険結果とを比較検討する．主としてニトリ）レオキジ

ドとオレフィンとの反応を取り上げて研究を行なっている．

4・37 オリゴアミンに関する研究（継続）

助敦授白石振作・教授中村亦夫

オリゴ（エチレンビペラジン）を合成し，その物性を検討すると共に，高分子合成への

応用について検討を加えている．

4・38 多詞芳香族化合物の合成に関する研究（継続）

敦授故後藤信行・助手（特別研究員）小川昭二郎

研究霞託時田澄男•技官李 章縞

アセナフテン，ベンゾアントロンなど多環芳香族化合物のハロゲン化，アミノ化などの

反応に関する研究を継続するとともに新たにジベンゾアントロニ｝レの合成とその化学に

ついて研究を行なっている．ジベンゾアントロニルについては従来 3,31ーニール化合物の

みがよく知られているが， 9,91ー， 8,8'等対称型， さらに 3,9'ーニー）レ化合物など非対称

型ニー）レ化合物の合成を行ない，これらを経由してさらに多数の環を有するジピオラント

ロニ｝レ類の合成について研究中である．

4・39 ボリナフチレン系化合物に関する研究（継続）

教授故後藤信行・助手（特別研究員）小川昭二郎

技官李 章鏑

ボニフェニ）レイミン系化合物についてはすでにかなりの等電性が認められ，導電性塗料

への利用研究も行なわれているが，ボリナフチレン系化合物についてはあまり研究は行な
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われていない しかし東京大学物性研究所，井口洋夫教授らの研究によればすでにナフタ

リン単位4個のカテリレンにおいて 10-60-1cm-1の郡軍性を有することが認められてい

る．われわれはペリレン C20H12を出発原料としその 2個縮合したカテリレン，ないしは

3個縮合した新しいボリナフチレン系化合物の合成研究を開始し，中間物のモノハロゲン

化合物，ジペリレニルなど新物買の合成に成功した．

4・40 ヘテロ多環化合物の合成に閃する研究（継続）

教授故後藤信行・研究員中島利誡

助 手（特別研究員）小川昭二郎

oーフェナントロリンのハロゲン，アミノ化合物を合成，それらの縮合によりジアリ）レ

イミンを合成し，さらにその環化により新らしいヘテロ大環状化合物の合成を行なった．

10100cmの抵抗値を有する有機半郡体であり，紫外線照射により抵抗俯の僅下が認めら

れた．また，さらに Cu,Ni, Co, Mgなどの金屈錯体を得た．

4・41 水溶性高分子のレオロジ一

教授中村亦夫・助手甘利武司

水溶性高分子は製紙，食品，化粧品，泡末消火剤，塗料，接舒剤，土拭改良剤，製薬お

よび絵具などの工業に深い関係をもつ材料である． これにはデンプン，アルギン酸， トロ

ロアオイなどの天然品，酸化デンプン，カルボキシメチ）レロース (CMC),メチルセルロー

ス (MC)のような半合成品，そしてボバール，アクリ Jレ酸ソーダ，ボリオキシメチレン

のような純合成品と種類が多く，その性質も多様である．

さてこの溶液の特徽として，非常に極性の高い溶媒である水に，極性を有するこれら高

分子が溶解しているのであるが，この溶解の仕方も様々である．特に水および溶質が有す

る水素結合力は，無極性の高分子溶液と異って，二次結合を生じ高粘性やゲル化などの現

象を引き起こす．こうした各種高分子水溶液の動的粘弾を，各種レオメータにより広い周

波数領域で測定したり，またその定常流コンプライアンスをワイゼンベルグ効果の測定や

流勁復屈折の測定により求めることで，それぞれの溶解機構を研究する． こうしてそれら

したいと考えている．

4・42 触媒門および吸着剤尼における吸着物質の動的応答と

反応炭構解析（継続）

教授河添邦太朗• 助手杉山衣批子・大学院学生茅原一之

ンライン的に使用し，多孔性粒子充漿間における過渡応答より，これら

充坦拉子における粒内拡散係数，表面吸着速度，反応速度，流体混合などを求めようとす

るもので，ゼオライト結贔内のガスの活性化拡散について検討中である．また同様なパJレ

ス法により分子ふるいカーボンにおける Nz,Cz印などの拡散速度ならびに拡散機構を検

討し，活性化拭散における吸着醤依存性を明らかにした．
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4・43 排ガス脱硫における酸化反応機構の研究（継続）

教授河添邦太朗• 助手杉山衣世子

排煙に合まれる亜硫酸ガスの除去装四の設叶に必要なデータを得ることを目的として本

研究を行なっている．活性炭の充坦屈に排煙を通すと活性炭の細孔内において亜硫酸ガス

は酸化され，硫酸として蓄積・除去されるが，酸化反応辿度，反応恨構，生成された硫酸

の除去法などについて Electrobalanceを使用し研究するとともに，小型の脱硫装置によ

って活性炭の充躯屈の屈高と脱硫率の関係，拉径と脱硫率の関係，硫酸密積鼠による反応

阻害などについて検討している．

4・44 触媒反応における物質移動の研究

教授河添那太朗・大学院学生青山和夫

活性炭触媒による沃化水素合成反応，エチレン酸化反応，モレキュラシープ 5A,lOX 

におけるエタノールの脱水反応，シクロヘキサンの脱水ぷ反応等の反応系において反応速

度に対する物質移動の抵抗について検討してきたが，さらに MR型イオン交換樹脂にお

ける testープタノールの説水反応を行ない，生成する水による反応阻苫，粒内拡散抵杭な

どを検討した．

4・45 活性炭による水処理の研究

教授河添邦太朗・助教授鈴木屈之・研究員川井利長

都市下水・陀業廃水の高度処理として活性炭吸許装i応の設叶砧準を求めるため， ミクロ

細孔分布を異にする活性炭を用い ABS水溶液のカラム吸着］樅拌系での吸舒，二次処理

水の COD物買，着色物質などのカラム吸'f"i'などを行ない．吸芯辿度の解析を行なった，

これから，粒子内の拡散係数し所要接触時間の関係を明らかにし，また拡散係数がミクロ

細孔径によりある程度影菩を又けることが明らかになった． （一部科学研究費）

4・46 活性炭の再生に関する研究

助教長鈴木砧之・教授河添邦太朗

廃水の高度処理に用いた泣状活性炭の再生は，活性炭を水処理に用いるプロセスの経済

性を考える上で極めて直要な因子となる．本年度は下水の高度処理に使用した活性炭を過

熱水蒸気を用いて再生賦活するプロセスの邸礎的データを得るために流勁屈を用いた丈険

を行なった．

4・47 プラスチックスの熱分解に閃する研究

助教授鈴木却之・教授河添邦太朗

ポリ・オレフィンの熱分解により怪質油を得るプロセスの聞発の延礎研究として，本年

度は乾留型操作により生成する油の沸点範囲等につき検討し，反応部上部に冷却管を取付

82 



けることにより軽質成分を能率良く得る可能性を見出した．

4・48 ゲル炉過に関する化学工学的研究

助教授鈴木某之

ゲ｝レ炉過はファイン・ケミカ）レその他の分離手段として有用性が認められているが，工

学的な分離性能に関する議論は少ない．本研究は特にゲ）レ粒子間をパルス状で流れる大分

子および小分子のパ｝レス幅の拡がりについて，理論的並びに実験的に研究を進め，ゲル戸

過による分離装置設計のための悲礎的手法を確立することを目的としている．

4・49 異相系操作におけるクロマト法の研究（継続）

助教授鈴木基之

異相系装置内の速度過程を測定するための一手法としてクロマト法を用いたモーメント

解折1こついて，その応用の可能性を検討している．今年度は熱と物質の同時移動という競

点から湿った多孔買充搬屈内の伝熱について検討し，蒸気移動によるエンタ）レヒ°―輸送に

ついて考察した．

4• 50 新しい有機試験による工業分析法（継続）

教授武蔚義ー・助手和田芳裕

従来から新しいキレート系有機試薬を工業分折法に応用する研究を行なっているが，そ

の一環としてキシリジルプルーを用いてニッケルや水銀と共存するコバルトの光度定批を

行ない，テトラエチレンペンタミンをいんぺい剤とすることによって良好な結果を得た．

4・51 クーロメトリに関する研究（継続）

教授武藤義一

定電位クーロメトリの応用而を開発するために新型のランニングワイヤ電極を用い銅，

水銀および銀の定誓に成功したまたクーロメトリック・デテクターによる液体クロマト

グラフィの研究も行ない，金限の一斉分祈の検討を行なった．

4・52 水銀非水溶液界而における電気二重層の研究

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

大学院学生山本孝一

従来のマノメータ方式のものよりも一桁梢度の高いエレクトロキャヒ°ラリーメータを試

作し，水銀ジメチ）レス）レホキシド界面での種々の無機イオンの吸普現象を明らかにし，溶

媒分子の配向の効果を考察し，水溶液系での結果と比較検討する． （一部科学研究費）
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4・53 可溶化系のポーラログラフ的研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子・技官鈴木 榮

水に甦溶性の物質を界面活性剤によって可溶化することは工業上広く行なわれている．

しかし溶液中における可溶化系の性質，存在状態については不分明の点が多い．本研究は

分散染料，油溶性ビタミンを可溶化し，ボーラログラフ拡散電流を測定することにより，

粒子の大きさを推定するとともに，その際の電解搬棺を検討している． （一部科学研究喪）

4・54 界面活性剤水溶液のボーラログラフ的研究（継続）

教投早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子・技官鈴木 磁

界而活性剤水溶液は滴下水銀電極において，電位の変化にともない特異的な吸・脱苦挙

動を示す．直流あるいは交流ボーラログラフの脱箸電位を測定することにより臨界ミセル’

濃度を知ることができる．また交流周波数を変化させるこりにより，脱普電位付近におけ

る微細な配向変化を検討している． （一部科学研究費）

4・55 オン界面活性剤の迅速分析（継続）

教授早野茂夫・教授浅原照三

非イオン界百活性剤の応用範囲が急激に広まるについて，これによる水汚染問題が憂慮

されるに至っている．本研究は非イオン界而活性剤の迅速分析法を検討し，水汚染問題を

解析するための新しい方法を得ようとするものである． （一部科学研究費）

4・56 弗素系界面活性剤を主体とする消火剤の検定規準の設定

教授早野茂夫・研究生チャン・ディン・トウォン

弗素系界面活性剤を主体とする消火剤は，石油火災の初期消火に有効なものとして認識

されており，近く急速に普及するものと予想されている．代表的な弗索系界面活性剤消火

剤の系統的分離分析法，ならびにいくつかの特性化方法を提案した．

4・57 水中微鼠重金属の迅速定鼠

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

微分パルスポーラログラフ法と阻極溶出波法を併用し， ppbレベルの微足のカドミウ

ム，クロム，鉛などを迅速に定屈する方法を確立する．

4・58 高炉内における正ガスの挙動に関する研究

教授餡 充•技官鈴木吉哉•技官桑野芳ー・ほか 10 名

高炉炉内での H2ガスの挙動に関して十分に解明されてない．本試験では羽口から天然

ガスを炉内に吹込み，炉内ガス中の圧濃度を種々変え，それぞれの段階で炉高さ方向の

ガス中圧および H心を分析し，水素の挙動を調査した．その結果，炉全体のガス利用
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率の而で， Hz利用率は co利用率よりも大きいこと，またシャフト上部における水性ガ
ス反応の動向の面では，平衡状態よりかなり離れていることが明らかとなった．

4・59 半還元鉄鉱石中の Siと S02の分離定鍼に関する研究

教授館 充•技官中村成子研究嘱託李 海沫

高炉内での鉄鉱石の還元状況の推移，造滓成分の挙動，ならびに高温域における生成鉄

への浸炭と溶融，スラグ分離， Siの還元などの諸過程を解明するため，試険高炉の各レ

ベルから採取した固体（および液体）試料の化学分析， XMA分析，結晶組織学的調査を

行なった．

4・60 酸化鉄一固体還元剤の反応に関する研究

教授館 充・研究嘱託李 海沫

酸化鉄の固体遠元剤による遠元機構にはまだ不明の点が多い．酸化鉄—固体遠元剤の反

応は実際高温域において意味をもつものであるから，本実険では高温域で反応をおこなわ

しめ，その機構を研究してゆく．

4・61 連続製鋼フ゜ロセスのシステム合成

教授餡 充•大学院学生中村正宣

流れ系での製鋼反応の数学的モデルによる考察を基礎に，連続製鋼プロセスを，システ

ム合成の手法を使って設計し，コスト面での実現可能性を調べている．

4• 62 LD転炉型反応装置における溶鉄の脱炭反応過程の研究

教授館 充大学院学生中村正宣技官辻 英太

50kg実験室転炉で，一定温度に加熱，溶解した鉄炭素合金に，種々のテンス条件のも

とで酸素を吹きつけたときの，溶鉄中への酸索の移動過程を酸索濃淡電池を使って調べ，

脱炭反応過程との対応をみている．また，炉内溶鉄表面観察，排ガスの連続分祈，火点部

温度測定も行なっている．

4・63 高炉モデルの研究

教授館 充•技官本田紘ー・大学院学生全 明

高炉を機能別に，三つに分割したモデルにより，還元性ガス吹込みの効果，コークスの

反応性の効果を予測した．さらに，半径方向の不均一分布のもたらす効果，炉熱に影密を

及ぼすと思われる諸要因の効果を評価しうるモデルの研究を行なっている．
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4・64 高炉燃焼帯における天然ガスの燃焼に関する研究

教授餡 充•技官鈴木吉哉

技官大谷啓ー・技官松綺幹康

高炉燃焼帯へ天然ガスを吹込むことによって，燃焼帯がどのような変化を示すかを明ら

かにするために，モデルによる試険を行なった．

天然ガス吹込みは，単純なノズ）レ方式と純酸素特殊バーナ方式で行ない，ノズル方式の

場合天然ガスは燃焼帯内で極端に片寄って燃焼し，バーナ方式では，バーナ先端の位四の

変化にともなって酸化帯が変動することが明らかとなった．

4・65 コークス抑発分中の水索の気化速度に関する研究

教授館 充•技官張 京植

コークス揮発分中の水索合有鼠とその気化速度に関する情報は高炉の水素ガスの利用率

を評価する上で菫要である．試験高炉で使用するコークスについて水素の絶対鼠，各温度

区間での水素の気化鼠，さらに気化辿度等に関する悲嚢的調査を行なった． その結呆，コ

ークス抑発分中の所定温度までの気化紐は粒度と温度の影苦を受け， しかも温度の影唇が

より顕著であることがわかった．

4・66 向流移動屈 2次元モデルによる装入物の分布に関する研究

教授館 充•技官桑野芳一

技官大谷啓ー・技官松i裔幹康

高炉シャフト部における装入物の分布，およびガス流の分布を解明するために，試険高

炉と等寸大の向流移動陪 2次元モデルを製作し，混合装入および陪状装入について，装入

物がベルを離れる時の初速，落下の軌跡，装入物の分布の機構などを謁査した． その結呆，

ストックレベルにおける直径方向の装入物の分布は，混分装入時では密積する過歪で，屈

状装入時では落下の位骰と中央部の安息角によって分布が決まる事が明らかとなった．

4・67 還元鉄の誘均加熱遠元に関する研究

教授餡 充•技官桑野芳ー・技官呉 平男

還元鉄を使用した製鉄法として，誘迎加熱による遠元の仕上げと溶解の可能性について

検討した結果一定の見通しを得たので，還元率 50-100%の遠元鉄を固体炭素にて逗元

の仕上げを行なわせる実険をやっている．

4・68 coー比混合ガスによる鉄鉱石の逗元実験

教授館 充•技官呉 平男

高炉の複合送風に伴ない，シャフト部での H2の挙動の調査のため， CO-H2混合ガス

による焼結鉱の還元実験を行なった．遥元率は直批法にて測定し， Hz利用率は水蒸気吸
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収剤の重最増より算出した．水蒸気分祈はデューセル，乾湿球湿度計にて比餃分析したが

問題のないことが判明した．混合ガスによる還元速度は，還元率30%以上の部分では H2

とcoの還元速度を加算すれば良いことが解った．

4・69 非等湿還元の速度論的解析

教授館 充• 助手（特別研究員）大蔵明光

一般的には等温逗元における反応をもとに迎出した速度式を諸反応に適用している． し

かし適用の場合には種々の反応にともなって起きる処の諸因子を恒数の中に入れざるを得

ない．そこでより実際的な速度式を郡出する手段として非等温還元をおこない，その速度

論的解祈を試みるものである．

4・70 鉄 Whiskerの物性に関する研究（継続）

助手（特別研究員）大蔵明光

ミクロン単位の針状 Whiskerを製造し， Whiskerの成長方向と応力の関係，応力と

転位との関係について調査し，複合材料の基礎を確立しようとする研究である．

4・71 鉄 Whiskerの製造に関する研究（継続）

助手（特別研究員）大蔵明光・教授館 充

結昆椙造的に欠陥のない鉄の「せんい状単結晶」すなわち Whiskerは理論的最大強度

に近く，しかも高温に強く，耐食性がよく，疲労にも強い， FeCh系原料から特性を失う

ことなく量産できるガスカーテン装置の試作と，薗産に必要な基礎資料の調査をおこなっ

ている．

4・72 鉄の科学と技術の相互作用の歴史的研究（継続）

技官中沢設人

金属の科学は冶金技術との深い相互作用のもとに発展してきたこの相互作用は歴史的

にきわめて複雑である. 18世紀以来，金属材料学，金属組織学および金屈物理と金属の科

学が発展してきた跡を明らかにすることによって，冶金技術の発展との内的連関を解明

し，鉄鋼技術の将来の発展を支配する諸契機を検討している．

4・73 アークフ゜ラズマジェット下における冶金反応に関する研究（継続）

助教授明石和夫・助手石塚隆一

直流アーク方式により得られるアルゴンあるいはアルゴン水素プラズマジェットの超高

温下における金属酸化物の炭素還元反応と水素還元反応，高融点金属化合物の合成反応と

その物性測定，金属および金属化合物超微粉の製造とその物性測定，粗金属の精製などに

関する研究を行なっている．
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4・74 高周波プラズマを利用する冶金反応に関する研究（継続）

助教授明石和夫・助手石塚隆一

高周波プラズマ発生装置を組みこんだ反応装四を用い，アルゴン，窒素，酸索，水索な

どを作励ガスとして安定したプラズマ炎を長時間持続させる条件を求め，炎内における金

屈化合物の分解・還元反応，金属あるいは金属化合物の窒化・酸化・炭化・塩化反応，微

粉末の球状化について検討している．

4・75 よる溶融塩電解の基礎的研究（継続）

助教授明石和夫・大学院学生黄 仁某

アルカリ金屈のハロゲン化物を溶媒塩とし，多価金属の塩化物・フッ化物・酸化物など

を添加したときのカソードおよびアノードにおける阻イオン，陰イオンの放屯過程を，定

電位法・定電浣法（定常および非定常）を適用して検討するとともに，ガスクロマトグラ

フィによるガス分折結果，イオン電極を利用する電解浴分折結呆と照合して総合的に解肝

している．また酸化物・ 炭素混合電極，電導性金屈化合物電極の［陽極挙動を検討してい

る．

4・76 の採取と利用に関する研究（継続）

助教授明石和夫• 技官鈴木鉄也

アルミニウム製錬過程における有価金屈（ガリウム，バナジウムなど）の回収方法，半

珀体へのガリウムの電気めっき法と加熱による拡散現象，拡散後の電気的特性の変化，ハ

ナジウム，ガリウム合金の調製とその諸性質について検討している． （受託研究費）

4・77 の処理と利用に関する研究（継続）

助教授明石和夫・大学院学生癖 興仁

アルミニウム製錬の廃稟物である赤泥粒子につき，酸処理・加熱処理を行なった場合の

微視的性状，表而活性，組成などの変化を検討し，一種の吸舒剤として有効に利用するた

めの模索的実験を行ない，とくに石油の脱硫効果を検討した． （一部科学研究質）

4・78 複推形状部品製造への抵抗焼結法の応用

助教授原善四郎・助手明智消明

技官板橋正雄・研究員坂井徹郎

抵抗焼結法に必要な絶緑材として，雲母箔に代えてアート紙を使用することが可能であ

ることを見出したので，ハート形，あれい形，穴あき円角柱など複雑な断面形状の機械部

品の製造に，アート紙を絶縁材とした抵抗焼結法を利用することが可能になった．本年度

はこれら形状の鉄系機械部品の抵抗焼結条件と得られる焼結体の諸性質の関係について検

討した．

88 



4・79 金属製錬排煙微粒子の成分と挙動

助教授原善四郎・助手明智清明・技官板栂正雄

金屈製錬所周辺民家の屋内堆積徽拉子，家庭用テレビ高電圧部沈舒微粒子を採取し，成

分分折を行ない，高純度の Cd,Zn, Pbの存在を確認した.XPMAによるこれら徽泣子

の観察で， Znは 100(.l程度の拉子形で存在するが， Cdは各粒子に普遍的に存在するこ

とが認められた．

4・80 ウイスカー複合合金の製造

助教授原苦四郎・助手明智 i青明

技官板橋正雄・研究員坂井徹郎

瞬間抵抗焼結法をウイスカーと金属粉の混合物に施すことによって，ウイスカーの注買

を害なうことなく高密度のウイスカー一金属複合材料を得ることを目的として， SiC,鉄

などのウイスカーを鉄・タングステン粉，鉄粉にそれぞれ混合し，瞬間抵抗焼結を行なっ

て得られた焼結体の密度，引張り強さ，抗折力，金屈組識を謁べた. SiCウイスカーの少

最の配合で鉄焼結体の強度が著しく増大する現象が見出された．

4・81 金属粉末の熱間圧延（継続）

助教授原善四郎・助手明智清明・技官板栂正雄

金属粉末圧延においてロール回転数が低く，粉末供給凪が多いときは，圧延開始直後に

ロー）レ圧力が急上昇し，圧延板にねじれ，割れが生じ，安定した圧延が行なわれないこ

の不規則現象の過程そのものを検討し，その発生に及ぽす圧延粉末の材質，冷間・熱間の

圧延条件などの影密について検討した．

4・82 合金の析出硬化現象に関する研究（継続）

教授西川精ー・講師井野博満・助手長田和雄

Cu-Cr, Cu-Fe, Cu-Ti合金過飽和固溶体の分解過程の研究を行なった．特に初期肝出

物の熟的安定性について，焼入れ速度，時効条件などを変えて検討した．

Al-Zn-Mg合金の拉界強度について，時効条件， 荷重温度および速度，結晶拉の大き

さの面より検討を加えた.Al-Zr合金の折出と再結晶の動特性を調査した．

4・83 金属の固相拡散に関する研究（継続）

教授西川精ー・技官梅津 清・大学院学生楠 克之

Al中 Znの粒界拡散について研究を行なっている．現在実験結果の数値解折法につい

て各種の検討を加えている．

Pb中 Ag110の不純物拡散について研究を進めている．本系は従来一部解離拡散を行な

うということで注目されているものであるが，その解離度などについて基礎的な検討を加
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えることが目的である．

4・84 金属材料の水素脆性に関する研究（継続）

教授西川籾ー・請師井野博満・助手長田和雄

鉄合金，ニソケル合金などに水索を検制宮化した場合の構造変化，水素の拡散挙動など

について研究を進めている．

4・85 耐食性高カアルミニウム合金の研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健

Al-Mg合金に Znを添加した展伸材について Znの含有紐によって加工材および時効

材などに分け，機械的強度と耐食性試験などの各種試験を行なっている．本年度は Cr,

Mnなどを微紐添加した合金を中心にして，各種試険を行ない実用化の可能性を閲べた．

その結果，機械的性質や耐食性の点から優れた実用性をもつ合金であることがわかった．

4・86 ガンマ線の工業的利用（継続）

教扱加応正夫・助手佐藤乙丸•技官斉藤秀雄

!37Cs線源を用い後方散乱ガンマ線鼠が最大となる場合の入射角度と散乱角度の関係を

理泊と実険によって確かめた．またコンクリート中の鉄筋の位四ぎめに閃する韮翡研究を

行ない，その可能性を確認した．

4・87 放射性トレーサを利用したアルミニウムの孔食腐食に

閃する研究（継続）

教扱加藤正夫・助手井上 他

アルミニウムは水との環境のもとでは， しばしば孔食が発生するので問屈となる． この

孔食発生の原因としては金屈側と環境側の前々の因子が考えられ，

を示す．そこで RIをトレーサとして，主としてオートラジオグラフの手法を用いて，こ

の孔食腐食機桔を解明しようとするものである．本年度は環燒側に孔食発生の条件を与え

た場合金属側のどの部分に孔食が発生するかを ssFeをトレーサとしてオージェ電子ミク

ロオートラジオグラフィによって調べた．その結呆孔食発生時におけるミクロピットの大

多数のものは，アルミニウム表而のを合む金屈間化合物を中心にして形成されていること

がわかった．

4・88 オージェ電子によるオートラジオグラフィの研究（継続）

助手井上 健・教授加藤正夫

霞子捕筑壊変する 51Cr,54Mn, 55Fe, s℃ o, 64Cu, 6sznなどの放射性核種は 5-lOkeV

のエネルギのオージエ霞子を，ほぼ全壊変数の 50%以上の割合で放出している．本年度

はこの電子を利用したミクロオートラジオグラフィによって， 6sznで標識した Al-0.001 
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,-..,Q.1% Zn合金鋳造試料の鋳造時における Znの偏折状況を調べた．その結果きわめて

高い解像力で Znの偏折を知ることができた．

4・89 金属結晶粒界の構造と物性の研究（継続）

助教授石田洋一・大学院学生劉 勝利

透過電顕および電界イオン顕微鍛で粒界構造を解析した． この結果，対応粒界以外に準

規則粒界と云うべき種々の構造が見出だされた．そこでその成因につき幾何的ならびに電

子論的立場で解析し，一方規則性の乱れである粒界転位や階段につき一般式を求めた．粒

界物性については Al-Mg合金の 9相粒界折出を透氾電顕で統計的に謁べ，対応位界で

析出核生成が妨げられること．粒界転位芯が核生成場所として母くことなどを明らか1こし

た．

4・90 金属格子欠陥のメスバワー解析（継続）

助教授石田洋ー・技官佐々 紘ー・大学院学生梅山伸二

大学院学生成瀬明輔・大学院学生森 実

金属合金の格子欠陥とくに原子空孔と容質原子との相互作用を調べた.Al-57Fe希薄合

金については融点直下から急冷した試料，液相状態より splat急冷した薄膜，液体窒素温

度で s1Feをイオン打込みした試料などにつき解折した．イオン打込みは原子核研との共

同研究である．空孔張度の高い場合の一例として Fe-Ge非化学旦論的化合物相 Fe2Ge

を解折し空孔のまわりでは Galdanski効果が大きいことを見出した.Fe-Moおよび Al-

Sn合金の時効過程に関しても研究をすすめた．

4・91 金属高温塑性の組徽的解折（継続）

助教授石田洋一・大大学院学生森藤文夫

大学院学生小林保夫

Al-Mg合金のクリープ変形を本所 200kVおよび NPLlOOOkV電顕で動的観察し，

格子転位の運動を調べた． この結果クリープ律速槻構として転位同志の交差が相互の上昇

運動により低応力で生ずるためとするモデルを提出した． これを定量的に実施するため転

位組繊を三次元的に解析した．一方 Zn-Al細粒性超塑性合金の変形を動的観察

界の移勁度を調べこの変形が拡散クリープの一種であると推論した．
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第 5 部

5・1 地盤注入に関する基礎的研究（継続）

教授三木五三郎・助手今村芳徳•技官佐『長門司

地盤の性質の改善をはかるために開発され，実用されている各種のケミカルグラウトに

ついて，その浸透性と注入地聾土の強さおよび止水性の改良効果を，小型モールドと地盤

状態再現モールドを用いて実険的に研究した．

5・2 わが国の土の工学的分類法の研究

教授三木五三郎・大学院学生斎応孝夫

わが国では，特殊な工学的性買をもつ火山性土が広く分布していることなどもあって，

いまだ1こ標準的な土の判別分類法が確立されていないので，主としてその塑性，斎裔回め特

性および透水性に注目した新しい方法を研究した．

5・3 高速道路の交通制御に関する研究

助教授越 正設

首都高速道路を対象として，流入交通拡制御，可変情報提供，交通状況監視，交遥情況

予測などの手法について研究した．

5・4 水文学の研究の発展経過に関する調査（継続）

教投井口昌平• 助手臼井茂信

水文学の研究の発展の経過を，国際的および国内的な段階において，文献的に謁査す

る． これによって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする．

（一部科学研究費）

5・5 港湾の外郭および内部の諸施設の配匝 る水理学的研究（継続）

教授井口昌平•助手臼井茂信

特定の港湾の外郭および内部の諸施設の配置が港内の水理状態に及ぼす影密を明らかに

すること，およびそれらの施設の配置に対する特定の計酉を水理学的に検討することを目

的とする実験的研究． （受託研究費）

5・6 河床変動の特性に関する研究（継続）

教授井口昌平・助手臼井茂信

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物質との間の相互作用の
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結果，河床の形が砂れきたいの発達によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研研が行なわれている．そのために実験室内の直

線開水路の中に砂を敷き，流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水理要索と河

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめている．

（一部科学研究費）

5・7 実体写真測鼠を利用した梢密測定（継続）

教授丸安隆和・助教授村井俊治・助手（特別研究員）大島太市

実体写真測紐の方法を用いて精密な三次元的測定を行なう方法を開発し，各種の応用を

試みた．特に本年度は解析法による精度向上を基本的に研究した．

5・8 文化財の写真測鱚による実測（継続）

教授丸安隆和

特に，仏像，正倉院所蔵伎楽画についての実測図作成を行ない，多くの成果品を密軟で

きた．

5・9 土木構造物の自動設計• 自動製図技術の開発（継続）

教授丸安隆和・助教授（併）中村英夫・助教授村井俊治

道路の設計，これらに伴なう土木構造物，宅地造成などの最適設計と自動製図方式の開

発を進めている．

5・10 土木設計システムにおける地形情報処理（継続）

教授丸安隆和・助教授村井俊治

土木設計において考応すべき条件のうち，特に地形情報のしめる役割が大きいこれを

処理し，自然環境の保設，安全性，地域住民の要求等を考慮した土木設計システムを開発

するための研究が進められている．

5・11 海底地形の精密測定

教授丸安隆和• 助教授村井俊治

海中につくられる土木構造物の設計，施工にかかせない海底地形の梢密測定方式につい

て実険的な研究を進めている．

5・12 レジンコンクリートに関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治

研究嘱託大浜嘉彦・技官西村次男

レジンコンクリートの構造部材への適用を目的として，その強度ならびに弾塑性的性質
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に及ぽす各種要因の影響，圧縮疲労性状，補強方法などについて検討を進めている．

5・13 級維系材料によるコンクリートの引張強度特性の改善に関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治•技官星野富夫

主として Steelfibreによるコンクリートの引張強度改善を図ろうとしている．主要な

検討項目は.Steel fibreの添加方法， Steelfibreの寸法および添加絨とコンクリートの引

張強度特性との関係，コンクリート中における Steelfibreの腐食である．

5・14 超高強度コンクリートに関する研究

助教授小林一輔•助手伊藤利治

圧縮強度が 1,000kg/c記程度のコンクリートを得るための材料，配合ならび成形方法

を明らかにしたが，とくに材料面では減水剤の大屈添加が効果であることを確めた．

5・15 土木構造物の耐震性に関する研究（継続）

教授久保疫三郎

軟弱地盤上の構造物基礎の耐震設計を研究するため，現地実測 (LNGタンク基礎）と

その結果の解折を行ない，地震時の振動特性を解明しようとしている．

（一部科学研究費）

5・16 大型振動台による構造物の振動試験（継続）

教授久保罠三郎

大型振動台を用いて杭基礎をもつ構造の振動試験を行ない，杭周辺の土の杭におよぼす

影轡を研究し，杭を支持する条件と，杭を押すときの条件を明らかにした．構造物前面の

土の構造物の安定におよぽす作用についても研究した．ケーソン拡礎の付加質絨について

も研究した・

5・1T埋設管の耐震性に関する研究

教授久保度三郎

過去のいくつかの地震による埋設管の霰害の調査，砂と鋼管との動摩擦の測定，硬軟地

盤を貫通するパイプの地震時挙動の計算などを行ない，埋設管の耐震性を明かにする研究

を行なっている．

5・18 歩道桐の振動特性に関する研究

教授久保度三郎

横断歩道橋の振動性状ならびに地震時挙動につき，実験的ならびに理詮的解析を行なっ

た．階段のとりつけ方の異なる四つの歩道橋の起振機実験により，振動モデルを考え，地
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雲による応答を計算した結果では， Z形の歩道稿では橋軸方向が弱く，耐震性向上の対策

を検討した．

5・19 設計用入力地震動に関する研究（継続）

助教授片山恒雄

耐震設計に用いる地震動の性質を，多くの強雲記録の解祈から求めている．地震動最大

加速度とマグニチュード，震央距離の関係や加速度応答スペクトルの性質を，主としてバ

ラッキについて考察し，確率的な考えにもとづく設計法への悲礎資料を得ることを目的と

する．埋立地における地震勁観測も行なっている． （一部科学研究費）

5・20 常時微動測定による土木構造物の振動性状に関する研究（継続）

助教授片山恒雄

各種土木構造物の振動性状を常時微勁測定の結呆から推定することを研究している．フ

ィルダム，歩道桐， RC建物などで実測を行ない，ランダム波の解折によってどのような

情報が抽出できるかを検討している．

5・21 鋼構造仕口の力学的挙勁に関する研完（継続）

教授田中 尚

水平力をうける鋼構造の柱はり接合部，主としてH形断面はりとH形柱，箱形柱，丸柱

との接合部の力学的挙動を一連の研究計画のもとに理論的，実験的研究を行なっており，

接合部の設計法を確立しようとしている．

5・22 鋼製ばりの塑性横座屈に関する研究（継続）

教授田中 尚・助教授高梨晃ー・助手宇田川邦明

鋼製ばりの塑性域における横座屈現象を理論的ならびに実険的に解明しようとしてお

り，塑性設計において，はりがその全塑性モーメントを維持したまま十分変形しうるよう

な適切な補剛材の間隔ならびに補隋材の必要とされる強度と園性を追求している．

5・23 軸力の卓越する鋼部材の繰返し挙動に関する研究

教授田中 尚・助手重信恒雄•技官嶋脇典助

柱や斜材のように軸方向力の卓越する部材において曲げ，または軸力が繰返される時の

復元力，変形能力を実険的，理論的に解明し，部材特性の簡単な追跡手段を開発すること

により，骨組の動的解析のための基礎資料を得ようとしている．
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5・24 繰返し載荷をうける鋼構造部材の塑性挙動に関する研究

教授田中 尚•助教授高梨晃一

助手宇田川邦明・技官鳩脇典助

強震時における鋼構造部材の動的塑性挙勁を定鼠的に把握するために， H形断面部材に

入力波として定常波および人工地震波を作用させて部材の横座屈，局部座屈，変形能力等

を実険的に求め高附建築構造物の塑性設計の確立を目指している．

5・25 関する研完

助敦授川股玉也・ 助手半谷裕彦・技官塩屋繁松

技官米田 設・大学院学生真柄栄毀• 大学院学生遠障 彰

大学院学生祖l野 透・大学院学生皆川洋ー・大学院学生国田二郎

曲而構造の弾性的性状に関し，次の各項の研究をおこなっている．

(1) 摂動法による安定問題の解折

(2) シェルの非線形解祈と弾性安定

(3) つり屋根構造の非線形解祈

(4) 膜構造の非線形解肝

5・26 有限要索法による構造物の解祈（継続）

助教授川股重也•技官塩屋繁松

大学院学生遠笥 形・大学院学生望月 敏

有限要素法による構造物の解折に関して，次の各項の研究をおこなっている．

(1) 平而，立体，回転体等，連続体の応力解折

(2) 曲面構造の弾性解折

(3) コンクリート構造物のクリープi!祖斤

(4) 連続体の熱伝迎解祈

5・27 PCPV (プレストレスト・コンクリート圧力容器）に関する研究

助敦授川股璽也・助手半谷裕彦

技官塩屋繁松•技官米田 裳

原子炉圧力容器としての PCPVの設計法に関して継涜的に研究を続けている．今年度

は，アイソパラメトリック要索による弾性解折，模型実険による破壊性状の研究をおこな

うとともに，コンクリートの多軸応力下でのクリープ性状に関しての実険1こ着手した．
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5・28 構造物の振動衰減に関する研究

助教授川股重也・大学院学生金沢京子

臨時事業で行なっている耐震ダンパーの開発に関連して非線線減衰をもつ系の振動注状

を理論的に追及している．

5・29 住居集合論

助教授原 広司

住居の集合形式について，地域・時代をこえた法則性の追求．昨年度は，ヨーロッパお

よびアフリカの集落の調査を行なった新たな都市計画あるいは住居地計画の方法の構築

を目標としている．

5・30 空間概念についての理論（継続）

助教授原炒広司

文化のパターンあるいは時代に対応して，特定な空間概念が存在するという仮設の論

証，空間論を歴史のうえで系統的に整理し，建築空間との対応をみる．〈決定〉について

の研究の一端．

5・31 高密度地区計画についての基礎的研究（継続）

助教授原 広司

高密度地区の計画の方法については，現在ほとんど確定したものがない．それゆえ，諸

外国の再開発計画等を対象にして，それぞれの計画において適用されている方法を比較検

討することによって定式化し，それらを基礎にして新たな方法を確立しようとしている．

具体的には活動等高線による解析方法の開発を行なっている．

5• 32 Acitivity Contourについての基礎的研究（継続）

助教授原 広司

都市の活動を全体的にとらえる方法としての活動等高線の性状を研究する特に閉曲線

の図形的構造をあきらかにする新しい把握を見出し，そをによって理論的展開をはかって

いる．

5・33 建築性能のシステムに関する研究（継続）

教授池辺 悶・助手渡辺健一（宇宙研）

技官臼田俊昭（宇宙研）・大学院学生奥田宗幸

大学院学生瀬口哲夫

建築性能は，部位別性能としてとらえられてきたが，建築の性能とは何かが改めて問題

となっている． この研究は，建築の総合としての性能の理論化を目標として，性能項目の
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ビックアップ，および性能のランキングの方法の理論化を行なっている．また，これはモ

デュラーコーディネーションの基礎となっている．

5・34 宇宙研究のための建築施設の設計研究

教授池辺 湯・教授勝田高司・教授田中 尚

助手渡辺健一（宇宙研）・助教授川股璽也・助教授高梨晃一

技官臼田俊昭（宇宙研）・研究嘱託木村俊彦

宇宙研究用追築施設による研究は数年間にわたって行なっており，その結呆を設計に応

用して鹿児島スペースセンター，能代実験場の設計を行なってきた．研究は設計一般を池

辺，構造を田中，川股，高梨，環境を勝田が分担した．研究の中心課題は，鋼構造を中心

とした工業生産的方法，建築空間のフレキシビリティなどを主として進めている．

5・35 設計晶礎理論

教授池辺 湯•助手（特別研究員）外山知徳

大学院学生瀬口哲夫・大学院学生謡波和彦・大学院学生土井広夫

大学院学生和智信二郎・研究生野々瀬暁

現在の工業設社は，歯慣的な方法で行なわれており，今後の展開のためには，新しい方

法の確立が必要である．この研究は，その一部として主として住宅，建築物の設計を通し

て，工業生産品のクリエイティプな設計の理論化を行なっている．また，テクノロジーア

セスンメトの方法の理論化を行なっている．

5・36 住居設計基礎理論（継続）

教授池辺 陽・元技官佐藤夕美子・大学院学生原田睦夫

大学院学生臭田宗幸・大学院学生離波和彦・大学院学生土井広夫

大学院学生和智信二郎・大学院学生川村雅憲・大学院学生星野 進

研究生野々瀬暁

従来の日本の住居は生活様式，生産方法その他の面に欠陥があり，その解決は重要な課

題である． この研究はその一部として，住居デザインの理論化を目椋として進められてい

るものである．方法として，資料分析，実険住宅の設計実施などを併用し，現在までに組

織理論をほぼ終了し，動的組縦，スペースユニットの試作分折を行なった現在は，これ

らの設計基礎理論を身障者のための住宅と集合住宅に対して適用し，今後の住宅のパター

ンを追跡している．また独立住宅の試作も行なっている．
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5・37 建築モデュラー・コーディネーションの研究（継続）

教授池辺陽・助手（宇宙研）渡辺健一・助手（特別研究員）外山知徳

技官（宇宙研）臼田俊明・大学院学生原田 睦夫・大学院学生臭田宗幸

大学院学生瀬口哲夫・大学院学生茂木恵子・大学院学生川村雅憲

研究生野々瀬院・研究嘱託茂木信明

建築の工業化の進展は建築各部品の椋準化を必要としている．椋準化の前提条件ともい

うべきデュール（基準尺度）について理論および実験研究を行なってきたが，叫=2"+

2年 llp+2年 2lq+2年 3lr(P,r,rは0または 1)によってあらわされる数列を完成し，そ

の展開を行なっている． このモデュールは建築部材断面より，部屋の大きさ，建築プロッ

クから都市計画にまで適用されるものであり，このモデュールの考え方は池辺研究室で行

なっている研究のすべての基礎を構成している.5GMシステムの住宅および家具の設計

への適用の検討（実験法のシステムの研究，新しい概念コントローリングソーンおよび

3・1・3尺度などに基づくコーディネーションシステムの研究），それに基づく室空間お

よび共用フロー・スペースの寸法の屈準化を行なっている．

5・38 居住蝶境のデザイン・システム（継続）

教投池辺 閲・ 助手（特別研究員）外山知徳

大学院学生鈴木幹男大学院学生茂木恵子

居住環境をシステムエンジニャリング的に把握し，工学的生産組織による環境造成を行

なうことを目的として行なっている研究である．人口 10万を基本単位とする深境につい

て，モデル設計を人口 2000人のユニットを中心として検討しており，これまでに，実際

の団地 2 ケ所についてのモデル設計，人間の集合レベル尺度として (3• 1・3設計）レベ

｝レ 9(1, 000戸）を中心にそれに対応する住居および環境プラントのモデルを行なって来

た．本年は共用施設に焦点をあてて，その椋準化を研完している．

5・39 建築部品の工業化に関する実験研究（継続）

数授池辺 陽・元研究嘱託松沢貴美子

大学院学生原田 睦夫・大学院学生和智信二郎

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは，現在必然的な動向である． これに

対してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない，各部品の性能，費用などをチェ

ックすることにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，墜，構造体，な

どの部分についてその実験を進めている．金属材料 FRPを主とする建築について宇宙銀

測研究所への実施を対象とした試作住宅における設備ユニットのプロトタイプの仕様の作

成，住宅部品としての家具について提案，開発材料の性能設定と製品化の研究を行なって

いる．
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5・40 学校におけ に関する研究

紋扱石井聖光・助手橘 秀樹

小中学校を対象とした学校建築について，主として交通騒音を防止する方法について検

討を行なった．

5・41 都市における 防除に閃する研究

教長石井聖光・技官山口道征• ほか5名

る研究として実施し，交通信号のコンピータ掴御（越助教

授担当）の対象となっている西麻布3丁目から應比寿3丁目の区間で交差点の騒音と交通

信号の関係を謁らべ，また信号と信号の中間地点で交通且，信号と騒音の関係を道路端お

よびビ）レの上陪で謁査した．

5・42 都市における

市街地の 1/20-1/40模型によ

数投石井聖光・技官山口道征

伝飯に関する実険を行ない，道路両側にビ

ルがある場合その反射のため 5dB近く騒音レベルが上昇することが解かった．

5・43 交通騒音の伝搬に杖lするコンピュータによるシミュレーション

教授石井聖光・大学院学生岩瀬昭雄

臨時事業毀による研究で行なっている道路羅音について，コンビュータによるシミュレ

ーションの研究を始め，現揚での実測データとの比餃を行なった．また市街地の交通緊音

がビ）レの璧而からの反射によって増大する現象について検討を行なった．

5・44 大型空調設備からの騒音防止に閃する研究

教校石井聖光・助手橘 秀樹

高阿ビルに設備される大型空晶機器からの騒音が近隣に及ぼす影密を防止するための各

穂対策について，模型実険によって検討を始めた．

5・45 シミュレーション

教授石井聖光・助手橘 秀柏

われわれの開兒した窒素を媒質とする二つの残苦完模型の間に試料を装着し，

則のみでなく，コインシデンス効呆についても相似則を満足させる校型材料の研究を開始

した．

100 



5・46 窒素を媒質とする音唇模型実験の研究（継続）

教授石井聖光・助手橘 秀樹

昨年度でこの方法による室内音署模型実険法は一応完成したが，引続きその応用研究を

行なっている．

5・47 と聴感に関する基礎研究

教授石井聖光・大学院学生高良康子

本年度は直接音と時間遅れのある反射に関する聴感試験と，オクタープバンドノイズの

短音に対する方向感を垂直，水平両面について測定した．

5・48 地下鉄の防振・防音に関する研究

教授石井聖光・ 助手橘 秀樹・技官山口道征

地下鉄の隧道に各種の防振対策を行なった場合の効呆について，営団地下鉄9号線国会

議事堂前—表参道間の 10 ケ所について実地謁査を行ない種々検討した．

5・49 乱流による騒音，振動の発生搬構に関する研究（継続）

教授勝田高司・助手寺尾道仁

空気調和ダクト系の送風気流に伴なう騒音の発生機構を究明し，その防止技術の研究を

行なう．すなわち，ダクト系各部要素（直管，曲がり，分岐，拡大小，断面急変部，吹出，

吸込機構，空気調和機器など）その幾何学的形状，振動的構造，変動圧，変動流速等気流

の性状，空間的音惚性状等諸鼠の間の時間的空間的多元的関係について，解折を進めてい

る．

5・50 住宅設備に関する研究（継続）

教授勝田高司・講師村上周三

大学院学生吉野博•技官杉山真ー・研究生鈴木一弘

給湯，換気，暖房，冷房等の設備を住宅に設殴する際に必要とされる設計資料に関する

基礎的研究を行なっている．また住宅設備の立場から，居住環境の性能標準に関する研究

を行なっている．

5・51 室内空気分布に関する研究（継続）

教授勝田高司・講師村上周三

大学院学生小林信行・大学院学生戸河里敏

空気調和および換気に伴なう室内空気の温度および気流速度について模型実験を行なっ

て，とくに居住域における気流の乱れの性状と居住域に関する相似則を理論ならびに実険

的に明らかにする．気流の乱れに関する計測は超音波風速計，相関器，電算機などを用い
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て乱れの強さ，自己相関係数，パワースペクト）レ密度，渦動枯性係数などを X,Y,Zの

3方向別に求めている．

5・52 サッシおよび外壁接合部の気密•水密に関する研究（継続）

敦授勝田高司・助手寺尾道仁

サッシおよびカーテンウォル構成材の接合部につき，気密• 水密性能と風圧変動との関

係を明らかにするための冦礎実険，および性能判定のための試険方法について研究を行な

っている．

5・53 市街地の気流に関する研完（継続）

教授勝田高司・講師村上周三

大学院学生池田耕ー・技官上原 清

建物周辺に発生する強風並びに周囲に形成される wakeおよび cavityの内部の乱れ

の構造に関する風洞実験並びに実測を行なっているまた建物周囲における拡散現象に関

する実測並びに風洞実験を行なっている．

5・54 誓熱槽に関する研究（継続）

教授勝田高司・大学院学生小林信行

荼熱槽内の流れにより生じる温度分布等を詳しく調べ，寄熱槽の特性を研究する．また

蓄熱式冷暖房方式の連転方式の研究を進める．

5・55 ヒストリック・クォーターの開発手法の研究（継続）

助教授村松貞次郎

ヒストリック・クォーター（辰史的文化地域）とは，従来の建物とか史蹟とか点による

文化財の保存に対して，町並みとか町の中の一地域とか，面的な拡がりを持った文化的地

域を指すもので，わが国では全く新しい概念である．その保存は多くの場合開発的保存が

要求されるので，そのシステムの確立が緊要の諜題になっている． この研究はある特定地

域にモデルをとって，その手法の開発を目指すものである．

5・56 建築の発達の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への発展をたどっ

てきた． この過程を技術史的に分折し，建築技術の本質と発逹の法則を明らかにすること

は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的に把握するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ祖極的な示唆を与えるような建築史

の体系を新しく作りあげることを目的としているものである．
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5・57 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

幕末・維新初期において迎入された西欧建築技術の摂取の過程と，明治時代における発

展の事情とを，工場建築その他において検討し，木造建築技術の近代化の実情・煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術尊入に伴う二，三の問題点などを研究

した．その成果は「生産技術研究所報告」第 10巻第 7号として刊行され，さらに具体的

事例の調査研究および資料の収集を行なっている．

5・58 日本における建築設計組織の歴史的研究（継続）

助教授村松貞次郎

日本における建築設計組織を主要なグループに分け，民間建築家，官公庁営繕，建設業

設計部などとし，その歴史と組織の特質を究明するものである．これによってわが国にお

ける建築生産の特質の一半が明らかになり，将来に資するところが大きいと考えられる．

5・59 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

建築生産技術は，作業の工場への移行，機械による大鼠生産化により最近飛躍的に発展

している． この変化は現在まだ初期の段階にあると考えられるが，これを技術史的観点か

ら総合的にとらえることによって，将来の最も効果的な技術開発方法を究明する．現在，

ケーススタディとして住宅用設備（浴室・便所・厨房）のユニット化に関する研究を行な

っている．
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5. 科学研究費，受託研究費によって行なわれた研究（リスト）

A. 科学研究費

一般研究 (A)

研究謀題

多繋計算槻方式によるオンライン・システムの研究

固体表面上における直接重合被覆法の研究

一般研究 (B)

光ヘテロダイン法による液体中の UHF超音波に関する研究

自動車用機閃の燃焼改巻のための燃焼室内のガス流勁に関する研究

工作機遥応制御の研究

地形景観情報処理とその土木設計への応用に関する研究

固液共存状態における金属の変形挙動と塑性加工に閃する研究

金属の凝固微細組織と材料の諸性質に関する研究

梢密電鼠法による微鼠連続分析法に関する研究

ジエン類誘奪体の合成ならびにその高煎合反応に閃する研究

一般研究 (C)

サイリスタ無整流子電勁槻の動作特性に閃する研究

トソネリングスペクトロスコビーによる MOMおよび MOS構造の界面状

態の研究

椋準強震動応答スペクトルの作成に関する研究

鋼構造部材，架構の動的強度に関する研究

硬度測定によるガラス降伏応力の研究

界面活性剤によるビニ｝レモノマーの重合

一般研究 (D)

平而応力下における金属表面の疲れ分布き裂に関する研究

能動型ダンパによる切削性能向上に関する研究

機械構造物に与える複数の地震時入力の相関性および非定常性解折に関する

研究

X線ホログラフィを利用した高倍率，高分解能X線頸微鯰

一般研究 (A)継続

材料の不連続坦界における疲労破壊の進行に関する破壊力学的研究

オリゴマー低域化合物の合成と物性に関する研究

新しい分離祖による無機物質の分離の研究

l 研究担当者
渡辺 膀

早野茂夫

根岸膀雄

平尾 収

大島康次郎

村井俊治

木内 学

色貞文

武蔚義一

妹尾 学

原島文雄

安逹芳夫

片山恒雄

田中 尚

今岡 稔

白石振作

萩生田善明

佐藤 芳

鈴木浩平

菊田捏志

北川英夫

浪原照三

山辺武郎
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一般研究 (B)継続

図面読取，立体図形創成のための自動システムに関する研究

半等体電極を用いる光電極反応の研究

田

多

柴

本 健

碧

一般研究 (C)継続

ヽ
~
ヽ
~1

2

 

（

（

 

究

究
研

研

験

験

試

試

-

t

 

ヘッドアクセス・サーボ機構の高性能化に関する研究 大 島 康次郎

地震時における大規模システムの過渡現象についての基礎的研究

水処理における活性炭吸着システムの研究

田

添

柴

河
碧

邦太朗

耐熱性弾性材料に関する研究

はくひずみゲージの新しいパタンの開発とその評価法に関する試験研究

焼結冷鍛の研究

赤泥の工業的利用に関する研究

菌

井

野

石

後

大

天

明

故 信行

光四郎

宮男

和夫

試験研究 (2)継続

工作機械の要索梢造と全体構造の動剛性に関する研究

レーザ・ビーム伝送実用化試験装置の試作研究

モアレ法におけるひずみ測定精度向上に関する研究

光学的方法による急しゅん波衝撃電圧の発生ならびに測定に関する研究

藤

藤

田

村

佐

斎

山

河

壽

成

嘉

逹

芳

文

昭

雄

特定研究 (1)

I 
特定研究 (2)

I 濃淡のある両像情報処理に関する研究
特定研究 (2)継続

I 水資源の存在状態に及ぽす人的影菩に関する研究
総合研究 (A)

合成洗剤の生分解性に関する研究

高結合圧電材料とその応用

地中筒状構造物の地震時挙動と耐震設計に関する研究

自然災害特別研究 (2)

l 

環境制御のための計罫機システム 大 島 康次郎 I 

尾 上 守 夫

井 ロ 昌 平

原

上

保

浅

尾

久

照三

守夫

度三郎

生産施設の地震時入力と地震時応答に関する研究 久 保 疫三郎
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奨励研究 (A)

粉末焼結体の降伏および破壊条件式の確立

空気調和設仰流体機器の類音低減に関する研究

テロマー誘郡体に閃する研究

曲面構造の不安定現象に関する研究

煎クロム酸塩を感光剤とする水溶性フォトレジストの培感

―― 

天野

寺尾

佐藤

半谷裕

佐々木政

宮

道
男

仁

瑞

彦

子

B. 受託研究費

本所の受託研究は，昭和 24年から開始し， 47年度において次のような数字を示してい

る．

受理件数 39件

歳入額 27,986千円

委託者は主こして工業生産に関係ある事業機関と官公庁などの研究槻関である. 47年度

中に受理した分につき題目などをあげればつぎのとおりである．

番号 受 託 題 目

生

弘

弘

和

弘

夫

収

夫

郎

二

雄

夫

郎

雄

久

郎

雄

雄

夫

夫

収

光

次

三

四

安

隆

和

守

康

製

威

亦

災

文

正

重

禎

文

正

芳

聖

飼

木

崎

安

木

石

尾

上

島

崎

川

村

保

島

永

村

羽

島

藤

逹

尾

井

ー

島

鈴

野

丸

鈴

明

平

尾

大

浜

中

中

久

原

松

田

高

原

加

安

平

石

r
 

主任研究者

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
 

プラスチック成形加工における超音波の応用に関する研究

板の矯正加工の晶礎的研究

現像剤を必要としない作像方式の研究

高炉スラグの利用に関する研究

コールドロールフォーミングに関する誌礎的研究

製錬工程における有価特殊金属の回収とその利用に関する研究

自動車の安全公害等に関する研究

超高周波圧電振勁子の研究

洞道掘削機の自動制御サーボ機構の研究

多次元通信に関する悲礎的研究

プリンタ部品の生産加工の研究

無公害バルプ製造法に関する基礎的研究

液化ガスタンク基礎の耐霞性の研究

サイリスタ変換器による交流屯動機の駆動に閃する研究

軸受腐食の研究

嗚門海峡における地裳波の解折

道路ー自動車間の情報交換方式の研究

誘郡自助車の研究

放射線遮蔽材に関する研究

MIS形電界効呆トランジスタの低周波雑音物性の研究

自動車の安全装屈の材料に関する研究

営団地下鉄9号線における各種軌道構造の防振防音効果に関する調査

研究
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I: 

フィルダムの強露時における非線型挙勁に関する研究 ＇ lI 田 村亙四郎
ダム地点地震特性の解析的研究 田村直四郎

25 光伝送に閃する研究 斎藤成文

26 水力開発におけるリモートセンシングの応用に関する研究 丸安隆和

27 自動車原動機の性能向上の研究 水町長生

28 自動車の動力性に関する研究 平尾 収

29 自動車の力学的問題に関する研究 亘理 厚

30 自動車の流体力学的問題に関する研究 石原智男

31 エレクトロニクスの自勁車への応用 原監文雄

32 近地地震の構造物に対する影筈に関する研究 久保度三郎

33 循環形記磁装匝を用いた道路網交通流模擬に関する研究 高羽禎雄

34 トンネル這流による薄いシリコン酸化膜及び半導体表而状態の研究 安逹芳夫

35 梢製糖工程の計測器機の開発に閃する研究 山口 雄

36 フィルダムの強震時における非腺型挙勁に閃する研究 田村菫四郎

37 校型貯油桔の振勁実検 柴田 4宜→9し

38 有限要素法による構辿解折法の研究 山田嘉昭

39 水力開発におけるリモートセンシングの応用に関する研究 丸安隆和
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6. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

材料実険室は，面禎 354m汽主な共通設備は容盟 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, 100 t 

の万能試険槻のほか，ねじり，厨撃，かたさ，圧力計試険搬などである．設備は本所の共

遥施設の一つとして，所内各部の研究に利用されている．最近において，インストロン型

10 t万能試検搬を設似i充実した． （第 1部）

2. 微小部X線分析装置

本装i筐は HITACHIXMA-M 1型を主体とするもので，分散型分光器によって 12Mg

以上の諮元素，および非分散型エネルギ分折器によって 6C-s0の定性分祈ができる．付

属装置として，プラウン管による 2次元佼悶察ユニット，試料加熱炉を備えている．この

装四によって化学および金属学への応用研究が行なわれている． （第1部）

3. 自然地震応答観測用化学プラント構造物モデル

鉄筋コンクリート地下一屈地上一間の試験体兼計測器室と鉄骨構造物を中心に塔植，つ

りタンク，配管，貯槽その他から成っている．院接地表上などを含めた各点の加速度を地

震によって起動する記録装置によって常時観測しているほか，水平励の長周期成分や地動

のねじり成分を測っている．とくに前者については連続観測を行なっている これらの結

果は化学プラントの耐震設計の改善のため使用される． （第2部）

4. 機械振動解析処理設備

本設備はアナログ計冥楓 (NEAC-300)とその附謁設価，小型電子計算機 (TOSBAC-

40), 振励特性測定装四 (SD-1002C-17)および各種加振装四（電磁油圧式2,電磁式3,

機械式 1) と各種計測装四から成りたっており，機械構造物，車両，工作槻械および各種

プラントの振励特性の計測・解折を行なっている．現在関係研究室に分散しているが将来

一箇所に集中する計画である. • (第2部）

5. 風路付水槽

本水槽は長さ 20.84m,幅 1.8m,深さ 1.35mの極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に造波装置を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよ

い消波装四を備えている．この水槽上部に高さ 1.10m, 幅 2.40mの風路が設けられ，

2台の送風機により最高の風速 15m/secがえられる．波と風速との組合わせを変えるこ
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とにより，いろいろの海面状態におこる船の横安定性を知ることができる．また若干の付

帯設備をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現象など船体運動学上重要な問題の

実験研究にも大いに役立つものである．本設備は，昭和 38年度特別研究費によって設置

された． （第2部）

6. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装置であって，実険用タービンの駆動，ガス

ターピン用圧縮様の実験，亜音速および超音速におけるタービンおよび圧縮機の流体力学

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多批の高圧空気を供給する装四である．吐

出圧力 3.1 kg/cm2abs, 吸き込容批 1kg/sec, 駆動馬 180kW力の 2段ターボ圧縮機を主

体とするものである．小型ガスタービン研究としては，圧力比が高いにもかかわらず駆動

馬力が少なく，またサージング防止装岡，各種の安全装四， 自動起動および停止装置など

をもち，実験の梢度および能率の増進をはかったものである． （第2部）

7. 耐震機械構造解析設備

本設備は高速データ処理装骰を中核に光電式波形読取装置，データ・ソータ，デジタ

ル・プロッタ，むだ時間発生装置などからなっている．高速データ処理装置は，サイクル

時間 30μs,符号＋純2進 10ビットの A-D変換装置を中心に，磁気テープ，カード穿

孔楓高速紙テープ穿孔機， FACOM 270-30・データ・チャンネル用伝送装置などをそ

の周辺に有している．アナログ入力は3回路の同時入力回路および 30回路の逐次掃引入

力回路を経て， A-D変換装置でデジタル信号に変換され， 256語の茫心メモリ 2組を経

て，惑気テープに書き込まれる．収録可能なデータ総最は 2,400,000語であり， 10,000

データを紙テープに穿孔するのに要する所要時間は約 20分である．デジタル・プロッタ

は計算制御部を備えた作図変置であって，その特徴は 8進数に変換した座標点を指示する

ことにより，その間の値を計算制御部により内挿することにある.FACOM 270-30より

のオン・ライン制御が可能で，時分割的に上述の高速データ処理装四との同時に使用する

ことができる． （第2部）

8. 電子顕微鏡室

本所における電子顕微鏡は HU-200,JEM-5 Y型を主体とするものである．この種の

型の電子顕微鏡は分解能 10A,直接倍率 1,000-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）

の性能を有するもので各種のアタッチメント， ミクロトームなども完備した．これらの電

子顕微鏡は広く所内の要求に応じて研究に使用され，原則的にはオープンの型式をとって

いる． （第2部）

9. 多次元画像情報処理研究設備

電子計算機によって多次元画像の情報処理を行なうため，画像を画素に分解して入力す

109 



る装附およびディジタル出力を両像に変換する装置が中心になっており，現在画素数 256

x256, 階調 32レベル程度の画像を扱うことができる． 入力は高速 A/D変換器 (lOOK

Hz, 10ビット）をそなえた機械走査型，出力は現在のところ改造した CRTを用い，他に

対話型処理のためジョイ・ステイックを備えた蓄積管ディスプレイが用意してある．これ

は輝点密度による階調表現も可能である．また線画のため XYレコーダ，および XYプ

ロッタがある．画像の蓄積および走査変換のためシリコンターゲット蓄積管を設け， ITV

からの入力，および TVモニタヘの出力も可能である．さらに音密ホログラフイ用の水

棺も用意されている． これらは全てミニコンビュータ (SkW/16ビット）の制御の下にあ

り，機能をできるだけソフト化して，フレキシプルな処理が行なえるようになっている．

（第3部）

10. がいし汚損フラッシオーバ試験室

各種の温度，湿度において，汚損状態のがいし類のフラッシオーバ電圧低下現象を究明

するための試験室である．塩分その他の汚損を人工的に付与した場合，あるいは自然曝露

により汚損されたものについて温度，湿度を自由に調節して高電圧での試験を実施でき

る．温度範囲 4℃-so℃，湿度範囲 20%-95%,試験電源 60kV-300 kV A である．
（第3部）

11. レーザミリ波実験設備

安定な環燒のもとで， レーザ光，およびミリ波の伝送の実駿をおこなうための設備で，

これは本所千葉実険所にある．温度を一定にし，空気の流動を避けるために，約 100mの

長さの地下洞道となっており一端に付屈している実験室には現在Jレビーレーザおよび

CO2レーザ， He-Neガス・レーザ光源ならびに， レーザ・ビーム伝送試験装骰が設四さ

れているならびにレーザ伝送用ケープル・トラフ (150m長）がある． （第3部）

12. 反応機構解析装置

化学反応における反応径路，反応速度，律速段階などを解明するための装骰で，反応

部，電子スプン共嗚部，制御記録部から構成されている．反応系の温度，濃度の読取り，

制御，生成ラジカル濃度の測定，デーク処理が可能で，迅速な反応の機構解明，反応系の

応答解折などに利用される．なお，本装骰の電子スピン共嗚部の本体は日本電子製の JES

ME-3X型， ESR,制御記録部の本体は， JEC-5,JRA-5スペクトラムコンピュータで，

その他に入出カボックス， AD-DA変換器， リレーボックス，外部記柏装附，チャートリ

ーダを付属機器として備えている． （第4部）

13. X線解析並びに螢光X線分析装置

理学電機の普通のX線解析装置と螢光X線分析装置の他にもう一台回転対陰極を使った

強力X線解折装骰があり，モノクロメータ，試料高温装置が付属していてガラス，高分子
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や熔融塩などの構造解析に有効である． （第4部）

14. 光反応実験室

光照射による励起物質の挙動とその反応性， 反応生成物等の解明を目的と

して各種照射用光源，励起分子，不安定中間体の検出装置を備えている．

光 源ークセノン光源， 1kW, 500 W, 150 W, 高圧および超高圧水銀源，各500W,

250W,; レビーレーザ（ジャイアントパルス） 5MW (発光時間数 10nsec) 

並びに各種モノクロメータ

検出装罰ー励起分子の研究のため螢光，燐光測定装四，生成物の検出のための可視，紫

外および赤外分光光度計

また特に極めて短寿命の不安定種の検出のため閃光光分解装慨を備えている．本装置によ

り 10μsec程度の寿命の化学前の解折が可能である． （第4部）

15. プラズマスペクトル分析装置と原子吸光分析装置

日立製300型高周波プラズマスペクトル分析装置はア）レゴン気流中での 2450MHz高

周波プラズマトーチを励起光源として用いる発光分析装置で溶液中の徴鼠元素のとくに定

性分折が容易である．

パーキーエルマー社の 403型原子吸先分祈装四はダプルビームでタイムシェアリング方

式の分光光度計が使われ，デジタル濃度読み取り装置，検畠線補正槻構が備えられてお

り，溶液中の微拡元素の定性分析ができる．現在分析できる元索は Ca,Mg, Fe, Ni, Cu, 

Cd, Hg, Al, Si, V である．

以上の装置は昭和46年度一般研究Aによって設備されたものである．その後有毒廃ガ

ス処理のための洗浄装置，ヤマト科学社のプラズマリアクターが併置された後者の装置

は有機化合物中の微景金属元素の定性，定励分析に対し，灰化処理後水溶液として両分折

装置にかけるための前処理装置である． （第4部）

16. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予算の配付により設備されたものであって，本所の共通設備

として利用されるものである．現在本所内だけではなく，京大工学部よりの利用者も増加

している．その性能および特長は下記のとおりである．最高使用温度は 1400℃，真空度

最高 10-5mmHg,炉内有効内容積 20cm9lx30::皿炉の下部に真空の冷却室があり，空冷

程度の急冷も可能である． （第4部）

17. 160 kW高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設置したもので，高周波発電機を有し，周波

数は 1000サイクルである．銑鉄の場合には 100kgを35分で溶解することができ，出力

を自由に加減できるので温度調節も自由である． （第4部）
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18. 試験高炉および付帯設備

るためのもので，次の各設備から成る．

0.8m叫全訣皮式）および炉頂金物 (2重鐙式，旋回ホッパ），送風槻

(; レーツ式， 0.9 kg/cm叫8Nm3/min,回転敗聞詞），送風加熱装置（ペプJレ式熱風炉2基）

自励秤鼠装入装置（貯槽およびスケーJレホッパ， RI検尺計．，スキップ巻揚機，横送ベル’

トコンベヤ），ガス処理設附（涼塵器，オリクロンスクラッバ，圧力調節弁および均圧弁，

バグ・フィルタ），半自動原料処理・貯歳設情（粋砕機，振動節，貯鉱棺ー30m36韮ーな

らびに付帯コンベヤ系），冷却水芍環使用設偉中性子水分叶，赤外線ガス分折計など諸

計翌，出銑□開閉模，ガス試料自動採取ゾンデ，炉内圧連続測定記録装餃． （第4部）

19. 高周波誘導加熱装置

15kW 

30 kcおよび 2Mc 溶解紐 3kg真空溶解およ

らゆる製造条件に左右されるが，そのなかで

さらに溶解金属中におげる各種元素の拡散および固液共存状態におけろ金属の晶出皮

応を研究する．また金属材料研究に必要な各種試料の作成を行なう． （第4部）

20. 

日立製 RMU-7L型質且分折叶は高性能で安定に作励する二直収欽質皇分肝計であり，

とくに梢密な質量測定に適している．高速分l斤も可能で悲閲研究から広い範囲の応用にわ

たって用いられる．本装置は昭和 47年度文部省科学研究費の一般研究Aによって設けら

れた． （第4部）

21. パーキンエルマ赤外分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社の 125型赤外分光光度叶は回折格子型の二重分光方式で，分

も高く，各種の有歳化合物の研究に利用されている．本装置

されたもので，恒温恒湿装殴は昭和 39年度選

定研究（設備）によって設けられた． （第4部）

22. パーキンエルマレーザラマン分光光度計

ドイツ・パーキンエ）レマ社の LR-3型レーザラマン分光光度計は光源レーザとして He-

Neレーザ (6328A, 出力 6mW)が用いられ，分光器は回折格子型の二菫分光方式，ス

ペクトルは 4000Llcm-1まで自動記録される．赤外分光光度計と併用することにより，種

々の化合物の構造研究に有用である． （第4部）
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23. 核磁気共鳴吸収装置

日立製作所製 R-20A型装四 (60MHz)および R-22型装四 (90MHz)は永久砧石

を使用した高分解能核磁気共嗚装置であり， ケミカルシフト， スピンースビンデカップリ

ングの測定により分子構造の決定の上に有用な知見をあたえ，また特定原子団の検出や定

絨が可能で，有機化合物および不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究に供

されている． （第4部）

24. 放射性同位元素実験室

本所の共同利用施設として，設四以来 15年余を経過した千葉実験所 RI実険室 (92.4 

記）および r線照射実験室 (13.2 mりのほか，麻布庁舎散地内に放射性同位元索実験室
(179. 7 mりがある，麻布実験室は事務室・汚染検査室・測定室・暗室・ 低レベル放射化

学実験室• 高レベル放射化学実験• 室化学実験室• 物理実険室.r線ラジオグラフィ室・
貯蔵室・機械室 (2階）とからなり，フード 4韮グロープボックス 1語をとりつけて化学

操作が安全に行なえるほか，ビニール製カーテン壁によって局部的に仕切り，その内部で

期耗実験その他汚染の広がりやすい実験ができるよう＜ふうしてある．測定器としては，

シンチレーションカウンタ 1台，ウェル型シンチレーションカウンタ 1台， GMカウンタ

3台， レートメータレコーダ3台の一般的なものおよび400チャネル波高分析器・シング

ルチャネル波高分析器・ 2冗および 4冗計数ヘッド・低バックグランド放射能測定器・ 振

動容益型電離箱・ローリツェン検電器も使用できる状態にある．サーベイメータとしては

.GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・電離箱式のもの 1台がありレント

ゲンメータも 3台備えてある． このほか防設用品として遠隔操作把手3本遠隔操作ビペッ

タ1台をはじめとして合鉛ゴム手袋・ 防護眼鐙・しゃへい用プロックなどを備えてある．

（第 4部）

25. 津波高潮実験水そう

幅 25m,長さ 40m,深さ 60cm(ただし造波部分は 90cm)の平面水そうが上屋内に

納められ，長周期波ならびに短周期波の造波装四が設置されている．長周期波の発生装骰

は，プログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 20PS)であり，発生波の周

期は lminから 30minまである．また短周期波造波機は 20PSフラップ型，延長20

m であり，発生しうる波の周期は 0.6 sから 9.6 sまでである．

（千葉実験所内に設けられている） （第5部）

26. 床版試験機

この試験機は栢の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実験を行なう目的で設置

されたものである．従来の試験機では平面的な広がりをもっている供試体の強度試験は不

可能であったが，本試験機では 5.5 mxlOmの床版の試険が可能になり， しかも試験機
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の最大荷直が1台で 100tであるので， 2台の床版試険機で 200tまでの荷直を構造物に

作用させることができる． このため従来弾性箇囲，微小変位でしかわからなかった床版な

どの強度が破壊付近まで究明できるようになったまた荷重を任意の位置でかけられるの

で，振り，曲げをうける構造物の強度，変形の研究が可能になった， （第5部）

27. 大型振動台

構造物韮礎，土が主体となる構造物等の耐震性に関する隣礎的研究を行なうために，千

葉実険所に設罰された．土の振動性状，すべり而の形式，フィルタイプダムの安定などの

研究においてぱ菫力が大きく影苦をもっているので，従来の規模の振動台では相似律がほ

とんど満足されない実険が行なわれていた．大規模の振勁台の設四によりこの問題はほぼ

解決された．扱動台ば油圧浮上式で台と悲礎との間］の摩擦を最小にした．台上の箱は長さ

lOmx幅2mx高4m,電勁油圧式の加振器の出力は 20tで，出力を補うために正弦波の

振勁の場合はバネの共振を利用している．振動台の周期は 0.1-1. 0秒，最大振幅（全振

屈）は 10cmである． （第5部）

28. 室内空気分布実験室

本実険室は，約 5.5mx7.8mx2.7mの測定室， 5.5 m X 1. 4 m X 2. 7 m の冷却加熱

室および機械室よりなる．測定室および冷却加熟室は屋外の影轡を少なくするため，外壁

から隔離して二菫間仕切によって構成されている．また，測定室と冷却加熱室の間は，各

種の外壁に相当した材料に取換えられる．測定室は室温 20-27℃，冷却加熟室は暖房実

険時—5℃，冷房実験時 40-50℃ に保たれるよう，プロワ・コイ Jレおよび電熱コイルを備

え，サーモスタットにより制御される．機械室には，これらの冷暖房連転のできる能力の

5HP・ヒートボンプ・ユニットおよび送風機，循環水ポンプ，屯熱ボイラなどが設骰さ

れ，給気温度を一定に保つ制御装四を有している． この実験宝を使用して，空気吹き出口

の特性，室内気流分布および屋外負荷の宝内への伝播問題などについて実険研究を行なっ

ている． （第5部）

29. 気密水密および風圧強度試験装置

実物大サッシ，カーテン・ウォール部品などをとりつけうる (2.5x3. 0 m)圧力室に加

圧および送風装骰，スプレー装閻，空気流鼠測定装四を付属せしめたもので，圧力は最大

400 kg/m程度である．流鼠測定は，一般にビトー管および熱線風速叶を用いるが，とく

に微鼠の場合にはトレーサー (CO2)ガス法による．スプレーと同時に加圧をして水密性

を検討する．また，風圧に相当する圧力をかけ，ひずみおよびたわみを測定する．

（第5部）

30. 多目的音響実験室

この実険室は建築音苦及び交通騒音，工場騒音などに関する研究を行なう部分と空気凋
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和に関連する研究を行なう部分からなっている．

(1)建築音管，騒音に関する研究室は無菩室，残署室，模型実験室，測定室からなって

いる．無轡室は壁，床，天井ともすべて吸音用クサビが取り付けてあり，音唇機器の餃

正，試験，聴感テストなどに用いられる．残密室は 25cm厚のコンクリート壁に囲まれ，

内部は総タイル張り，室容積は約200m尻天井から多数の拡散板を吊して室内を拡散音場

に近ずけており， 500Hzで約 10秒の残轡時間を持っている．校型実険室では公会堂，

音楽室などの約 1/10校型を製作し，室内音詈の研究を行なっている．

(2)無轡送風装骰及び境界陪型風洞

地下部分に送風器 (75kW)および送排気部消音機構（約 70dB), 防振機構を配し，地

上陪に送風制御機賠，気流騒音，振動解折計測定諮，多目的残署室 (210mり境界屈型風

洞（断而 rnoox1200, 速度最大 13m/s), 叶測完，作業室から成る. (第5部）

31. 写真測量精密図化機 AutographA 7 

実体写真を用いて測定する方法は非常に広い利用範囲をもっている． しかし． この場合

高箱度の結果を得ようとすれば，カメラの性能，扱影の諸元，図化機の機能などが重要な

要素となる．

本所は地上写真測拡用カメラとして Zeiss製 C皿Bおよび RMK40, Wild製 P20

を図化機として Wild製 AutographA 7を備え，地図作製ばかりでなく各種の三次

元測定に利用している. A 7は現在実体写真図化機としては最高の精度を有するもので，

これに座椋印字装鳳テープ穿孔搬．断面図作成装置などが付屈している．

さらに新しく小型図化機を佃え近距離物体の測定，図化に供している． （第5部）

32. 自動製図機

数値制御による製図機で，構造物の自動設計．，製図，迅視図の作成，数値地形モデルの

作成等多くの利用面をもっている． （第5部）

33. 風胴付二次元造波動水そう

幅 60cm,高さ 90cm,延長のガラス脹り二次元水そうであり，風浪発生装置 (7.5PS

最大風辿 25m/s)ならびに規則波生装四 (2.OPS, 発生し得る波の周期は 8.0 sから 2.8

s)が取りつけてあり，それぞれを独立に同時運転することができる．

（千葉実険所内に設けられている） （第5部）

34. 水工学実験棟

千葉実険所内に設けたスパン 45m,長さ 85mの鉄骨造の実験棟であり，その中の主

要な実験装ii'りは幅 40m,長さ 70mの海岸工学実験用平面水そうおよびそれに付随した

周期 0.6秒以上，波高数センチメートル以下の波のための造波機である．設による悔浜流

に関する研究，浩や川口の形状と波との関係に関する研究などがこの装附によって行なわ
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れる． （第5部）

B. 試作工場

所内各研究室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実駿用懐械・器具・ 試険材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が謳接産業界とも関係の深い研究の推進にあることを

反映して，本工場の工作内容もまた最新の生産技術と密接な関係をもつ斬新な装四の試作

か多く，すぐれた設計，設備および工作技術によって，研究者の要望に答えることが，こ

の工場の大きな使命である． とくに設計の面では，毎週特別に日を定めで相談と指迎にも

応じている．

工垢の規帳は総床面砧 1,254.6m叫人員 30名で金工工場が全休の約半分を占め，残り

は設叶室・電子様器工作室• 木工室・ガラス工作室・共同利用工作室・材料庫および事務

室などに分かれている．

金工および木工など機械関係工場の設備機械は，下に示すように，小形の梢密測定器か

ら大形の鉄骨構造物に至るまで，広範囲の製作が可能な程度に完備している．

旋盤10, フライス盤6,平削盤 1,立て削盤 1,形削盤6' 研削盤5, ボール盤 3,歯

切盤2, 、ンヤー 2,折曲機1, 3本ロー）レ 1,電孤溶接機3, 電気炉 1'鋸盤4,超音波

加工機 1'木工機械各種7'工具顕徽鐙 1,卓上様械類10.

霞子搬器工作室はエレクトロニクス関係の設計• 製作・修理・改造・較正・部品の供給

および技術的資料の提供などを主要業務とし．絞正用椋準計器のほか．シンクロスコー

プ・ユニバーサルカウンタ・ XYレコーダ・パルスメータ・周波数計・デジタルマ）レチメ

ータなどの新しい測定器を仙え，部品類も翌宮な在庫を用意してある．共同利用工作室は

専任掛員の指甜の下に所内のだれでもが利用できる工作室で，旋盤4台・形削盤 1台・

ボール盤3台その他の設価がある．材料庫は各研究室への工作材料の供給も多絨に行なっ

ている．

試作工場はまた，所内の設計・エ作に対する強い面要に応ずるため，適宜外注を利用す

るシステムを採用している．

c. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術計邸やデータ処理のための共同利用を目的にした設孤jで

あるが，大学院学生のための叶邸機教育の役割も呆している．なお事務用辻多店にも一部利

用している．

設四されている機前は，昭和 48年 2月に尋入された FACOM230-55と，従来の

FACOM 270ー30の2機である．各々のシステム構成と，その性能の概略はつぎのようで

ある．

FACOM 230—55 
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1. 中央処理装四

2. 主記脳装四 384Kバイトのコアメモリ

3. コンソJレ・ディスプレイ

4. コンソJレ・タイプライタ

5. ディスクパック 174Mバイト

6. 磁気テープ装四

7トラック 800bpi 1 ムロ

9トラック 800/1600 bpi 1台

9トラック 1600bpi 1台

7. カードリーダ 1800枚I分 1台

8. ラインプリンタ（カッタ付き） 1000行I分 1台

9. 紙テープリーダ 600/1200字I秒 1台

10. 紙テープパンチ 200字I秒 1台

以上，センター側に設慨されている機器のほか，端末として 2台のリモートパッチステー

ションが付四されている．

FACOM 270-30 

主記磁容絨は 32K語，内部磁気ドラム 256K語，入出力装四はカードリーダ，ライ

ンプリンタ各 1台，磁気テープ装置 2台，紙テープリーダ，紙テープパンチ各 1台， XY

プロッタ 1台のほか，グラフィックディスプレイ 1台を価えている．この計卵機はオンラ

インデータチャネルを備え，オンラインデータ処理にも使用されているなお. FACOM 

230-55の尊入にともない，明年度からは次第にパッチ処理作業を減ずる予定である．

オフラインのカードパンチとして IBM29型 9台， 26型 1台，およびカード複写機

514型 1台がある．また入力紙テープのパンチ用として，データライタ 2台が用いられて

いる．

約 10年間使用された OKITAC5090Cシステムは昨年末撤去された．

D. 写真室

写真室は，普通写真室 72m汽写真作業室 92m2 からなり，各研究窒• 各掛の依頼によ

り，一般写真作業としては文献の写真複写およびゼロックス複写，撮影，現像，引伸，

白焼，スライド作製などを行ない，映画関係作業としては， 16mm撮影機 Arrifiex,Cine 

Kodak, Bell & Howell, 高速度カメラ Fastaxを設備し，一般撮影，高速度撮影のほか，

編集，録音（磁気），映写などを一貫して行なっている．

運営は本所写真委員会の管理のもとに行なわれ作業件数は月平均 650件になっている．
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E. 図書室

本所開設以来千葉においては中央図書室および 5部の分室に別れていたが，麻布移転に

当たりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本餡2階に下記のごとく総面積

708. 93 m2におよぷ場所を書庫ならびに閲買室にあてている．

本図書館の特長は本所の研究が理工学の広い分野にわたっていることを反映してこの広

い部門にわたる図書を有し，ことに外国雑誌とそのバックナンバーの整備に力をそそぎ，

また研究者の希望に応じてコピーを得るのに便利なようにしてある．図書の分類は U.D.

C. の分類法などを参照した本所の研究に便宜な分類法によって統一されている．

1) 建物延面積（昭和 48年 3月 31日現在）

:：臼肛： 庫 503. 97 m2 

教官閲屁圭 16. 53m2 

洋雑誌閲買室 72. 73 m2 

和雑誌閲覧室 56. 20 m2 

一般閲買室 19. 83 m2 

事 務 室 39. 67 m2 

計 708. 93 m2 

2) 蔵魯数

洋 -ー1に1- 58,799 

和 .•,口,.・ 47,583 

計 106,382 

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購訛中のリストは巻末付録にある．
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